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    １話　長い戦いのはじまり

    


    　斎さい村むらの運転する車の後部座席、俺の隣には小こ手で毬まりが眠っている。


    　これを眠りだと、どうか定義させてほしい。たとえ息をしていなくたって、眠りと言わせてほしい。


    　ミラーごしに斎村と目が合う。気まずくもないが、楽しくもない。


    「俺の今の顔色、どうなってる？」


    「さっきよりはマシね。もっとひどくなってたら、まず病院に連れていくけど」


    　ホテルから出るところで、「あなた、顔が土つち気け色いろよ」と斎村に言われたのだ。こんな時に血けつ色しよくがいいわけないだろと返したら、「限度がある」と言われた。ヤバい薬でもあおったんじゃないだろうなと本当に心配された。ジャンキーに見えるほど重症なのかよ。ドラッグどころかタバコもやってない。


    　心配するなら俺じゃなくて小手毬のほうにしてくれ。


    　車は、俺の家でも病院でもない場所を目指している。まあ、宇う都つの宮みやから見ればだいたい同じ方角だ。


    　斎村が車をまわしてくる間、ただ待ってる時間が嫌いやで、滝たきヶが峰みねに電話をした。作戦中に起こった事故だから黙っているのもおかしいと思った。


    「一度私の家に来い」と言われた。


    「あんたなら小手毬を救えるって言うんですか!?」


    　電話でぶしつけに聞いた。いつもの自分なら用意のできている適切な距離感というものがなかった。これじゃ、抜き身の刀が徘はい徊かいしているようなものだ。ありがとうとか、無難な感謝の言葉は出てこなかった。


    「お前に救う方法がないのだから、とにかくこっちに来い」


    　俺は何も言えずに黙った。


    　そう、何もしてやれないのだ。


    　言葉をかけて、これが小手毬に届いてるかもだなんて感傷的な憶おく測そくにすがるのが精一杯。おかげで滝ヶ峰にも救う方法がないのだろうと決めつけられる。


    　悔くやしくて、悔しくてたまらないのに、それを言葉に変えることはできなかった。言われたとおりなのだ。


    「どうにかして取り繕つくろうことはできるかもしれん。少なくとも宇都宮にとどまっているよりはマシだろう」


    　どのみち、俺たちの家に連れ帰ったところで小手毬を寝かせる場所が変わるだけなのだから、それはいい誘いだった。何もできないだけならいい。動かない小手毬と俺だけで、十分だって過ごせるとは思えない。耐えられなくなる。


    　だから、俺は逃げるように都内の滝たきヶが峰みねの家を目指しているというわけだ。


    　今、車は宇う都つの宮みやの市街地を出ようとしている。高速道路で一気に南下するはずだ。


    　膝ひざに小こ手で毬まりの頭を載せている。吐いた血のせいで赤くなっている服は斎さい村むらが着せてくれた。俺が着せて不格好になるぐらいなら、きれいに着せてやったほうがいい。


    　あまりにも、小手毬は人形めいていて、俺は眠り姫という言葉を自然と連想する。眠ったままならどれほどいいことか。


    　通常、煌こう霊れいが命を入れないまま生きていられるのは三日ほど。それをすぎれば、肉体が腐敗をはじめる。そうなれば、小手毬のような異常がなくても命は入らない。ただの死体になる。煌霊の技術はゾンビを作るのとは違う。


    　三日間、七十二時間、それがデッドラインだ。


    　もっとも、すべては「通常」の煌霊の話だ。斎村は小手毬が煌霊ではなくなっていると言った。角つの筈はずバジルが人間に戻そうとして失敗した影響なのは明白だ。今の小手毬が煌霊でも人間でもないなら、煌霊より腐敗が早くやってくるかもしれない。


    　もしも心肺停止の人間の常識を当てはめるなら、三十分以上はゆうに経たっているのだから、すでに手遅れなのだ。


    　状況を整理すればするほど、悪お寒かんが強くなる。


    「東京までどれぐらいかかるんだ？」


    　気をまぎらわしたくて、運転している斎村に話しかけた。助手席に座っている燧のろしとミラーごしに目が合う。燧はずっと泣きそうな顔をしている。


    「新宿まで一時間半。滝ヶ峰さんの住所なら、二時間というところね」


    「そんなにかかるのか」


    「あなたね、これでもかなり速いほうよ。深夜はすいてるから」


    　知らないうちにトゲのある言い方になっていたらしい。恩人にずいぶんひどいことをしている。


    「飛ばせばもっと急げるけど、滝ヶ峰さんは一秒でも早く戻ってこいとは言ってないでしょ。事故って死なない程度にするわ。それとも速度落としてくださいと懇こん願がんしたくなるぐらいまで飛ばしてあげようか？」


    「お前って血液型、ＡでもＢでもなくＳだな。それもドＳ」


    「おもしろい冗談ね」


    　絶対におもしろいって思ってないだろ。


    「私はＡ型。それとよくＳとＭの話で誤解されてるけど、ＳＭプレイで主導権あるのはＭのほうだからね。奴ど隷れいのほうにご主人様を選ぶ権利があるのよ。ご主人様は奴隷に捨てられないように必死に満足させてるの」


    「じゃあ、お前は燧のろしに飼われてるのかよ」


    「そうである時もあれば、そうでない時もあるわ」


    　燧がうなずいたのが、ミラーごしに見えた。


    「あなたたちだってそうでしょ。煌こう霊れいと煌霊遣いの立場は変わらなくても、あとの部分はその時々で変わる。あなたもご主人様だったり、姫にかしずく教育係だったり、あるいは連れん理りの枝えだのカップルだったり、そんなふうに変わってたはず」


    「たしかに、俺と小こ手で毬まりも、兄妹でもないし、ただの仕事のパートナーでもないし……恋人でもないな。逆に、あるといえばどれでもある気もする……」


    　車は高速に入り、一気に加速した。高速を走る時に特有の、シャーッ、シャーッという音がした。夜の道路は恐ろしく暗い。まず、色というものが感じられない。時折はなやかに見える電飾があれば、十中八九ラブホのピンクやグリーンのそれだった。ラブホの横を鋼鉄の死が駆け抜けている。


    「たいした時間じゃないけど、寝ていていいわよ。あなたが起きていても何の役にも立たないわ」


    「お前だって、寝てないだろ」


    　小手毬が心配とか以前に、斎さい村むらに申し訳ない。


    「影えい殺さつ師しが深夜に活動するのはそんなにおかしくないわ。眠くなったら、運転を燧に代わらせる」


    　そもそも燧って免許持ってるのかな……。


    「俺だって影殺師だ」


    「表側のね」


    　そうだな、表側に身を置いてる時点で影殺師として中途半端だ。


    「本当に寝たほうがいいわよ。夜はまだまだ長くなるかもしれない」


    　たしかに体はけだるい。寝不足の時の感覚がある。それでも寝ようとは思えなかった。同時に目も頭もギラギラとしていた。


    「私に悪いって思ってるなら無意味だから寝てなさい。そんな気づかいはその席で千せん羽ば鶴づる折るぐらいつまらないことだわ」


    「疲れてはいても、眠れないんだよ。そういうことあるだろ」


    　シャーッという走行音が響く以外は静かなんだけど、目はずっと冴さえている。どうせ今、目を閉じたら車酔いを起こすだろう。


    　斎村は会話を打ち切ったように何も言わなかったが、不意に、


    「あなたが起きているほうが気詰まりなのよ。でも、眠れないのもわかるわ。ごめん」


    　と一息に言った。俺は責められて、謝られた。


    「こっちこそ、ごめん」


    「謝ることじゃないんじゃない？」


    「気苦労かけてるのはわかるからさ。ただ、ここで俺が寝ると、次に起きた時にさ……小こ手で毬まりが死んじゃってる気がするんだ。ここじゃないどこかに行っちゃってる気がするんだ。死神みたいなものがやってきて、見張ってない間に連れていっちゃうんじゃないかって……」


    「あなたって、昔の私によく似てる。案外、誰だれでも通る道なのかもしれない」


    　俺は通りたくないぞ。次の煌こう霊れいを誰にするかなんて考えずに、ずっと小手毬といるからな。


    　そのまま、俺は滝たきヶが峰みねの家に着くまでじっとしていた。


    　動けないのは、ふとももに小手毬の重さを感じているからかもしれない。小手毬の重さは意識がなくても変わらない。あいつの頭の重さが俺の脚を支配する。


    　どうして、お前の首元、こんなに冷たいんだよ。


    



    　世田谷区と目黒区の境目あたりにあるわかりやすいお屋敷、そこに滝ヶ峰は住んでいる。駅なら東とう急きゆうの自じ由ゆうが丘おかが近いのだろうか。素人しろうと目にはわからないが、いくつも監視カメラのようなものがあり、役割としては住まいと言うより「城」と言ったほうが近かった。


    　表側最強（少なくとも権力という面においては文句なく）というポジションからすれば当然のことなのだろう。


    　深い怨えん恨こんのない奴やつでも最強の鼻を明かそうというくだらん発想をするかもしれない。俺もそういう考えを持った奴に何度も煮え湯を呑のまされた。


    　インターホンを鳴らして車庫を開けてもらおうかと考えていたが、最初からシャッターは開いていた。実に用意がいいなと思ったが、滝ヶ峰とは別の車が一台入っていた。俺が滝ヶ峰の車を知っているからそう思ったわけじゃない。松まつ本もとナンバーの車なんてあいつが持っているわけがないのだ。


    　ちょうど車を止めたあたりで、滝ヶ峰から電話が来た。


    『庭に入ったら、飛び石沿いに来い。庭の罠わなも解除しておいてやったが、念のため、石からははみ出るな』


    　じゃあ、いつもは罠を張ってるってことかよ。


    　絶対に警備会社のオプションとかじゃなくて、殺傷能力のあるオリジナルのやつだろう。警備会社も侵入者を攻撃するような仕掛けは作らんと思う。攻撃は最大の防御という言葉があるが、この場合もそれに当てはまるのだろうか。


    「こんなところでゲームオーバーというのは勘弁だから、ちゃんと守らせていただきますよ」


    　小手毬を斎さい村むらと燧のろしと俺とで担かつぎながら、足場になっている石の上を進む。俺は頭のほうを持つ。斎村は腰、燧は足のほうだ。


    　首をそらして振り返ると、奥に屋敷が見えた。個人の家というよりは、小さな美術館のような雰囲気だった。


    　屋敷に目をやっていたら、インターホンなど鳴らす前から滝たきヶが峰みねがドアを開けて出てきた。今、この瞬間、テレビに映ってもいいというぐらいに整った服と顔。もちろんパジャマなんかじゃない。こいつにオフの時なんてあるのだろうか。


    「お前たちのほうが先に着くかと思ったが、順番が逆になった」


    「順番？」


    「入って来い。すぐにわかる」


    　小こ手で毬まりを丁てい寧ねいに運びながらパーティー会場かというほどに広いリビングに入る。正方形状にそれぞれ三人は楽々座れるような長いソファが配置されていて、中央のガラスのテーブルを囲んでいる。そのソファの一つに先客が座っていた。


    　──淵えん堂どう百ひやつ穴けつ。


    「なんであんたがいるんだよっ！　──ってそりゃ先輩が呼んだんだよな」


    「よう、久しぶりだな。というか、お前とこう何度も顔を合わせるとも思ってなかったけどよ」


    　淵堂は今日もヤバそうな業界の関係者という雰囲気を漂わせている。オールバックの髪型はいいから、せめてそのサングラスは外してくれ。歌か舞ぶ伎き町ちようにはお似合いでも、高級住宅街で見たらみんなぎょっとする。


    「ああ、あの松まつ本もとナンバーはあんたの車だったんだな」


    「夜中は高速がすいてて楽だったな。スピードも出せる」


    「斎さい村むらも同じことを言ってたよ」


    　俺と斎村、それと燧のろしは空あいているソファに小手毬を静かに寝かせた。背の低い小手毬はソファ一つにちょうど収まった。


    「状況は軽く聞いてるぜ。えらくひどいことになったみたいだな」


    「比ひ喩ゆじゃなく、身を裂さかれるぐらいにはきついですよ」


    　久しぶりに会ったせいで、もともとタメ口だったか、一応丁寧語でやりとりしてたかも忘れた。俺の言葉も一定してない。といっても、命を狙ねらった者に、命を狙われた者に、あげく、暗殺を依頼した者までここに揃そろっているのだから、礼を云うん々ぬん言ってもはじまらないが。


    「斎村蕣あさがおと煌こう霊れいの燧です、よろしく」


    「わかってる。テレビで拝見してますぜ。こっちはしょぼいＯＢだ。今は長野県の松本で食いっぱぐれてる異能力者を集めて農業をやってる」


    　斎村と淵堂がこんなところで出くわすだなんて、本当に合あい縁えん奇き縁えんだ。たしか、こいつら斎村の『御おん大たい』時代に、同じ戦場にいたな。淵堂が分ぶ倍ばい河がわ原らの攻撃手段を奪ったんだった。分倍河原の、相手を分解するピストルを、淵堂は本家本元の闇やみでオシャカにした。もちろん、斎村と淵堂の間であいさつはなかっただろうけど。


    「あれから追加で何かわかったことがあれば教えてくれ。といっても、煌霊を見るに好転はしてないみたいだが」


    　部屋の隅で滝たきヶが峰みねは腕組みして立っていた。目つきも悪いから組事務所のヤクザみたいだ。ぶっちゃけ、ヤクザよりはるかにおっかないけどな。


    「状況は変わってないけど、あらためて話だけさせてほしい」


    　小こ手で毬まりが動かなくなった顛てん末まつをとことんさかのぼって話した。


    　両親を誘拐した研究所に小手毬と奪還に向かったこと。捕らえられているところに斎さい村むらが助けに来たこと。小手毬の兄の角つの筈はずバジルのこと。小手毬を人間にしようとして失敗したこと。その夜、ホテルで小手毬が血を吐いて倒れたこと。それと、斎村が小手毬は煌こう霊れいじゃなくなっていると診断をしたこと。


    　話は一分や二分ではさすがに終わらなかったが、最初から座っていた淵えん堂どう以外、全員立ったままでいた。うかつに腰を降ろすと、疲れがどっと降りてきそうな気がした。


    　視線は何度もソファで寝かされている小手毬のところに向かってしまう。次に見た時には、小手毬の寝息が聞こえるんじゃないか、目覚めるんじゃないかとあまりにも都合のいい妄想を企くわだててしまう。現実は微笑ほほえんでくれない。


    「そうか。起こってしまったことは仕方ないな」


    　淡々と、感情を置き忘れたような滝ヶ峰の態度が逆にうれしかった。こいつにまでうるんだ目で同情されたら、いよいよ小手毬が助からないみたいじゃないか。


    「お前たちを派遣するべきではなかったな。結果からいけば私の監督責任だ。角筈の目的が私し怨えんだと読みきれなかった」


    　あまり責任を感じているという口ぶりではなかったが、それはいつものことだ。それにわざわざ言葉にしなくたってこれが俺と小手毬のミスだったことは明らかだ。


    　俺も小手毬も二人で連れ添えるかもという可能性に目がくらんだ。


    　その時、煌霊と煌霊遣いの役割を、使命を、俺たちは意図的に忘れたのだ。仕事よりも大事なものを作って、そちらに走った。成功の根拠など、本当にどこにもなかったのに甘い話に懸かけた。結果はあまりに苦い結末だ。


    　違う。結末じゃない。終わってなんかいない。


    「斎村、煌霊遣いとして何か意見はあるか？」


    　俺が頼りないから、滝ヶ峰が自然と仕切る。


    「助ける方法がわかっていたら、もっと車中も明るかったと思うわ」


    　手がかりは今のところない。煌霊であることすら医学的には例外なのに、変な手術をしただなんてさらに特殊な例外を掛け合わせているのだ。同様のケースが歴史上存在しているかもわからない。


    「煌霊の命が抜けたままで耐えられるのがだいたい三日と言われてるから、七十二時間のうちに小手毬が元に戻らないなら……もう手遅れだと思う……」


    「たったの三日か。煌霊ってそこまで生きにくいものなんだな」と淵堂が言った。


    　七十二時間というのも、ずいぶんと都合のいい算段だった。


    　手を打つなら、もっと、早いにこしたことはない。


    「角つの筈はずバジルの行方は一応捜してみるか。技術的にはまだ可能性があるかもしれん」


    　不思議とあいつのことが頭に出てくることはなかった。考えるのも嫌いやで無意識のうちに徹底して締め出していたのだろう。


    「そっか、あのアイロンのような機械で小こ手で毬まりに起きた現象を巻き戻すことができれば……」


    「ただ、水を差すようで悪いけど、期待はできないわよ。煌こう霊れいと人間の往復だなんてことが可逆的にできるとは思えないし、何よりあなたの煌霊は息もしてないわ。本当は煌霊と呼んでいいのかすらわからないけれど……」


    　斎さい村むらは律りち儀ぎだから、俺に夢を見せたままではいられない。


    「わかってるさ……。そもそもバジルが失敗したからこうなってるんだしな」


    　今の小手毬は限りなく死者に近い。もしかしたら、ただの死者なのかもしれない。


    　それにバジルが手伝うと言ったところで、あいつにもう一度小手毬を任せられるのかというと、素直にうなずける話でもなかった。それこそ、あいつがさらにミスをやって、小手毬が生き返る望みが完全に絶たれるかもしれないのだ。


    　言葉が途切れると、途端に絶望感が体に這はい寄ってくる。わけのわからないことを叫びたくなる。深呼吸をして、少しでも心を落ち着ける。


    　感動系フィクションの中のジャンルに闘病系悲恋とでもいうものがある。ようは恋人が病気になって死ぬのだ（あるいは奇跡的に助かったりする）。片方が死ぬから（あるいは死にかけるから）感動的な泣ける話になる。


    　俺もそんな世界に引きずりこまれたみたいだ。


    　でも、そういうのって、もっともっと時間的猶ゆう予よがあるものだろ。あと二～三日の命って突然わかったところで、いくらなんでもジェットコースターすぎる。しかも小手毬はさよならの一言も言えないままだ。


    　悲しみを噛かみ締めるのだって時間がいる。このままじゃ右も左もわからずあくせくしてるうちにゲームオーバーだ。


    　ほんと、どうにもならないな。


    　体重が抜けたような妙な感覚だった。泣き出すこともなければ、くちびるがふるえるわけでもない。倒れることもないが、動くこともない。体中の価値観が否定形になっている。


    　抜け殻がらになって誰だれかに動かされてるみたいだ。


    　なぜか自分が後ろから自分を見ているような気がした。夢の中でたまにあるような感覚。自分が何をするか、自分でもよくわからないというアレだ。


    　どことなく気持ち悪くて、それをごまかすためにか、俺は笑おうとする。


    　滝たきヶが峰みねが、斎村が、燧のろしが、淵えん堂どうが、俺を見ている──はずだ。今の自分は半分、自分じゃないようなものだから、はっきりとはわからない。みんなに俺は見られている。なのに、どうして、小こ手で毬まりは俺を見てくれないんだろう。おかしいな。はっははは、はははは……。


    「ははははははは、ははははははは」


    「落ち着いて！　心を持っていかれるわよ！」


    　気づいたら、斎さい村むらに肩をつかまれて、ゆすられていた。


    「泣きたいなら泣きなさい！　叫びたいなら叫びなさい！　笑えるようなことは何もないはずよ。あなたがダメになったって、誰だれも喜ばないわ！」


    　目の前に斎村の顔があるはずなのだが、その実感もない。


    「体力がないせいよ。疲労は人を愚おろかにするわ。眠りなさい。どっちつかずでいる奴やつは、悪いものに引きこまれる。あなた自身が一年や二年、入院することになるわ」


    　気にしすぎだよ。俺は正常なんだ。


    　なのに、口がそうは動かなかった。依然として、俺が俺のものじゃない。何か別の力が俺を笑わせているのだ。止めたいのだけれど、止め方もわからない。何かしゃべっているのかもしれないが、俺の言葉だけが聞こえない。


    　あれ……？　視界が枚数の少ないアニメーションフィルムみたいにカクカク動く。瞬間と瞬間の間に、大きな溝みぞがある。


    　だんだん、だんだんと滝たきヶが峰みねが俺のほうに近づいてくる。といっても、溝があるせいで、断続的にだ。
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    　少しずつ瞬間移動して、滝たきヶが峰みねが来るように見える。


    　何の用だと言いたいが、俺は何か言えただろうか。一歩ずつ滝ヶ峰は近づいてきて──


    　俺の体が浮いた。


    　そのぐらいのことはわかった。


    　そのまま、絨じゆう毯たんの上に俺は腰から倒れた。手をつくこともできなかった。くちびるを切ったのか、鉄の味が染みた。


    　痛みが少し間を空あけてやってきた。ああ、俺は痛いんだ。俺自身がちゃんと痛い。痛みのせ


    いで分離していた俺が一つに戻ってきた。なぜ、痛い？　滝ヶ峰に殴なぐられた。それで、吹き飛ばされた。


    「口の中、切れたぞ……」


    「よかったな。歯は折れなかったようだ」


    「手かげんしてくださいよ……。体が浮くほどの威力ってたいがいだぞ……」


    「感謝しろ。現実に引き戻してやった。斎さい村むらの言うとおりだ。お前自身が入院すると誰だれが救われるんだ？」


    　滝ヶ峰の声が異様に大きく聞こえる。スピーカーか何かが壊れているみたいに。これでまともというなら、俺のまともはずいぶん安っぽい。普段、感覚を覆おおっている皮のようなものがすべてはぎとられている、そんな気持ちだ。


    　それでも、頭のほうはまだマシになった。少なくとも笑おうという気にはならないし、自分以外の誰かが自分を見てるような二重構造のようなものも感じない。


    「俺、今、何かされてたんですか……？　夢に引きこまれたような状態だったんですが……」


    　自分が自分でなくなってた、そんな感覚だった。


    「存在しない何かのせいにするな。お前の自滅だ。心が負荷に耐え切れなくて、異常が起きた。お前に似た症状が出た者は芸能界でも何人か知っている。全員、過密スケジュールを強引にこなした結果、そうなった。限界を超えると、体と心のどちらかが壊れる。そいつらは心のほうが壊れた。お前もそっちのタイプらしいな」


    　あのまま突き進んでたらどうなっていただろうと考えると、今更ながらに寒気がした。


    「それと、吹き飛んだのは、お前がふらふらだったからだ。今のお前なら酔っ払いにすら容易にぶっ殺されるだろう。まあ、さっきの調子なら気味悪がって、カタギの人間は酔っていても逃げていくだろうがな」


    　叩たたかれたところを手で押さえながら、ゆっくりと起き上がった。小さな波が寄せて返すように、じんじんとした痛みが上下に動いている。この痛みが俺をここにつなぎ止めてくれている、そう思った。


    「ご迷惑おかけしました。知らないうちにけっこうキテたみたいです」


    　すっかり壊れてしまった奴やつらの話自体は親おや父じから何度か聞いたことがある。心を狙ねらう殺し屋もいないわけではないからだ。周到に仕組めば、暗殺などと違って罪を立証されづらいし、ターゲットを恨んでる依頼人によってはそれを死ぬより苦しいことと認識してることもある。


    　そんな状態に、自分一人で落ちかけたのだから、ひどい話だ。


    「多少はマシになったようだな。やっと建設的な話し合いができる」


    　腕組みしながら、滝たきヶが峰みねは言った。


    　建設的。なんてこの場に程遠い言葉なんだろう。


    「葬儀場でも調べておけとかそんな意味じゃないですよね？」


    「煌こう霊れいに命を入れられるタイムリミットというのは、結局のところ、肉体そのものの腐敗に関するものだと認識しているが、それで相違ないか？」


    「修行中、親父から説明一式を受けた時は、時間が経たつと回路が閉じる──なんてふうにもっと抽象的な表現をされましたけど、ようはそういうことです。少なくとも、想いの強さとか、そういう概念は関係ありません。煌霊遣いと煌霊が不仲でも命は入れられますからね」


    　煌霊は死体ではない。


    　その煌霊が死体に戻ってしまうまでに命を入れてやる必要がある。


    「ならば、現状維持だけならしてやれそうだ」


    　滝ヶ峰は淵えん堂どうのほうを向くと、小さくあごをしゃくるようにした。何かを命じたらしい。


    「わかった。異能力よりクワ使うほうが慣れてきたんだけど、そうも言ってられねえよな。農業じゃ助からないものもある」


    　淵堂はソファに寝かされている小こ手で毬まりに対して直角に立った。小手毬を両手で持ち上げでもするつもりだろうか。


    「おい、あんた、何をす──」


    「念のため、お前はどいてな。事故の責任はとらねえぞ」


    　感覚でわかった。こいつは何を言われようと自分のやるべきことをやる。


    　もう、口ごたえをしても意味がなかった。かえって、小手毬に害がおよびそうで怖こわくて、後ろに下がった。


    「【鋭利で茫漠たる闇イレイズ・イン・ブラツク】──深しん界かいへのポータルをできうる限り開放」


    　淵堂と小手毬の間に小さな黒い穴が生まれる。野球のボールよりはちょっとデカいかって程度の。遠くからじゃ、穴か何かもわからないだろう。


    　闇やみと呼ぶしかないものがそこにある。夜の薄暗さとは質的に全然異なる何かだ。


    　何度か見たこともあるから、そう驚くこともない。淵堂はずっとこの闇を操る力で名声を博していた。何もなきゃ、今もその名声で飯を食ってるはずだった。


    　ただ、金を持ってる奴には虫みたいなのが這はい寄ってくる。淵堂は騙だまされて、大きな負債を抱かかえた。自分の家族のために淵堂はヤクザの抗争に手を貸し、借金の問題を解決する。ヤクザを文字通り消したのだ。


    　だが、こういうのはドミノ倒しだ。警察にはバレなかったが、後輩の滝たきヶが峰みねに漏もらしてしまったせいで、滝ヶ峰から追われる結果となる。淵えん堂どうがやったことは異能力者すべての価値を失墜させることだ、滝ヶ峰はそう考えた。滝ヶ峰は淵堂を殺すために俺を雇う。


    　ドミノ倒しはその時、将来に不安を抱かかえている（今はもっととんでもないサイズのを抱えているが）俺にまでやってきたってわけだ。それで俺が淵堂を殺して、警察に捕まればドミノはさらに続いたが、良くも悪くも俺で止まった。俺は淵堂を殺せなかった。


    　もちろん、和解がすんだから俺たちはここで顔を並べていられるのだが。淵堂もけじめをつけて郷里である松まつ本もとに退しりぞいた。人生とはよくできている。悪いことをすれば、何かしらのしっぺ返しが来る。結局、淵堂は人殺しのせいで、仕事を辞めた。何も残らなかった。借金も含めて、何一つ残らなかった。


    　けど、待てよ。それじゃ、『御おん大たい』の下っ端たちを殺した俺のところにもそのしっぺ返しが来てるってことかよ。


    　違う。あんなのはノーカウントだ。殺さなければ殺されていたんだから。どんな聖人だって生きるためには殺すしかなかった……。仮に因果応報だとか言われたって、それを受けるのは俺であるべきだ。俺が喪失感を抱いだくとしても、消える側がわは割りを食うだけになる。バランスがとれない。


    「考え事をしてる時じゃないわよ」


    　斎さい村むらに諭さとされた。


    　たしかにそうだった。いつのまにか、こぶし大ほどの大きさだった闇やみは小こ手で毬まりの身長ほどもある横長のものになっている。


    「入れっぱなしなら、もっと雑にやれるんだけどな。また取り出すとなると、気をつかうぜ。職人技ってやつだ。ほかに闇だなんてものを扱う職人はいねえけどよ」


    　そして、その闇が突然奥に広がる。小手毬に重なる。


    　小手毬の体が闇に包まれる──と認識した時には闇は縮んでこの世界から消えている。


    　それと、小手毬の体も消えている。


    「無事に成功したぜ」


    　淵堂が言うと、空気がわずかに弛し緩かんした。俺は何も言えずに、小手毬がいたはずの場所に目をやっていた。抗議の声も何もあげなかったのは、淵堂が何をしたかだいたいわかっていたからだ。


    「深しん界かいの中は時間経過って概念がない。だから、こっちの時間で三日経たとうが、三年経とうが、闇に入った瞬間からやっこさんは一秒も経たないってわけさ。冷凍保存と発想は同じだな」


    　淵堂がこちらを向く。サングラスの奥の目がかすかに笑っている気がした。


    「これで、制限時間に焦あせらなくてよくなったってわけか……」


    　二日後でも三日後でも一週間後でも、解決法が見つかれば小こ手で毬まりを助けられる。


    　恐怖がはっきりとやわらいだのを感じた。ふらふらと俺は小手毬がいたところの対面のソファに腰を降ろした。力が抜けた。


    　応急手当としては上出来だ。


    「ただし、俺が死んだら取り出し不可能だからな。あの子を守りたいんなら、俺を殺そうとするんじゃねえぞ」


    　冗談のつもりなんだろうけど、淵えん堂どう、そりゃ、笑えないぜ。


    「今のあんたを殺したって二億どころか、一円も入らねえだろ。むしろ、ヤクザに余計なことを言って、命を狙ねらう仇かたきを増やすなよ」


    「やっと、気の利きいたことを言えるようになったな」


    　滝たきヶが峰みねが先輩の淵堂に代わって言った。総元締めの女親分は涼しい顔をしている。これで葉巻でも吸ってれば、映画で女マフィアを演じるのがはまり役になるだろう。


    「車を飛ばせば来られるところに淵堂が住んでいたことに感謝するんだな」


    　本当に感謝してもらいたいのかは知らないが、滝ヶ峰のとっさの判断で助けてもらったのは間違いない。蛇じやの道は蛇へび。救急車を呼ぶよりはずっといい。


    「あんたにも、淵堂にも感謝するさ。それと斎さい村むらと燧のろしにも」


    　俺が助けられたのは、全員一度は戦った奴やつばかりだ。よく誰だれからも殺されずに縁だけつなげてこられたと思う。


    「あとはお前のほうでどうにかしろ。私は煌こう霊れいの専門家ではないから何もわからん」


    「じゅうぶんですよ。ここからは煌霊遣いで決着をつけます」


    　別に斎村のことを意識して言ったつもりではなかったが、斎村の顔は少し曇った。燧が主あるじが退ひくのに怯おびえるように、その斎村のスーツを引っ張った。


    「煌霊ならどうにかできるかもしれないけれど、小手毬って子はもう煌霊じゃないからね」


    　斎村の目は何もないソファのほうに注がれる。


    「ああ……。かといって人間かも怪しいけどな」


    　取り返しのつかないことをしたと、あらためて気づいた。過去に誰もやったことのない過ちで、俺たちは苦しんでいるんだ。


    「煌霊遣いとしての一般論だけど、煌霊っていうのはもともとヒューマニズムで生まれたものじゃないからね。ダメになったら次を探す、その程度の考えからはじまってるはずよ。あなたの煌霊が『誕生』したのだって、おおもとのところは違いはないわよね」


    　そりゃ、死にゆく運命の奴を再利用して、人殺しをさせる技術だからな。お里が知れるってもんだ。どんなに美び辞じ麗れい句くを並べたところで、普通の医療じゃ助からない少女の命を俺が買い取ったことに違いはない。


    　小手毬と仲良くなれたのは結果論だ。


    　おそらく人権団体から見たら、俺の行為自体が虐待のように許せないことだろうし、それに否いなと答えるつもりもない。


    　増水した川に呑のまれて、欄らん干かんも見えない橋の上を歩いてる気分だ。いや、まだ洪水の橋のほうがゴールが明白な分、マシだ。


    「難しいとこだよな。滝たきヶが峰みねが俺を呼んだことは正しかったと思うけどよ、これがお前にとって最善の結果になってるかはわからねえんだよな」


    　淵えん堂どうはタバコをポケットから取り出し、吸おうとしたところを滝ヶ峰ににらまれてポケットに戻した。


    「もしかすると、小こ手で毬まりって子が助かる方法自体がこの世に存在しないかもしれねえからよ。それだと、ほら……再出発どころじゃねえだろ……」


    　俺はゆっくりと唾つばを呑んだ。のどの奥だけが、ごく、と鈍く鳴った。


    「言いたいことはわかるよ。俺は気にしてないし、諦あきらめるつもりだってないから」


    　小手毬のことを一番わかってるのは俺だ。どれだけ熱狂的な小手毬のファンでも、それは認めるしかないだろう。


    　俺だけは小手毬を待ってなきゃいけないんだ。


    　自分の病気を治すために全力を尽くそうとするのは、当たり前のことだ。小手毬は俺の一部分だ。すべて元に戻さないといけない。


    「気にせずにいられるものでもないだろうから、せいぜい悩んでいろ。うじうじするのはお前の得意分野だ」


    「先輩、そういう時は悩むなって言うものですよ」


    「悩むなと言うのは無責任だろうし、悩むなと言ってもお前はどうせ悩むさ」


    「本当に俺のことをよくわかってるじゃないですか」


    　背負ってやるさ。これも俺の業ごうだ。四月なんだし、小手毬を取り戻すっていう新生活をスタートさせてやるさ。


    　その時、スマホがブブブッとポケットの中でふるえた。こんな時間に誰だれだと思ったら、親おや父じからの電話だ。


    　小手毬が倒れた時、親父にも電話をしていた。それの折り返しだろう。


    『おい、生きてるか？　研究所の残党にでも襲おそわれたか？』


    　電話がつながったんだから、普通は生きてるだろ。俺が電話をとった主ぬしかどうかはわからないけど。


    「その何十倍もよくないことが起きたんだ」


    　小手毬が闇やみの中に入ってる分、まだ俺はまともだった。誰かに話すたびに要約というのはうまくなってくる。それはいいんだが、だんだんと小手毬のことが過去の出来事の一つに矮わい小しよう化かされていきそうで怖こわくはあった。これは短く語って終わりにしていいものじゃない。


    『委い細さい承しよう知ち。ひとまず一刻を争うことじゃなくなっただけよかったな。じゃあ、九時』


    　続けて言葉が来たので、最初何のことかわからなかった。親子でも以心伝心できないものはできない。


    『朝の九時に渋しぶ谷やの駅前まで来い。会わせたい奴やつがいる』


    「会わせたいって誰だれにだよ」


    『会えばわかる。お前に何の益もない奴じゃないから安心しとけ。それまではしっかり寝ろ』


    　うさんくさい親おや父じだけど、危機的な状況にはこんな奴のほうが向いてるのかもな。まともな人間じゃ、話を聞いて頭を抱かかえることしかできないだろう。


    「わかった。九時に渋谷な」


    『ああ、それと淵えん堂どうさんに替わってくれ』


    　淵堂は電話をとると、「いえいえ」だとか「お互い様です」だとか必要最低限の言葉だけを言っていた。通話は三十秒ほどで止まった。ほぼ親父だけがしゃべっていたように感じた。


    「何度もありがとうと言われた。いい親父さんだな。人に感謝できる奴は出世するもんだ。個人事業主にはあんまり関係ないかもしれないけどな」


    　淵堂が笑顔で言うもんだから、俺は照れくさくなった。


    「俺からも礼を言います。小こ手で毬まりをありがとうございました」


    「助かったら菓子折りの一つでも持ってこい。俺は福岡の鶏けい卵らん素そう麺めんが好きなんだよ」


    　たしかに小手毬が無事に戻ってきたら、一緒にあいさつに行かないといけないな。鶏卵素麺でも揖い保ぼ乃の糸いとでもいくらでも持っていってやるよ。


    「お前の布団ふとんは用意してやる。疲れてるだろうから、ここで寝ていけ。渋谷なら八時まで寝ても間に合うだろう」


    　そう滝たきヶが峰みねに言われて、疲れが体にたまっているのをあらためて実感した。ちょっとでも寝て、また明日に備えないといけない。


    「まだ終わっちゃいないですもんね」


    「はじまって数時間だ」


    　まったくだ。


    　すでに敷かれていた高そうな布団に、俺は死んだように倒れこんだ。小手毬と違ってどれだけくたくたでも俺は目を覚ます。そんなことを考えているうちに夢に入っていた。


    　八はち王おう子じの部屋で小手毬としゃべっている夢だった。何をしゃべっているかはわからなかったけれど、きっと取るに足らないくだらないことなんだろうとは思った。


    　もう一度、小手毬とくだらないことをたくさん話したいよ。
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    　渋しぶ谷やの改札で落ち合おうと親おや父じから連絡が来たので、ぶらぶらと自じ由ゆうが丘おか駅まで歩いた。ちょうどラッシュ時間と重なっていたので、東とう横よこ線は腹が立つほどに混んでいた。押し合いへし合いで余計なことを考えずにすむという点ではラッシュも悪くない。渋谷に着いたら、ＪＲの改札前に移動する。


    　黄こう龍りゆうと蚕こ影かげ──親父とおふくろは遠目からでもよくわかる。これだけありとあらゆる人種が集まってくるこの街でも浮き上がって見えるというのはなかなかすごいことだ。武道家っぽい空気と女優っぽい空気。今、この周囲で誰だれよりもフィクションじみた二人。これが渋谷じゃなかったら、いよいよ目立って、あいつらは何者だろうとじろじろと視線を注がれるかもしれない。


    　だが、今回は二人だけじゃない。別の顔がいる。


    　どこにでもいる若手のサラリーマンといった男だ。ねずみ色のスーツを着ているというより、スーツに着られている。一瞬、旅行代理店か何かの担当者かと思った。


    　しかし、一歩そちらに近づくたびにデジャヴのようなものを感じはする。知っているという気持ちはだんだんと強くなっていく。そして、待ち合わせ場所にまで歩いて来た頃ころにやっと答えが出た。


    「霧きり雨さめさんですね。親父の元煌こう霊れいの」


    「そうです、新しん条じよう霧雨です。今は東京のほうで働いておりまして」

  


  [image: ]


  
    「髪、切りましたよね？」


    　昔の霧きり雨さめさんはすごい長髪というほどではなかったが、肩に軽くかかるぐらいまで伸ばしていた。といっても、親おや父じみたいにうさんくさい雰囲気はなくて、当時人気のあった俳優とどこかしら似ていて、清潔感もちゃんとあった。


    「会社員であの長さはまずいですからね」


    　異能力者業界で生きているせいか、珍しく、お堅い職業っぽい人と会ったなと思う。事務所の中にも普通の社員はいるけど、それでも一般の企業よりは服装もかなり自由だ。


    　霧雨さんは親父の元煌こう霊れい、といっても、俺にとっては「ふゆかわでんき」で働いていた人というイメージしかないが。近くから勤めに来ていて、俺が小学二年生の頃ころに引っ越していった──ことになっていた。


    　あとで、彼が煌霊だと聞いた時、俺はてっきり事故だか事件だかで死んだものだとばかり思っていた。言葉通り、引っ越してたのか。


    「霧雨はな、長い修行を経て、もう俺の煌霊として生きる必要もなくなった。だから、東京に出たんだよ」


    「ああ、東京でほかに煌霊遣いがいたんですね。親父よりまともな煌霊遣いならさすがにいそうだし」


    　衛星から電波を出すんじゃあるまいし、津つ山やまから東京の煌霊に毎日命を入れるだなんてことはできない。それができたら、もはや煌霊という概念が破は綻たんする。


    「まっ、そのあたりのことも含めて、おいおい話すさ」


    「そうねえ。できるだけゆったりしたお店に入りましょう」


    　おふくろはそう言ったものの、朝九時という微妙な時間に店を探したせいか、結局、最初に目についたハンバーガーのチェーン店ということになった。親父が「がやがやしてるぐらいのほうが話しやすいだろ」と言ったのが決め手だ。たしかにいいコーヒーでくつろぐようなことにはならないだろう。朝食もまだだったから、軽く食べることにする。


    「こういう店は津山でも渋谷でも同じなんだな」


    　感心したように親父が言った。


    「ありふれてないのは私たちだけねえ」


    　おふくろのその言葉を聞いて、俺は普通じゃないことを少しだけ呪のろった。


    　店内は本当にがやがやしている。窓近くの席で春らしい服の女子三人が何が楽しいのかやたらと笑い声をあげている。春に違う大学に分かれた友達同士らしい。イケメンという言葉がやたらと聞こえた。


    　小さなテーブルを二つドッキングした席。俺の右にはおふくろが、俺と向かい合う席には霧雨さんが座る。親父は自分の仕事は場のセッティングまでだというように、斜め向かいで少し間を空あけて座った。


    　そして、席についてものの一分で衝撃的な話が霧きり雨さめさんの口から出た。


    「僕は自分の体に命を入れる技術を生み出したんです」


    　おそらく、俺はバカみたいに口を開けていただろう。パラダイムシフトと言ってよかった。雪で真っ白になった景色を初めて見た赤道直下の人間でもこんなに驚きはしないだろう。


    「それは、こ、煌こう霊れいではなくなったというわけではないんですよね？」


    「はい。命を入れるという作業を省略すれば止まってしまいますからね。だから、人間になったのとは違うんです。近くに煌霊遣いもいませんし、命の入れ忘れ一度で大ピンチになりますが、幸い、今まで無事にやってますよ」


    　態度も雰囲気も霧雨さんはごく普通の人間のそれだった。ここまで一般人然としている男も今時、珍しいんじゃないか。見た目だけなら、後ろで髪を縛っている親おや父じのほうがよほど特殊だ。


    「霧雨が東京に出てこられた理由もわかっただろ。完全な自家発電だ。もっとも修行中に何度か死にかけてたがな」


    「ああ、断食を長くやりましたからね」


    「なんか、宗教の修行みたいですね」


    　俺は煌霊遣いになる時も、小こ手で毬まりに修行を課す時もそういうことはしていない。もちろん、修練は十じゆう人にん十と色いろなのでおかしいことではないが。


    「代謝の感覚を肌で感じたかったんですよ。あとは丹たん田でんのことを中心に、道教と古武術の本を読みあさりました。もとが人間なんだから、命を入れることだってできるだろうってね」


    「ところで、どうして自立しようと思ったんです？」


    　ちょっと踏みこみすぎただろうかと言ってから俺は後悔した。


    「単純に煌霊としての仕事が減っていたからですよ」


    　あっけらかんとした答えが来て、ほっとしたような、力が抜けたような気がした。どっちかというと、経済的な理由かよ。親父との仲なか違たがいの話とかにならなくてよかった。


    「そうだ、そうだ。『ふゆかわでんき』も何年やってけるかもわからないからな」


    「親父、廃業はいいけど、借金だけは作るなよ……」


    「はっはっは。いざとなったら、霧雨から借りるわ」


    　おふくろ、あとで親父を殴なぐっておいてくれ。本当に不ふ肖しようの親父だ……。


    　霧雨さんはとくに何を隠そうともしなかった。


    　久しぶりにあった親しん戚せき、ずっとそんな態度で振る舞っていた。もともと面識があったからか、俺も彼を身内の中に組みこもうとしていた。


    　だけど、昨日の今日で、偶然、霧雨さんと出会う場が設けられたなんてことはありえない。


    　親父とおふくろは霧雨さんの東京での話ばかりを聞き出そうとする。俺に話題が向くことはない。そして、三十分近く経たったところで──


    「あの、霧きり雨さめさん、いいですか」


    　俺のほうから切り出すことになった。


    「はい、何でしょうか、坊ちゃん」


    　そんなふうに呼ばれてただろうかと、小学校低学年の頃ころを思い出そうとしたが、何も出てきてはくれなかった。自分と大差ないか、若いぐらいに見える奴やつから坊ちゃんと言われるのは、なかなか奇妙な経験だ。


    「どこまで事情をご存じかわからないですが、昨日、俺の煌こう霊れいが──」


    　あとはこれまでと同じだ。やっぱり、しゃべるたびにうまくなる。あんな動的で悲劇的な一日ですら、特別な事件という扱いでパック詰めされてしまう。もしかすると、つらいことというのはあまり語ってはいけないのかもしれない。言葉にすると、それは世界中に転がっている嫌いやな話の一つになる。


    　それでも俺はこれまでで一番必死だったと思う。


    　自活している煌霊だなんてものが目の前にいるのだ。


    　この人ならどうにかできるかもしれない。少なくとも、何かヒントぐらいなら手に入れることができるんじゃないか？　いや、持って帰らないといけない。親おや父じとおふくろが彼を呼んだのはそれが理由なのだから。


    　こんなことなら、小こ手で毬まりをどうやったら人間にできるか、もっと早くに相談していればよかった。話しながらそんなことが頭をよぎった。ありえなかったことだ。それに、霧雨さんは煌霊なのだ。小手毬の望みは煌霊ではなくなることだった……はずだ。


    　霧雨さんは今日出会った印象そのままに、真しん摯しに言葉を聞いてくれる。俺の目から自分の目をそらすことは一度もなかったかもしれない。俺は次第に、弁護士事務所にでも来て助けを訴えているような気がしてきた。


    「お願いします！　どうかあいつを、小手毬を、助けてやってください！」


    　霧雨さんとの視線のやりとりは、俺がテーブルの上で頭を下げたところで終わった。


    　手が自分の飲んでいたコーラを倒して、中身がこぼれた。右手のあたりが濡ぬれる。それでも頭を下げ続けた。この程度の不快な現象なら何百回起こったっていい。


    「俺なら何でもやりますから！　あいつは、本当に何も悪くないんです！　俺のためを思って行動しようとして、俺に許可も求めて……正当な手順を踏んだだけなんです。あいつが苦しまないといけない理由なんてどこにもないんです！」


    　俺の言葉が店内の空気を変えている。


    　数人がいったい何事かと俺のほうを見る。なんだなんだ、借金の取り立てか？　慰謝料の交渉か？　新興宗教ではないみたいだよな。そんな気持ちが手に取るようにわかる。まるで精神感応の異能力を得たみたいだ。


    　昨日、いきなり笑い出してしまった時と感覚が少し似ているかもしれない。まともな人間を守っている皮がはがれている。


    　絶望の淵ふちに立っている俺は、人間の淵にも立っているのだ。だから、普通の側がわにいる連中のことが客観的に見えてしまう。まるで、周りの連中が漫画のページに印刷されていて、自分はそれを読む読者だというように。


    　だからと言って、俺がしないといけないことには何の変わりもない。


    「どうか、どうか……」


    　頭を上げた。霧きり雨さめさんはずっと俺のことを見ていた。


    　その目は真しん摯しなままのもので、俺は少しばかり、がっかりした。最高なのは、笑いながら、それなら簡単に治せますよと言ってくれることだったのだが。


    「ひとまず、コーラを拭ふきましょうか」


    　霧雨さんが紙ナプキンを取ってテーブルのコーラに浸ひたした。白い紙が薄い黒に変わっていく。それから──


    「状況はわかりました」とやさしげな声で言った。


    　ダメだ、これは同情している顔だ。救われない者を見る顔だ。やめろ、もっと安心させてくれ。大丈夫だって思わせてくれ。


    　いや、霧雨さんが真ま面じ目めなだけかもしれない。


    　希望を捨てるな。小こ手で毬まりのために、俺は諦あきらめちゃいけないんだ。信じろ。信じぬけ。


    「霧雨さんの力で……小手毬を……」


    　まだ俺の手の中には小手毬の感触が残っている。あいつが元気だった時も、動かなくなったあとも、俺は何度も何度も小手毬に触れてきた。


    　この感触が消えてしまわぬうちにあいつを取り戻したい。


    　小手毬のいない人生などというものを、一年も二年も生きていくのはあまりにつらかったし、そんなものを乗り越えられる自分が想像できるわけもなかった。


    　霧雨さんは口の中で、言葉をゆっくりと温めているように見えた。それはどことなく俺が傷つく度合いが小さいタイミングを探しているような感じさえした。


    「残念ですが──」


    　歯を食いしばって、くちびるを引き結んだ。言葉に耐えろ、耐えろ。


    「──僕の力は煌こう霊れいが煌霊遣いの力を得ているという意味のものでしかありません。煌霊としての体が変質してしまったのであれば、どうすることもできないでしょう。ほかの煌霊遣いの方が命を入れられないのに僕だけが成功するということはないです」


    　言葉にされてしまうと、可能性などわずかばかりもないことがすぐにわかる。小手毬は煌霊ですらない唯一無二の存在になってしまった。


    　俺がそうしてしまった。


    　おふくろの「朱雀すざくちゃん……」という声が横から入った。親おや父じは親父できまり悪そうに代案をどうにか考え出そうと、天井に目をやっている。渋谷は地理的に鉢はちの底のような土地だ。こんな低くごみごみしたところでは、天啓だって授かれそうにない。


    　ダメでもともとの希望にすがろうとしたけれど、それはするりと抜け落ちたわけだ。


    「なんとなく、わかってはいました……。ありがとうございました」


    　そんなラッキーは人生には内蔵されてないんだ。そういうものだ。


    「ですが、僕からも小こ手で毬まりさんを治す可能性を提示することぐらいはできます」


    　はっとして、顔を上げた。


    　単なる可能性だけでもいい。ほしい。


    「それは、無茶苦茶な奇跡を起こせる者と接触することです。神に近い力を持つ者と言ってもいいかもしれない」


    　なんだ、つまりは神頼みか。そうやって脱力しきる前に追加の言葉が来た。


    「ですが、神とは違って、そんな超越者のような存在が実際にいることを僕も坊ちゃんも知っているはずです」


    「誰だれです？　そんな奴やつはちょっと想像がつかない……」


    　業界に命を操る異能力者なんていたか？　いくらなんでも力が破格すぎる。


    「皆さんで『御おん大たい』を壊滅させたという話は聞いています。トップの大おお曽ぞ根ねオゾンまで倒したとか」


    「ええ。といっても、俺たちで倒したのは幹部のあたりまでで、大曽根に関しては『天てん上じよう』の異能力者がやっただけです」


    　大曽根の住むというタワーマンションの部屋に入った時には、あいつはぶっ倒れていたのだ。そこにいたのは『天上』を名のる小さなウサギ一匹。ウサギは『天上』の異能力者本人ではなくてその使い魔か何かだろうが、『御大』が壊滅したのは事実だ。


    「ほら、今の話の中で単語が出てきましたよ」


    「えっ……？　あっ……。あっ、ああっ！」


    『天上』だ。


    　表側の異能力者の裏側にいた、闇やみの組織である『御大』。それに対して、違う次元から表側も『御大』も見下ろしていたのが『天上』だ。


    　文字通り、浮き世離れしていて、俺たちの世界にはほとんど干渉しない、神のような存在。詳しいことは本当にわからない。地球上のあらゆるところに足を延ばしたって、そいつらに近づくことはできない。


    　だが、それがおとぎ話の中のお菓子の家とは違うことを、少なくとも俺と滝たきヶが峰みねは知っている。『天上』と遭遇したことがあるのだ。それがかわいらしいウサギの姿だろうと、あれはたしかに普通の異能力者とは何かが違っていた。


    「あの人たちなら──人と言っていいかもわからないですが、どうにかすることもできるかもしれない。いえ、これに関しては断言できますが、特定の人間の時間を巻き戻せる異能力者は『天てん上じよう』の中にいるんです」


    　霧きり雨さめさんの語気はだんだんと荒く、強くなっていった。


    　それは俺を奮ふるい立たせるためのものか、それとも気分を盛り上げないとそんなことを口にできないからなのか。


    「なんで、そんなに『天上』のことを知ってるんですか……？」


    　聞かないわけにもいかなかったが、なんとなく霧雨さんがそれを聞いてほしくはないだろうということはわかっていた。これをなかなか言い出さなかったのも、そのせいだろう。


    「『天上』の一部と接触したことがあるから、それだけです」


    　霧雨さんは俺だけでなく、親二人にも目をやった。タネも仕掛けもないことの確認をしてもらっているマジシャンのように。


    　世の中には、本当にすごい奴やつがうじゃうじゃいるんだな。


    「霧雨、そこまでとんでもねえネタを持ってるとは俺も思ってなかったぜ」


    　親おや父じはジュースをどんとトレーに置いて言った。ストローの上部は何度も噛かんだせいか、へこんでいる。


    「接触と言っても、僕の側がわに会いたいなどという夢も目的もありませんでしたよ。僕は小売店の本社勤務という、十じつ把ぱひとからげのサラリーマンです。世界を平和にする意志も征服する気もない。僕はとことん平凡な暮らしがしたかったんです。戦闘に明け暮れると、いろんなことを背負わないといけないですからね。何時間残業があろうと、命の取り合いよりはマシですよ。退屈は恐怖よりはよいものです」


    　自じ嘲ちよう気味に霧雨さんは笑みを浮かべた。あまりにそれが自然なものに見え、たしかにサラリーマンらしい所作だと思った。


    「もう、煌こう霊れいが活躍できる仕事だって少ないご時世だったしな。俺もずっと霧雨とともに生きていくのも大変だったし、潮時だったんだ。煌霊が自分で自分に命を入れる方法を勉強したいって言うから、できる範囲で協力した」


    　親父が補足を加えた。


    　当時の二人にとってみれば、ウィンウィンの関係だったのだろう。影えい殺さつ師しだなんて時代遅れの仕事を親父は廃業して「まちのでんきやさん」一本に絞ったわけだ。


    「僕は東京こちらで異能力者として振る舞ったことはほぼありません。戸籍は煌霊時代から『新しん条じよう霧雨という人間のもの』を持っていましたから、人間の生活を送るのに不都合はありませんでした。そこにいきなり彼らが──『天上』がやってきたんです。星に願ったわけでもないのに、いきなりですよ」


    　いつのまにやら、彼の言葉数が増えている。表情にまでは出ていないが、気がたかぶっているのだろうか。


    　こちらが霧きり雨さめという存在の本性ということはすぐに知れたが、だからといって何があるわけでもない。彼はあまりにスーツが似合いすぎていて、表の異能力者とも裏の異能力者とも違うということをはっきり示していた。


    「自分が偉いとは思っていませんが、特殊である自覚はありますので。自立した煌こう霊れいというのは把握している限り、僕だけですからね。『天てん上じよう』の方たちは前例のない人間以外を調査しようとしたんでしょうね。調査というほどの気持ちはなくて、たんなる興味本位だったのかもしれませんが」


    　人間以外──というところを口にした時、彼が寂しげに見えたのは、俺の勝手な思いこみだろうか。


    　少なくとも霧雨という人物も小こ手で毬まり同様に、似た例もなく、この世にいるわけだ。違いは小手毬のほうは孤独を認識することもできないありさまだということ。


    「それで、その『天上』の居場所というのはわか──」


    　俺の言葉が終わる前に、霧雨さんは首を小さく横に振った。その前に彼の目で、否定されると判断はできた。


    「『天上』の明確な意図がわからないように詳しいプロフィールもわからない。それは僕も冬ふゆ川かわ家の皆さんも同じです。いくつか、まともな異能力者を超えた力を見せてくれましたが、その中に、殺した虫を殺す前の時間に巻き戻して生き返らせる人もいました。あとは二言三言しゃべって、それで終わりですよ」


    「その時間を戻して見せたっていう『天上』……に対する手がかりはありますか？」


    「あれば話しています。奇妙なことに見た目すら思い出せないんですよ。それもあの人たちの力なんでしょう」


    　それが結論だ。


    　霧雨さんは最大限に善人として振る舞ってくれた。


    　彼の言葉の意味はこうだ。


    『小手毬が助かる見込みはほとんどない。けれど、どうか希望を失わずに生きてくれ』


    　ほかにどうとも言えない。


    　二十年近く会っていなかった人間と再会して、お前の家族（この言葉が適当でないことはわかるが、ほかに言葉が出てこない。友人、仲間、恋人、どれもしっくりとはこない）のことは諦あきらめろと断言することなんて不可能だ。


    　霧雨さんは仕事があるといって、そこで抜けることになった。最後に俺は彼と名刺を交換した。有名なコンビニの名前がすぐに思い当たるような会社名だった。完全にこの人は普通の社会の構成員であって、異能力だなんてわけのわからない世界から抜け出たのだと思った。


    「坊ちゃん──と呼ぶ年ではないですね、朱雀すざくさんもこちらのほうにお住まいなんですよね？　僕は小こ石いし川かわのあたりに住んでいるので、またお会いしましょう」


    「いいですけど、俺の業界のことなんて、霧きり雨さめさんは興味ないんじゃないです？」


    「僕は冬ふゆ川かわ家の皆さんが嫌いだから、こちらに出てきたんじゃないですから。世話焼きの叔父さんとでも思ってもらえれば光栄です」


    　不幸が起きて親類が集まるだなんて、考えてみれば世の中のどこにでも転がっている出来事だった。


    　三人になると、親おや父じが霧雨さんのいた俺の正面に席を移した。


    「お前も煌こう霊れいのことで特例にぶち当たったな。そんなとこまで俺に似なくていいんだよ」


    「俺が悪いんだ。悪魔の誘いに乗った。小こ手で毬まりが人間になるだなんて信じちゃダメだった」


    　おふくろが俺の背中をさすってくる。恥ずかしいが払うことはしなかった。誰だれかに触れていれば、ちょっとは気が休まった。


    「お前はこれからどうする？」


    「親父の言葉の意味がわからない」


    　何も親父は言葉を返さなかった。その代わりにおふくろが横から俺の耳に囁ささやくように、「つらかったら、いつでも津つ山やまに戻ってきていいのよ」と言った。


    「ありがとう。その時はまた連絡するよ」


    　戻れるわけがないんだよ。


    　津山に逼ひつ塞そくして、小手毬を助ける方法が生まれるわけでもない。俺はこの事件の加害者みたいなものだ。慰なぐさめてもらったってしょうがない。


    　それに、生きていくためには働かないとダメだ。津山に異能力者の仕事なんてない。


    「親父たちは今日、津山に帰るのか？」


    「白びやつ虎こと合流してからな。事件が無事に解決してれば、数日、東京観光でもさせとこうかと思ったけど、そんな気にもなれねえだろ。もうすぐ来る」


    「あいつにも話したのか？」


    「こういうことは黙ってちゃダメなんだよ。家族のピンチなんだぞ」


    　家族か。俺にも小手毬にも家族はいたんだな。八はち王おう子じに長く住んでたせいで、二人ぼっちだと勘違いしてたよ。


    　時刻は十時頃ごろ。親父たちと別れたら、新宿の事務所にそのまま出ようか。滝たきヶが峰みねが手配しているかもしれないが、俺の口から小手毬が動けなくなったことは正式に伝えないといけない。どちらにしろ俺が黙っていていいことじゃない。


    　そう時間を置かないうちに白虎が舞まい花かに連れられてやってきた。もう、その場に来た時から涙目だった。


    「お姉ちゃんが事故で動けないって……ほ、本当……？」


    「必ず、元気にさせるから待ってろ」


    　待ってろ、という言葉を言うのが気味悪かった。


    　俺は本当に待たせることができるだろうか。


    　待たせていいんだろうか。


    　無責任な言葉じゃないだろうか。


    　おふくろにしてもらったように、俺は泣いている白びやつ虎こを抱いて背中を撫なでた。言葉を使うと、誰だれしもが悪人になってしまいそうで、できる限りしゃべりたくなかった。


    　おふくろが舞まい花かにお礼を言っているのが耳に聞こえたが、俺はしばらく白虎のほうに専念していた。煌こう霊れい遣いが煌霊のことで悩むのは自分のツケを払うようなものだが、白虎が悲哀を感じるのはとばっちりなのだ。


    「ねえ、お姉ちゃん、少しはしゃべれたりするの……？」


    「それも今はできない」


    「ひどいよ、お姉ちゃん、何も悪いことしてないのに……。もっと悪い人がたくさんいるんだから、そんな人から苦しめばいいんだよ……」


    　白虎の発想は身勝手だが、たしかに悪人一人生いけ贄にえにして、小こ手で毬まりが助かるなら、俺は絶対にそうするだろうと思った。一人を殺すことになっても、やむをえなかったと一生言い続けることができるはずだ。


    　もし、俺が極悪人ではないとすれば、それは極悪人になるかもしれない機会というものがあまりなかっただけのことなのだ。人を殺して二億を手に入れる機会が十回もあれば、俺はどこかでそれを実行していたのかもしれない。


    　ようやく白虎が落ち着いてきたから、体を離した。舞花は悲しみというよりは、厳しい顔で俺の目を見ていた。叱しかられているような気がしたが、そういう表情で舞花なりにこの悲劇に耐えているのだと思った。


    「朱雀すざく、一緒に事務所に行きましょう」


    　おそらく、俺一人だと何をしでかすかわからないと思われてるんだろう。だいたい、正解だ。


    「わかった。白虎のお守り、ありがとう」


    　そのフロア全体を喪もの空気に染めた俺たちは、ゆっくりと店を出た。


    　渋しぶ谷や駅で新宿に行く俺と舞花、品川に行く冬ふゆ川かわ家の三人は別のホームに向かう。津つ山やまは遠いけれど行けない距離じゃない。でも、やっぱり別れの寂しさは距離に比例するもので、俺はコンコースで三人が見えなくなるまで見送った。


    「まだ、ホームで会えますわよ」


    　舞花の言うとおりだなと思ってホームに出ると、ちょうど品川方面の電車が来て、もうみんなを見つけることはできなかった。


    「さよなら」


    　俺は去っていく山やま手のて線の電車に小さく手を振った。


    「よく頑張りましたわ」


    　横に並んだ舞まい花かが言った。


    「別に頑張りたくなんてなかったさ」


    　本当なら小こ手で毬まりと一緒にだらだらと過ごしていたかった。


    「あとな、頑張るのはこれからだ。これからが戦いなんだよ」


    　小手毬が戻るまでの長い、途方もなく長い戦いだ。


    　どうか、うまく事が運びますように。
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    ２話　諦あきらめないことの定義

    


    　ホームで一部始終を舞まい花かに話した。舞花のところには親おや父じからも電話がいっていたみたいだから、まだ舞花は冷静だった。


    「あいつは死ぬことはないから」


    　電車に乗ったところで舞花に言った。電車は混んでいたから、二人で吊つり革かわに並んだ。ドアのあたりから「あれ、徒あだ花ばな舞花じゃない？」「隣は小こ手で毬まりちゃんの相方の人？」といった声が飛んだが、楽しく手を振れる気分でもなかったので知らないふりをした。


    「ええ、淵えん堂どうさんが力を貸してくださったんですわね。よかったですわ」


    　山やま手のて線の中を空調とは別の風がざわざわと吹いて、中なか吊づり広告をひるがえした。舞花の表情は思い詰めてまではいないが、心のほうは決して穏やかじゃないようだ。


    　どうして悲しみはつながっていってしまうのだろう。俺の悲しみが舞花の心に毒のようにまわっている。


    「あまり心配してくれなくていい。粛しゆく々しゆくとやる。悲しんで何かいいほうに動くなんてことはないってわかってるからさ」


    「ですわね。朱雀すざくはこれまでも苦難を乗り越えてきましたわ。ただ……」


    　一度、舞花は口ごもった。舞花の顔にはあまり目を向けなかった。列車遅延情報の音楽が舞花の声とかぶさった。ドア上部の液晶の画面は、京けい浜ひん東とう北ほく線が蒲かま田たのあたりで人身事故を起こしたことを報じている。


    「今回のはこれまでのようなものではありませんでしょうから……」


    　なんともないだなんて言うと、かえって舞花に心配をかけると思ったから、


    「つらかったら、相談する。多分、俺のことだから、一人だけじゃ、どっかで抱かかえきれなくなるだろうしな。そん時はよろしくな」


    　前向きとも後ろ向きとも言えない言葉で答えた。


    「困ったら、寄りかかってください」


    　舞花はいつもどおりやさしい。


    　もっと軽い内容なら気楽に寄りかかれるんだけどな。


    　事務所に着くと、すぐにお偉いさんが何人も出てきた。ああ、やっぱり滝たきヶが峰みねがすべて手配してくれたのだろう。舞花と別れて、別室に移る。


    　俺が話すより先に、煌こう霊れいとしての機能不全で意識が戻らないこと、すぐに死と決まったわけではなく回復の可能性があること等々──をお偉いさんが知っていることがわかった。俺はそれを追認するだけでよかった。滝ヶ峰にあとで礼を言っておこう。


    　今の俺はどんな態度をとっても絶対に責められないだろう。まるで、祟たたり神にでもなったみたいだ。


    　誰だれもが切羽詰まったといった顔をしている。動的な困惑とでも言うべきものにみんな支配されている。俺だけがもっと深く、深く、流れもないところに沈んでいた。


    　話はいつのまにか小こ手で毬まりの仕事のキャンセルの件に移っていた。


    　突発的な事情だから、俺も小手毬も何の責任も負わないということをお偉いさんはやたらと話した。そんな事務的な話は本気でどうでもよかったが、この人たちもそれをしないわけにはいかないんだろう。


    　小手毬の仕事は多岐にわたっている。


    　小手毬は数えきれないほどの人間と関わっている。


    　そんなことにあらためて気づかされた。


    　小手毬は俺のものだが、小手毬を応援している奴やつは全世界にいるわけだ。


    「記者会見は、どうするかね？」


    　お偉いさんの一人がそうっと、そうっと悪いテストの点を親に打ち明けるみたいに言った。みんなが気をつかいすぎているのがわかって、かえって鬱うつ陶とうしいぐらいだった。


    「あれですよね、フラッシュをたくさん浴びて、『今のお気持ちはどうですか？』とか聞かれるやつですよね？」


    「そうだ。正直極めてつらいものになると思うから、君が参加することまでは強制しない。ただ、事務所として記者会見は開かせてもらう。所属している大事なアイドルがこんなことになって、黙っていていいことではないし、ファンの皆さんへの報告義務もある」


    　その人は異能力者ではなく、アイドルと確かにそう言った。


    　上の人間にとったら、異能力者とアイドルという言葉の違いなどないに等しいのだ。ようはテレビに出て、ファンに応こたえる仕事ってことだ。きっと、異能力者でないことにコンプレックスを感じたこともないのだろう。


    「いえ、出ます」


    　ほとんど、とっさに俺は言った。


    　小手毬はもっとつらいのに、俺がこの程度のつらさで逃げるのは許されない。あと、何の因果関係もないはずなのだが、俺がつらい目に遭えば遭うだけ小手毬が戻ってこられる率が高くなる気がした。


    「俺自体はこれからも働くわけですし、そしたらどうせ報道陣は俺に話を聞きに来るでしょう？　そこで根掘り葉掘りやられるぐらいなら自分からざっと話します。報告義務ってことなら、俺にもあるはずですから」


    　そのほうが小手毬のことを話す回数が減る。


    「わかった。それで時間なんだが、早くて今日の夜か──」


    「早いほうがいいです」


    　そうして、いったん俺は解放された。


    　微妙に時間を持て余したので、事務所自社ビル内にある食堂の隅にぽつんと座っていた。


    　昼時と重なっていたから、だんだんと食堂も混んできた。複数人で入ってきた奴やつらはたいてい楽しげに話している。今はそんな声がひどく耳障りだった。


    　ひとまず、斎さい村むらにバジルのことがわかったら教えてくれとメールを送った。仮にバジルを見つけたとして、あいつに頭を下げるだなんて、地獄の中でも相当ひどく底のほうだと思うが、背に腹は替えられない。


    「あれ、先輩、どうしたんですかっ？」


    　やけに快活な声に顔を上げると、みぞれが立っていた。いかにも大学から直接来ましたという、おしゃれ用にはちょっと大きめのカバンを提げていた。


    　見た目は普通の大学生でも、やっぱり輝き方が違うと思った。アイドルという言葉が使われるはずだ。今のみぞれは、いや、ずっとみぞれはアイドルとして生きてきた。


    　きっと、小こ手で毬まりもこんなふうに光を帯びて、活躍していたんだ。俺はあまりに近くにいたせいで見えなかったけれど。


    「なんだか、先輩、元気ないですよ。顔も青白いし。二日酔いですか？　また小手毬ちゃんにがみがみ言われますよ」


    　小手毬のことを言おうか、迷った。


    　迷っているということは、言いたくないということだ。ここで悲しみを連鎖させるのはつらい。昼からのみぞれの仕事にも絶対に悪い影響が出るだろう。


    「別に俺の心配なんてしなくていいから、自分の単位の心配でもしてろ」


    「大丈夫ですよ。みぞれ、すごく効率よく単位も取得する予定ですから。そして、夏休みはしっかりエンジョイするんです！　スケジュールの都合がついたら、沖縄行きましょうね！　真夏の海をみぞれの【空間凍結アイス・エイジ】で凍らせちゃいます！」


    「沖縄か。それは難しいかもな。あと、海を凍らせるなよ」


    「あ～、もしかして小手毬ちゃんと二人で旅行ですか～？　もう、そんなに仲がいいなら夫婦になっちゃえばいいのに！」


    　まさに小手毬もそんなことを考えてあの時、迷ってしまったんだろうな。


    「みぞれ、悪いけど、頭に響くんだ。今は一人にしてくれ」


    「はいはい！　大人なみぞれは人の気づかいもできますからね！」


    　記者会見、もっと早くにはじめられたらよかったんだけどな。おかげで、ウソはついてないけど、みぞれに不実なことをする羽目になっちまった。


    　それに、何もしないで待っている時間はつらい。仕事がない時に痛いほど経験したけど、ちっとも慣れちゃくれない。


    　小手毬みたいな話し相手もいないから、余計につらい。


    



    　記者会見がはじまる前にテレビでは「小こ手で毬まりさん、意識不明」の臨時ニュースが流れたらしい。おそらく、今いま頃ごろ、ツイッターなんかは荒れに荒れているだろう。小手毬の名前がツイートランキングに入って、いろんな人間が回復をお祈りしますと書くのだろう。


    　開場前に使用する部屋を見た。事務所の中で一番広い部屋だ。立ち見を入れれば、四十人は入れるだろう。密集隊形をとるパイプ椅い子すたちと、前には横長の記者会見席。


    　自分がこんなところに座らされる日が来るとは考えてもいなかった。本当にすべてが夢じゃないのかと疑いそうになる。もっとこぢんまりとしたところでやるのも珍しくないのだが、今回はそれなりに人が集まりそうだから、この規模でやるらしい。部屋の広さは小手毬のこれまでの頑張りを示していた。


    　会見場に入る前、やけにスマホのバイブがふるえた。臨時ニュースのせいだろう。


    　確認はしたくなかったが、斎さい村むらからのメールが来ているかもしれない。あいつの名前はない。チェックしている間にも、着信が来る。仔こ犬いぬ丸まるだ。出るのが億おつ劫くうだから放っておいた。会見で話すからそれを聞いていてくれ。この調子だと控えの部屋に置いておくほうがいいな。


    　自販機で買ってきた缶コーヒーを飲んだ。とびきり苦いやつだ。しかめっ面に慣れておきたかった。これから一週間は俺は笑うことがないまま生きていくだろうから。一週間後なら笑っていられるかというと、その自信もないけれど。


    　苦いから三分の一も飲めなかった。


    　時間になった。呼ばれて、お偉いさんと一緒に会見場に出る。座った席には、読み上げる内容を書いた紙が載っている。こういうのって、カンペ見て言ったら怒られるんじゃないのか。ああ、それは謝罪会見の類たぐいか。


    　座った直後から、フラッシュが無数に続く。


    　何台ものカメラが俺に向けられる。


    　これほどまでに多くの人間に注目されたことなんてあっただろうか。ＫＣナイト・チヤンピオンシツプ優勝の時以上だ。俺は世間的には「最強の異能力者」より「小手毬の相方みたいなもの」だったわけだ。


    　もし、笑顔の奴やつがいたら一生覚えておいてやると席を見たが、思った以上に誰だれもが同情した顔だった。


    　お前、愛されてたんだな。


    「小手毬は、昨夜十一時頃、突然、血を吐いて倒れました。すぐに意識を失い、現在も回復しておりません。煌こう霊れいという特殊な立場のため、似たケースも報告されておらず、いつ意識が戻るかも不明な状況です。あいつは煌霊であって、一般の人間とは異なりますので、すぐに死ぬということはありません。ただ、残念ながら、真まことに残念ながら、いつ頃仕事に復帰することができるか、確言することはできません。身勝手とは思いますが、あいつが息を吹き返すように少しばかりでも祈っていただけたら、煌霊遣いとしてこんなにうれしいことはありません。実のところ、私自身も気が動転しておりまして、とても会見に出られるような状態ではございませんでした」


    　話す内容は簡単に紙に書いているのに、言葉が頭から立ち消えた。出てくるのを待った。動作の遅いパソコンみたいだ。今の俺はまごうかたなきポンコツだ。


    「それでも、私と小こ手で毬まりのために尽くしてくださった仲間の異能力者の方、事務所の方のおかげでこうして報告するぐらいのことはできるようになりました。本当にありがとうございます。これまでも何度かお伝えすることもございましたが、煌こう霊れいというのは歴史的には、社会で日の目を見てはいけない暗殺者まがいの後ろ暗い存在でありました。それが皆さんの温かいご声援を受けて、こんなにも活躍することができるようになったのは、煌霊遣いの長い歴史を振り返っても間違いなく小手毬が初めてのこと…………でっ……です……」


    　鼻声になって、ちょっと間を置こうとした。


    　それが余計だった。おかげで、かえってこみあげてくるものがあって、さらにしゃべりづらくなる。


    　当たり前だ。


    　十代なかばで出会って十年以上ずっと一緒だったんだ。そんなあいつがいなくなったんだ。どんな冷血動物でも平気な顔なんてできるものか。


    「あいつは見た目以上に古風な性格で、自分がうれしいなどということはほとんど口に出すようなことはありませんでしたが、内心ではきっと満足していたのだと信じております。あいつは私が人並みの成功をするまで、長らく耐えてくれました。不ふ甲が斐いない私にも愛想を尽かさずについてきてくれました。ですので、私が二年でも三年でも十年でもあいつを待つのはいわば義務のようなものです。いくらでも待ってやろうと思います。それで必ずあいつを、小手毬という異能力者をあらためて皆さんの前にご紹介したいと思います。これまで幾度となく苦しい戦いを、リングの上以外でも続けてまいりました。またあいつとともに新しい敵と戦うことになったのだな、とそんな気持ちでおります。一度はチャンピオンになったわけですし、自分たちにふさわし……いのかな、と……」


    　涙で声が詰まった。


    「あっ、すみません、すみませ……」


    　こんなに長い言葉を口に出せば誰だれだって泣けてくる。葬式の喪主あいさつみたいなものだ。やめろ、縁起でもない。喪じゃないぞ。再生のための戦いがこれからはじまるんだ。


    「おそらく、あいつ自身がこういう形で仕事ができなくなって一番悔くいているかと思います。あと、仕事をする皆様にご迷惑をおかけしてしまったことにも申し訳なく感じているはずです。早く復帰させて、あいつの口から謝らせてやりたいです」


    　そこから先はほかの関係者が話していたがあまり覚えていない。


    　俺が本当に苦しんでいるので、俺宛あての質問はやめてあげてくれと言われたのだけ覚えている。俺はふらつきながら控え室に戻った。


    　そこに斎さい村むらと燧のろしがいた。


    　お前ら、ここの事務所の所属じゃないだろ。白はく龍りゆうプロダクションじゃなくてブレイクスルーの異能力者だろ。


    「あなたは世界一有名な影えい殺さつ師しになったわね」


    「おかげで俺に暗殺を依頼する奴やつは永久にいなくなった。罪を重ねずにすんで、万々歳だ」


    「角つの筈はずバジルの件だけど、結論からいくと、あいつの所在は不明。昨夜、研究所を破壊した時点で、事実上の制裁は終わったとみなして放免したのがまずかったわね」


    「ごめんなさい」


    　わざわざ燧が頭を下げてそう言った。燧の単独行動であるのが、その所作からわかった。


    「謝ることじゃないだろ。あれは警察も通してない私的制裁だ。事務所に地ち下か牢ろう作って監禁するわけにもいかないし、放っておくよりなかった」


    　だいたい、あいつを公おおやけに処分しようとすれば、俺たちのことも明るみに出かねない。落としどころとしてはあれでよかった。問題は一つだけ。結果として、バジルの居場所が杳ようとして知れないということだけだ。


    「ちなみに研究所のほうはどうなってる？」


    「完全に壊滅したとみなしていいわ。もともと、角筈バジルのワンマン運営だから。トップがいなくなって、ナンバー２ツーの菊きく坂さかミライもどこかに逃走。それ以下で影響力を持ってる奴はいないうえに大半が悪夢を目のあたりにして足を洗うはず。残党を捕まえるだけなら容易だけど、そんなのの科学知識じゃ水酸化ナトリウム一つ作れるかどうか怪しいわ」


    　まあ、研究所の頭脳は角筈バジルだけにかかっていたようなものだし、組織はどうでもいい。一いち里り塚づかとかを見てても感じたが、多分ザコの集まりだと思う。


    「俺としては、バジルの行方だけ確かめられればいい。何かあったら教えてくれ」


    「滝たきヶが峰みね万ばん理りが仔こ犬いぬ丸まるってスパイに調べさせてはいるわ。もし、研究所跡地に戻ったりしてくれれば、すぐに捕まえられるんだけど」


    「わかった。情報提供、ありがとな」


    「大昔のことを思い出して魔が差したのよ」


    　斎村は俺が飲みかけにしていたエスプレッソに手を伸ばして、水でも飲むように干した。苦さは表情には出さなかった。


    「大昔って『御おん大たい』の時代の何かか？」


    「一人目の煌こう霊れいが死んだ時ね」


    　俺の顔がこわばった。


    「小こ手で毬まりは死んだわけじゃない」


    「煌霊は死ぬものだと何度も先輩に言われたわ。諸行無常で諸しよ法ほう無む我が」


    「お前はいつから坊主に鞍くら替がえしたんだよ。永遠があると思いこもうとするから苦しむってことぐらい百も承知だ。俺はわかったうえで苦しむつもりだ」


    「そうね。最大の問題はあなたの煌こう霊れいは死んではいないってところよ」


    　それで気づいた。斎さい村むらは小こ手で毬まりが生き返ることなどないと考えているのだと。


    　形の上では死んでないから俺はずっと執着し続ける、と言いたいわけだ。


    「淵えん堂どう百ひやつ穴けつを呼んだのは滝たきヶが峰みね万ばん理りの珍しい失策だった。きっと、あの人にも罪の意識があったのね」


    「いつか、それがファインプレーだったって思わせてやるよ」


    「そうなることをお祈りしています」


    　燧のろしの言葉は斎村の心の声なんだろうか。少なくとも、斎村はそれを否定したりはしなかった。


    「協力はしてあげる。できる範囲でだけどね」


    　斎村と燧は自分たちが主しゆ賓ひんであったみたいに堂々と部屋を出ていく。コーヒーの缶は置いていかれた。


    　俺はソファに座って、天井のライトを見つめた。


    　明日から、どうしようかな。


    



    
      ★

    


    



    　人が死ねば遺族はすぐにやってくる葬儀一切でてんやわんやとなる。あの猛烈な量の事務作業を執り行って、くたくたになってしまえば、ゆっくり悲しむ暇ひまもなくなるという寸法なんだと思う。うまくできているものだ。


    　ただ、小手毬は死んだわけでもなんでもないから、俺にかかってくる事務作業の量はたいしたものじゃなくて、最低でも気持ちを紛まぎらわせるほどのこともなかった。まさか、小手毬の出ていた番組に俺が代わりに出るわけにもいかないだろう。


    　暇という隙すき間まができると、わびしくなる。わびしくなると不安になる。その不安ともこれから俺は戦っていくのだと思う。


    　記者会見のその日、俺は八はち王おう子じまでの帰りの車中でずっとスマホに届いたメールや着信を確認した。着信だけのものには電話に出られず、すみませんという一文をコピペで一つずつ送り、激励や祈りのメールにはもう少し丁てい寧ねいに返事をした。


    　ずっと音信のなかった奴やつからも丁寧なメールが来ていたりすると、人の不幸というのは人をつなぐのだなとあらためて思う。アドレス帳に登録されている名簿の何割かはアドレス変更と喪の連絡だけに使われるのだろう。もちろんそんな皮肉めいたことは何も書かずに返信した。


    　短い文章で返すのも失礼だと思ったから、舞まい花かやみぞれにメールはしなかった。夜十一時頃ごろに京けい王おう八王子の地下のホームに着くと、俺はみぞれに電話をかけた。ちょうどエスカレーターに乗る瞬間にみぞれの声が聞こえた。


    『お疲れ様です。記者会見も見ました』


    「遅くなってごめんな。食堂でも話せたんだけど」


    『みぞれのことはどうでもいいです。あの、今度ごはん食べませんか。みぞれと舞まい花か先輩とで』


    　そこで積もることも話せってことか。これも俺の仕事の一つだな。


    「わかった。近いうちに連絡するよ」


    　世の中にメールがあろうと電話があろうと、結局は顔を合わせて話すしかないこともある。


    『無責任かもしれませんが、小こ手で毬まりちゃん、きっとよくなるはずなんです。あんなに立派に生きてきたんだから、こんなひどいことが続くわけないですよ』


    　みぞれ、本当に大人になったな。言葉と声だけでも、痛いほどにわかる。


    　一方で俺は成長できているだろうか。あと数年で三み十そ路じだけど、その時、胸を張れる三十歳になれているだろうか。四月の末の誕生日で俺は二十七になる。


    　肉体は衰おとろえる。それは生物だから当然だ。


    　いつまでも若いままでいようとするのは一種の逃避だ。大人は長く生きた分だけ、その時間を知識や経験に変えていかないといけない。


    　なのに、俺は小手毬がいなくなってすべてをリセットされたみたいだ。これから何を積み上げていけばいいんだろう？


    『それじゃ、夜も遅いですし、一度切りますね。あの……声が聞けて、よかったです』


    「ありがとうな」


    　ごめんと言うよりは、ありがとうのほうがきっといいよな。


    　途中のコンビニで惣そう菜ざいパンを買った。明日の朝、パンを焼いたりするのが億おつ劫くうだったのだ。朝食の用意もずっと小手毬にやらせてたな。男一人なら目玉焼きやサラダだって面倒くさがって作らない。パン焼いてバター塗って終わり。せいぜいあとは三個一パックのヨーグルトを食べるぐらい。


    　もし通行人に声をかけられたりしたら嫌いやだから、頭を下げて歩いた。酔っ払いが前から歩いてきたから、思いきり迂う回かいするようにしてかわした。ぶつかったりして余計なトラブルを起こしたくない。


    　ＪＲの八はち王おう子じ駅につながってる二階の高さのデッキでは誰だれかの吐いた痕あとがあった。スキンヘッドの男が警官三人に囲まれて、ああだこうだとやり合っていた。


    　デッキの途中のふくらんだところでは、アコースティックギターの弾き語りの男がいた。客は制服を着た女子高生一人だけだ。あの弾き語りはその一人のためにたいしてうまくもない声で、必死に熱唱していた。でも、彼は少女一人のためですらなく、自分のためだけに歌っているのかもしれない。少女も実は聞いてなどいなくて、寂しい男を観察しているだけなのかもしれない。


    　ＪＲの八はち王おう子じの改札の横を通って、デッキを降りて、左に曲がるともうアパートはすぐだった。点々とどこまでも街灯が続いている。街灯は真下が一番暗い。その闇やみにはまって小こ手で毬まりのいるところにまで行けたらいいのに。


    　アパートの階段の電気は消えかかって、ぱちぱち点滅していた。


    「ただいま」


    　カギを開けると、玄関でそうつぶやいた。


    　おかえり、と言ってくれる人なんていないのに、なぜかそこで小手毬が待っていると俺はまぬけに信じていた。起こりえようもない奇跡を信じていた。


    



    　部屋の中は真っ暗だった。


    



    　奇跡なんてものは起こるわけもないから。「お帰りなさい、マスター」と言ってくれる人なんているわけがないから。


    　足から力が抜けてしまった。


    　玄関に崩れると、俺はそのまま泣き出した。カギを閉めることすらしなかった。


    「小手毬、小手毬……怖こわいよ……一人の部屋は暗すぎるよ……こんなの、お化けだって辛しん気き臭くさくて出てこねえよ……」


    　お化け。魂たましい。小手毬の魂みたいなものがここにやってきてくれないだろうか。無理に決まっている。小手毬は死んじゃいない。霊魂というものがあったとしても、その魂はこことは違う世界にある体にしっかり収まっている。


    　寒気がした。体が冷えてたまらなかった。春なのに、四月なのに、寒い。部屋の暗さがのしかかってきて、立てない。車に轢ひかれたカエルみたいにつぶされる。


    　しばらくじっとしていたのに、まだ足は言うことをきかない。当たり前だ。どれだけ泣いたって、それで小手毬が助かるわけでも、ふんぎりがつくわけでもない。まだあいつがいなくなって、東京に戻ってきて、初日だ。


    　どうにかしないと。こんな体ていたらくじゃ三日と保もたない。


    　うつぶせのまま、靴くつを脱いで、どうにか部屋の中に入った。棚の取っ手に寄りかかるようにして、ようやく立ち上がって、電気をつけた。テレビをつけた。パソコンもつけた。すぐに入るつもりもないトイレや風ふ呂ろの電気もつけた。


    　光で埋め尽くして、闇が残らないようにしないと。


    　ぜえぜえと荒い過呼吸。それから吐き気。落ち着け。パニックになったところで何の益もない。


    　ゆっくりと、ゆっくりと、息を吸って、ゆっくりと、ゆっくりと、吐いた。


    　繰り返した。最初は吸うのも勢いまかせだったのが、だんだんと自然な流れになってくる。よし、少しはまともになれ──


    　クローゼットが目に入った。


    　そこには何着も小こ手で毬まりのゴスロリ服が入っているのだ。


    　クローゼットに近づいて、開けた。小手毬のにおいがした。


    　ああ、そうか、この部屋には小手毬の香りがしみついているんだ。長年住んでたんだから、誰だれだって部屋に自分の香りをつける。


    　俺がただいまと言ったのも、これのせいだ。俺の体はこの部屋の香りで、小手毬がいると錯覚してしまう。


    　白を中心にピンクがわずかにあしらわれた一着を取り出した。静かにそれを抱き締めるしかなかった。


    　気持ち悪い行動という自覚はあったけれど、そうしないととても落ち着くことができないと思った。


    　涙が小手毬の服を濡ぬらす。むしろ、濡らそうとしていた。明確な意図なんてなかった。ただ、そうしたかった。無ぶ様ざまでも変態でもいい。そうしないと、俺が死んでしまう。


    　俺は床に転がっても、そのドレスにしがみついていた。


    　知らないうちに眠りに落ちていた。


    『マスター、いくらなんでも気持ち悪すぎます。不愉快です』


    　目の前に小手毬がいる。腹を立てているのが、すぐにわかる。しょうがないじゃないか。だって、お前が長い間、戻ってこないだなんてことはなかったんだから。


    　恋人同士だって会わない日ぐらいはあるだろう。家族だって出張なんかで会わない時もあるだろう。子供の兄弟だって修学旅行とかで数日離れることはあるだろう。


    　俺とお前はずっと、ずっと一緒だったじゃないか。


    　俺がお前で、お前が俺で。そんな言葉で表現していいような境地だった。体の半分を引き裂さかれたら、その半分が恋しくなるものさ。


    『だからって、今のマスターの醜態は異様ですし、そもそも私の服がマスターの体液で汚されるのは我慢がなりません。涙と鼻水がついたという事実はクリーニングしても消えないんですよ。あげく、もしも鼻の粘膜が弱って、血でも混じったら、大切な白に色がついてしまうではないですか。純潔の象徴である白が汚けがされるだなんて侮ぶ辱じよくでしかありません。唯一許されるとしたら、それは着用者の私の血であるべきです』


    　おい、俺への心配とかもう少しないのかよ。基本、服への心配かよ。


    『マスター、これから、頑張ってくださいね』


    　あっ、今のなし。やっぱり、もっと服のことでガミガミ言ってくれたほうがいい。この状況で、お前がやさしい顔になるとか縁起が悪すぎる。


    『徒あだ花ばなさんも霧きり原はらさんも、きっとマスターを助けてくれますよ。それだけじゃありませんね。滝たきヶが峰みねさんも斎さい村むらさんも蟠ばん龍りゆう院いんさんも、友達という言葉は不似合いかもしれませんが、普通の友達の何十倍もマスターを支えてくれるはずです。それに御両親も健在ですし。あと……柏かしわ木ぎ仔こ犬いぬ丸まるって人も名前だけ出しときましょうか』


    　いや、そんな総括めいたものなんていらないから。というか、仔犬丸に対して他人行儀すぎるだろ。どんだけ、嫌いなんだよ。


    『うじうじ悩むマスターのことですから、すぐには復帰できないと思いますが、少しずつでも持ち直してくださいね』


    　カーテンから差しこむ朝の光で目が覚めた。やわらかな春の光だった。


    　床で寝ていたから、体が痛い。頭も痛い。白いゴスロリ服はよれよれになっている。女々しいな。男ってなんて女々しい生き物なんだ。


    　今は小こ手で毬まりの香りがするところにいちゃいけない。


    　小手毬のために、俺は強くならないといけない。俺のためじゃなく、小手毬のためにだ。悲しむことと、小手毬を助けることを混同しちゃダメだ。悲しみに酔ってしまっちゃダメだ。


    　直近の仕事はひとまず、キャンセルのメールを入れた。


    　事情が事情だし、許しが出るのは目に見えていたし、それで許してくれないところとは仕事をしないだけの話だ。俺への不義理は小手毬への不義理でもあるし、それは白はく龍りゆうプロダクションへの不義理にもなる。どうせ、強く言ってはこられないだろう。小手毬について語るインタビューについてのメールも来ていたが、一週間以上先の日を打診した。


    　実家に電話をかけた。


    『はい、『ふゆかわでんき』です。営業時間は十時からなんでまた開いてませんが』


    　親おや父じのダミ声が出た。


    「俺だ、俺。悪いけど、一回、そっち戻るわ。家の蔵を探して煌こう霊れいの資料、引っ張ってきたほうが建設的だし」


    『好きにしろ。三人が四人になっても食い扶ぶ持ちに大差ねえからな』


    　ああ、三人が五人になるんじゃないんだよな。


    



    　今回は急ぎでもないから新しん宿じゆくから津つ山やまを通る夜行バスに乗ることにした。さすがに何の断りもなく数日東京を離れるわけにはいかないし、新宿の事務所に言っておく必要もあった。


    　アラサー未婚女子代表の事務局の高たか村むらさんに取り次いでもらうと、数分で一週間から十日ぐらいなら休んできて問題ないと言われた。いちゃつきやがってと攻撃的視線をよく送ってきていた高村さんも沈んだ顔をしていた。


    「一人じゃないってことは、喪失の苦しみも伴うものなんですね。そういうこと考えずに独り身のつらさをかこって申し訳ありませんでした……」


    「死なれたわけじゃないから、またあいつを連れ戻して、いちゃつくのウザいと思わせてやりますよ」


    「はい、その時にはこっちも全力で呪のろいますから」


    　いや、その時には自分も相手見つけてますとか言うところでは……。


    「人間は一人でもどうにか生きていけますよ。私が保証します」


    　慰なぐさめ方としてそれはどうなんだ。やっぱり、高たか村むらさんは根っこのところに問題があると思う。


    　あまり事務所に長居していろんな人間の目につくのも嫌いやなので、外に出た。


    　実家へのお土産みやげに何か買っていこうか。いらないか。向こうも都内にいたんだしな。余った時間は、新しん宿じゆく御ぎよ苑えんをぶらぶらした。敷地内にある大きな温室の植物園は、熱帯由来のあまりに鮮やかな花と葉で埋め尽くされていて、見学者もみんな笑みを振りまいて歩いている。何もかもが陽性だったので俺も繕つくろうように笑ってみた。演技のつもりでも心は軽くなった。


    　茶店で餅もちの入ったアイスクレープを買って、ぼうっとかじっていた。まだまだ時間はある。夕飯は、久しぶりに新宿西口の煮干しラーメンにでもするかな。


    　二十一時半に新宿を出るルミナス号に乗る。


    　思ったよりもすぐに眠りに落ちた。翌日六時前に津つ山やまに到着。


    



    　親おや父じもおふくろもいつもどおりだった。いつもどおりというのは、ごく普通に「ふゆかわでんき」の店員をしていたということだ。それでも、店に入ってきた俺を見たら、営業スマイルは解いたようだったが。


    「蔵のカギは用意してる。玄関の下げ駄た箱ばこの上な」


    「あっ、蔵だったらマスクがいるわよ。ものすごくほこりっぽいんだから。あなた、マスクってどこにやった？」


    　ありがとうな、二人とも。しっかり小こ手で毬まりをあんたら二人の前に連れてくるからな。


    「マスク？　そんなの、知らねえよ。母さんが救急箱に入れたんじゃねえのか？」


    「それをまた出したの、そっちでしょう！　もう、記憶力悪いんだから～！」


    「母さん、ちょっと忘れたぐらいでその言い方はひどいんじゃねえのか！」


    「そっちがむっとする言い方したんでしょう！」


    　おいおい、おふくろ、売り物のホットプレートを持つ手を止めろ！　俺の帰宅一分以内に夫婦ゲンカするのやめろ！


    　仲裁するのも面倒なので、俺は蔵のカギを借りて、薄暗くてほこりっぽい中を探し回る。場所の目星はついていたが、通路らしい通路もないから、本の入っている段ボール箱にたどりつくまでにガラクタをどかしていくのが面倒だった。


    　煌こう霊れいという文字列の入った糸で綴とじた本はいくつか見つかった。古いものは十八世紀後半の天てん明めいの年号が書いてある。つまり、田た沼ぬま意おき次つぐの時代までは遡さかのぼれるらしい。


    　こういう一族の過去を読み解くために、崩し字の多少の手ほどきは親父から受けているが、それでもかなり勘が鈍っている。日常生活では崩し字も変へん体たい仮が名なも読む機会なんてないからな。


    　ちなみに古こ文もん書じよ読解の練習では、借金のカタに娘を売り渡した庶民の証文を何十通も読まされたので、あまり復習したくもない。なんでうちに伝来してるんだって話だが、明治時代のうちの先祖が仕事で屋敷に侵入して盗んできた書類箱の中に交じっていたものらしい。


    　そんなほこりっぽい中で資料の整理をやろうとは思えなかったので、ひとまず古いものを家の中に持ってきた。薄いものも含めて十五冊。門外不出のものにしてはそれなりの数だ。これだけあるなら、何がしかの情報も手に入るんじゃなかろうか。


    　ダイニングでゆっくりと古い紙をめくる。


    　とくに命の入れ方についてのところに目をやる。丹たん田でんという文字列が見えたら、だいたいそのあたりだ。


    　一冊目は基礎的なことしか書いていない。煌こう霊れいが人間になった場合だなんて考えてもいないらしい。二冊目。そもそも煌霊遣いになるための修練にばかり紙幅が費やされている。


    　その日の残りも翌日も資料読解に使ったが、結果はオケラだった。仕方ないから、三日目はまた蔵に入った。何代か前の奴やつが書いたメモのようなものが四冊ほど出てきた。研究者のつもりで、資料と格闘する。ダイニングには徐々に古い紙のにおいが漂ってくる。


    　そこに、白びやつ虎こが入ってきた。


    　学校帰りなのか、うっすら汗をかいている。そのまま冷蔵庫の前まで行って五百ミリのゼロカロリーのコーラをラッパ飲みして、また中にしまう。


    　白虎は俺の隣の席に座ると、ぱらぱらと古文書と言っていいような本を手に取る。


    「読めない」


    「そりゃ、そうだろ。ちなみにミミズが這はってるんじゃなくて、ちゃんとした文字だからな。信じられないだろうけど、そのぐにゃっとした部分だけで『候そうろう』って読むからな」


    「勉強したら読めるようになるの？」


    　なんだ、こいつ、崩し字に興味あるのか？　歴女でも目指してるのか？　美みま作さかの国くにって信じられないほどに戦国時代もマイナーだぞ。基本的に外からの勢力の争いの場でしかないからな。毛もう利り、尼あま子こ、浦うら上がみ、宇う喜き多た、山やま名な……迷惑なんで余よ所そでやってほしい。このあたりを戦国時代に治めてたのはおそらく岡おか本もと氏うじ秀ひでか。いや、草くさ刈かり影かげ継つぐかも……。


    「勉強したらな。あとは慣れだ。印刷物じゃないから、書き癖ぐせとかもあるし」


    　妹が勉学の道を志そうとしているのがうれしい。自分が年をとった証拠だろうか。


    「私、煌霊遣いの勉強するよ」


    　本を読むのを止めた。勉強ってそっちかよ。白虎はキラキラというよりギラギラに近い瞳ひとみをしていた。


    「それで、煌霊遣いになって、お姉ちゃんをひどい目に遭わせた人をやっつけるの。お姉ちゃんが元に戻った時に、その人に土下座させる」


    「本気で言ってるんだったら怒るぞ」


    「そういうのってふざけて言ってるのなら怒るぞって言うものじゃないの？　お姉ちゃんのことで本気になって何が悪いの？」


    　白びやつ虎こは小こ手で毬まりが倒れた理由をはっきりとは知らない。親おや父じもそこまでは言わなかった。だから、純粋に親父とおふくろを誘拐した一味を憎んでいるらしい。


    「敵かたき討うちだなんて小手毬が望むわけないだろ。しかも、小手毬がそれで戻ってくるわけじゃない。修行だけでも危ないんだから、そんな理由ではじめるな」


    「じゃあ、お兄ちゃんは目の前にその人がいたらぶん殴なぐったりしないの？」


    　しない、と即答できなかった。


    　きっと殴るだろう。歯が折れるぐらいには。


    「煌こう霊れい遣いは聖人君子なんかじゃないよ。お兄ちゃんだって、大きな夢があって煌霊遣いになろうと思ったわけじゃないはずだし。まだ私の目的のほうがはっきりしてる分だけマシかもしれない」


    　俺が何も言わなかったのは、白虎の言葉に得心しかけていたからなんだろう。異能力者になって東京に出て成功したい、最初はせいぜいそんな軽い気持ちだった。


    「異能力者として生きるのは楽しいけど、死ぬかもしれないぞ」


    「私がこのまま生きてたら、それで幸せになれるって保証なんてあるの？　お兄ちゃんが私の幸せまで確約してくれるの？」


    「そんなの知るか！」


    　もっとやさしく言えばよかった。言ってから気づく。


    「だったら、私も何か特別なことやるよ！　後悔するんだったら、それからでいい！」


    　前は白虎が煌霊遣いになりたいならそれはそれでいいと思った。でも、今はちょっと違う。明らかにこいつ、小手毬のことで頭に血が上っている。とにかく、こんな異常事態の中で人生を左右する決心なんてしちゃダメだ。


    「もっとな、冷静になってから決めろ。お前みたいな奴やつが煌霊遣いになったら、煌霊が死ぬだけじゃすまないからな！　お前自身が死ぬんだ！」


    　落ち着いているふりをしていたが、そんなのまやかしだった。


    　また言ってから気づいた。本当に最低だと思った。この状況で、つまらん一般論ですむわけないだろ。もっとも、ゆっくりと自省する時間なんてなかった。その点は幸運だ。


    　白虎の右の手が思いきり飛んできた。


    　痛くはなかった。そのくせ、高い音がした。破裂音。何かが壊れてしまったような音だった。


    「今のどういうこと？　お姉ちゃん、助からないって思ってるってこと？　諦あきらめてるってこと？　そうなの？　可能性はあるって聞いたけど……そうじゃないの？」


    　呆ぼう然ぜんと立ち尽くす白虎の顔を見るのがつらかった。


    「可能性だけならある……。すごく難しいだけだ……」


    「じゃあ、諦あきらめてるってことだよね……？　お兄ちゃん、とっととお姉ちゃんが死んだことにしたいんだよ！」


    「そんなわけないだろ」


    「おかしいと思ったんだよ。お兄ちゃん、こっちに戻ってきてから、普通なんだもん」


    「違う。小こ手で毬まりを助けるために、俺は冷静になってるだけだ。お前と渋しぶ谷やで別れた日の夜なんてな、そりゃ、ひどいものだったんだぞ」


    「でも、本心だと諦めようとしてるんでしょ。手がかりなんてどうせないと思ってるんでしょ？」


    　有無を言わせぬ言葉だと思った。俺の心に擦さつ過か傷しようを残すような言葉だ。


    「どうして、お前にそんなことまでわかるんだよ！」


    「妹だから、それぐらいわかるよ」


    　声のトーンがかすかに変わった。怒りより悲しみが白びやつ虎この中で上回ったような気がした。


    「お兄ちゃん、ダメ元って感じなんだよ。やる気が抜けてるんだよ」


    「お前な……俺だって、一心にやってんだよ……」


    　俺の言葉に勢いはない。本当に怖こわかったのだ。


    　なぜか、白虎のほうが涙目になっていた。こいつは昔から涙もろい。感情がたかぶるとすぐにこうだ。それがうらやましい。
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    「叩たたいたことは、謝るよ」


    「あ、ああ、わかった」


    　白びやつ虎こは俺の手をすがるようにとる。


    「でもね、お姉ちゃんのことは諦あきらめないであげてね」


    　なんで、俺が白虎にそんなことを懇こん願がんされないといけないんだ。そんなの、本当に当たり前のことじゃないか。


    「ずっとお姉ちゃんのことを信じてあげられるのは絶対お兄ちゃんだけだから。ほかのすべてが敵になってもお兄ちゃんはお姉ちゃんのために生きて」


    　白虎、お前は無意識のうちに俺を呪のろおうとしてるぞ。でも──


    　噛かみ締めるように、俺はうなずいた。


    　こいつは俺が疲れ果てるのもしょうがないと割り切ったうえで言っているのだ。


    「わかってくれたね。そうだよ。お兄ちゃんは元気に生きてるんだから、やらないといけないんだよ。ボロボロになってもお姉ちゃんのために頑張らなきゃ。だって、お兄ちゃんがお姉ちゃんを選んだんだから」


    　白虎だけが厳しい正論を言ってくれていると思った。その言葉はほかの誰だれとも似ていない。俺を甘やかさない。


    　世界でただ一人、俺がやるしかないこともある。俺だけが世界でただ一人、小こ手で毬まりを選んだのだから。


    　言うべきことを言ったと思ったのか、白虎はダイニングから出ていった。


    　テーブルの上の資料にも手がかりになるようなものは何もなかった。煌こう霊れいが人間に戻るだなんてことは過去の先人は考えなかったわけだ。先祖なんて顔も見たことがないんだ。頼りになんてしちゃいけないのだ。


    　津つ山やまに着いて四日目で蔵も家の部屋も捜索できるところはすべて見終わった。ここでやれることはなくなってしまった。


    「明日、八はち王おう子じに帰るから」


    　夕飯の時に言うと、少し空気が悪くなる。俺がここにずっと残ってても空気は悪いはずだけど。


    「朱雀すざくちゃん、気持ちのほうはどうなの？」


    　おふくろには「落ち着いた」と言うべきだろうが、そしたら白虎ににらまれるだろうな。


    「こっちでダメだったから、今度は東京であがくさ」


    「俺たちも、津山で何かないか調べとくからな。一人で抱かかえこむなよ。動けなくなってるのは、お前の煌霊じゃなくて、冬ふゆ川かわ家の娘だ」


    　だな。親おや父じが言うように、小手毬は冬川家の娘だ。


    　だけどバジルと対たい峙じした時、俺と小こ手で毬まりはきっと恋人のような関係になっていたのだと思う。あの時、あいつを妹みたいに見ていられたら、こんな悲劇は今いま頃ごろ起きていなかっただろうか。無駄だな。その時、俺はまた別の理由であいつを苦しめただけだ。そんなことは過去を変える異能力者にでもなったあとに考えればいいのだ。


    「お兄ちゃん、うちだけじゃ限界があるよ。もっと全国の煌こう霊れい遣いに話を聞いたほうがいいよ」


    　白びやつ虎この箸はしが止まっている。家族の中で白虎の目が一番強い。それは白虎が一番若いからというだけのことじゃないと思う。


    　こいつは煌霊遣いの感覚を持っていない。異能力者でもないから、気持ちだけで会話をしている。


    「ああ、ツテがないか確かめてみるさ」


    　親おや父じの言葉はすごく空むなしく俺に響いた。白虎にそれがどう聞こえたかはわからなかった。


    　俺たちは知っているのだ。煌霊遣いというものの閉鎖性も、煌霊がいかに脆もろいものであるかということも。時に知識は人を弱くする。


    　それは生きる知恵なのかもしれないが、こんな時にはあってほしくなかった。


    　素直に思ったことを口にできる白虎が心の底からうらやましい。
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    　東京の空気は、津つ山やまのそれとは違う。


    　一言で言うと、ほこりの量のようなものが違う。蔵の中みたいな密閉された場所はさすがに例外としても、東京のほうがはるかにほこりっぽいし、あと、狭い。始終何かに押しつけられているような感覚がある。


    　それが都会なのだ。昔、小手毬とここに出てきたばかりの俺はその空気に憧あこがれたし、今はこの空気の中にいないとかえって落ち着かない。タバコに手が伸びるニコチン依存症のようなものだ。ここでしか生きていけないという点で、俺は立派な東京の人間だ。


    　斎さい村むらからも滝たきヶが峰みねからも角つの筈はずバジルに関する情報はなかった。スパイでも何でもない俺はやることがなかった。


    　津山から東京に戻ってきて二日後、滝ヶ峰への報告のために事務所に行った。そこに仔こ犬いぬ丸まるも同席していた。なんだかんだで仔犬丸とは久々に会った。


    「宇う都つの宮みやと、あと、角筈の実家、あいつが出てきそうなところは監視してるんですがね。まったく、出てこないんですよ。本当にどこかの橋の下でひっそり野垂れ死んでるかもしれないです」


    　今の俺ならこいつのスパイとしての風格をはっきり感じ取れる。仔犬丸が女性ファンの人気をつかめているのは軽けい佻ちよう浮ふ薄はくなイケメンの要素だけじゃなくて、芯しんにもっとヤバい異能力者の部分があるのを自然と感じ取られているからだろう。


    「あの男は小こ手で毬まりちゃんしか見てなかったんですよ。調べても調べても、ろくに親しい人間も出てこない。小手毬ちゃんのためだけに修しゆ羅らのように生きてきた。近視眼的なマッドサイエンティストらしいと言えばらしいですが。そういうのが生きる望みをなくすと、あたりをつけるのが難しくなるんです。ヒントのないパズルは解けません」


    「うん、あいつはお前の言う、そんな類型的な人間だったよ」


    「申し訳ないですが、角つの筈はずバジルの線はあまり期待しないほうがいいです。仮に見つかったとしても、廃人のようになっていて、使い物にならない可能性のほうが高いです」


    　仔こ犬いぬ丸まるの言葉は的確で、俺も素直に受け入れるしかなかった。


    「先輩、思ったより冷静なんですね」


    　用件を話し終えたあとで、仔犬丸は率直な感想を告げてきた。


    「これで怒鳴り散らしたりしたら、誰だれも俺の近くに寄ってこなくなるだろ。いい年のとり方はしてないけど、これでもお前よりは長く酸素吸ってんだよ」


    「いえ、自分が責められるとは思ってないですけど、なんていうか、もっと前後不覚なまま今に至るのかなって」


    　仔犬丸は滝たきヶが峰みねのほうにちらと視線をやったが、すぐに俺のほうに戻した。滝ヶ峰もそれに対して何の感想も持っていなかった。


    「あれから一週間以上経たつんだぞ。ずっと鼻水垂らしちゃいねえよ。涙目じゃ小手毬の手がかりだって見落とすだろ」


    「まだ一週間ちょっとしか経ってないんですよ」


    　俺の正論がやりづらいのか、仔犬丸は肩をすくめて言った。逃げるように言われた割りには嫌いやな言葉だった。


    　ヒルに噛かまれた痕あとのように、痛みが残る。人の言葉って意外と痕になって残っていくんだよなと最近とみに思う。


    「てっきり、激情的な雰囲気でここに来るかと身構えてたんですけど、なんだろう、悟ったような顔をしてるのとも違うし、諦あきらめてるわけでもないし……こういうのってどう言うべきなんでしょうね？　ほら、無口クール系のキャラが悲しいことに直面した、それでも表情クールなままかよ、みたいな感じなんですよ！　わかるでしょ？」


    「わかんねえよ！　お前の表現は共通言語の域からずれてるからな！」


    　俺のほうこそ、仔犬丸になじられてるのか、心配されてるのか、どういう状況かわからない。


    　間違いないのは、みんな、俺の前だとおかしくなってしまうってことだけだ。


    　俺の悲しみが伝わってこないのがそんなに不思議か。けどさ、悲しみなんて伝えて誰がハッピーになるんだ？　俺は白びやつ虎こと一緒に現れた時の舞まい花かの顔を思い出していた。やさしい人間ほどつらい目に遭う。


    　それに小こ手で毬まりが死んでいるのであれば俺ももっと直接的に感情をばらまいたかもしれないが、小手毬は生きてるんだよ。もう一度みんなで、いろいろあったけどよかったねって笑えるかもしれないんだよ。その可能性をちゃんと孕はらんでるんだよ。


    「ああ、そっか、僕はこう言えばいいのかな」


    　仔こ犬いぬ丸まるは左の手のひらにぽんと右手を乗せた。


    「先輩、悪い意味で腑ふ抜ぬけてますよ。今の先輩、すごく一般人っぽいんです」


    　とくに怒りのようなものは湧わいてこなかったが、


    「それって、俺は怒ったほうがいいのか？」


    　余計に腑抜けと言われるのも癪しやくだから聞いてみた。


    「そんなこと聞く時点で怒ってないんでしょ。湿し気けた花火みたいですよ」


    「点火しそうで点火しない花火ほど邪魔なものはないな」


    　滝たきヶが峰みねはつまらなそうにそれだけ言った。実際、俺といるとつまらない時間になるんだろう。


    　たしかに花火は保管場所を誤ると火事になるし、点火しないからって不燃物のゴミにしていいのかも怪しいところだ。


    　だけど、咲かない花火自身が一番苦しいんだぞ、きっと。面倒って言って片付けることもできないんだからな。


    「滝ヶ峰先輩、『天てん上じよう』のことで何か手がかりってあります？」


    「あればもっと早く腑抜けた頭に教えてやっている」


    「違いますよ。分別のついた大人になっただけです」


    　滝ヶ峰は何も答えずに鼻で笑った。まだ恫どう喝かつでもされたほうが俺は敬意を払われていると思っただろう。


    「『天上』に期待はするな。あれはお前が会えるようなものじゃない。当たりのない空からくじを買い続けるだけだ」


    　全否定で何もかも終わった。


    　その日、俺は事務所の先輩と後輩にバカにされただけで終わった。


    　あと、手の届きそうな範囲での小手毬の復活につながる糸がすべて途切れた。


    　事務所を出たのは四時前だった。八はち王おう子じに戻っても夕食には中途半端な時間になるし、新宿三丁目で映画でも見て帰ろうかと思い、ビルの一階まで来た時に電話がかかった。


    『先輩、ごはん食べる約束、いつにするんですか？　舞まい花か先輩とも都合つけないといけないんだから、ちゃんと決めてくださいよ』


    　みぞれからの催促だった。


    『今回のは先輩が決めてくれないと、みぞれも舞花先輩も決めづらいです。もし行きたくないのに雰囲気でＯＫってしちゃったんだったら、ちゃんと言ってくださいね。みぞれも舞花先輩も今の先輩との距離の取り方、何が最善かなんてわからないですから……』


    「悪い。この場で決めるから」


    　といっても、スケジュールなんてほとんど空白なのだ。雑誌のコラムなんていつでも書けるし、あとは小こ手で毬まりに関してインタビューを受けるぐらいのもので、『発掘！　最強異能力者！』の巡業は小手毬がいないから自動的に無期限中止だ。異能力者の格闘系のイベントにも参加しようがない。


    「飯ってことは夜だよな。四月のうちだと六時以降で埋まってる日は存在しないから、いつでも行けるぞ」


    　微妙な間が空あいた。


    　みぞれが腹を立てているのが空気でわかった。今の俺は誰だれに対しても不快な思いを抱いだかせるらしかった。改善の方法は出てこない。


    『そういう「いつでも」とかいうのが一番困るんですよ～。もうちょっと限定できないんですか？　今回は先輩の希望は何でも通しますよ』


    「といっても、ぜひとも食べたいものなんてとくにないし、日程は本当に空いてるし。それじゃ、土日と平日だとどっちがいい？」


    　結局、土日をはさんだあとの月曜にした。サラリーマンなら嫌いやがられそうなセッティングだが、異能力者の場合は、あまり土日との差はない。とくにイベントをこなすことが多い、アイドル寄りの異能力者ならむしろ土日のほうが忙しいし。


    『あっ、時間が合えば、川かわ匂わ先輩もお呼びしていいですか？　ほら、川匂先輩、小手毬ちゃんとも仲良くしてましたし』


    「ああ、セッティングもメンバーも自由にやってくれ。まな板の上の鯉こいぐらいに、すべてを受け入れてやるよ」


    　通話を終えると、もう映画を観ようというテンションでもなくなっていた。今、何を観てもきっと面白いとは感じられないだろう。


    　引き返して地下道に降りて、京けい王おうの新しん宿じゆくを目指した。


    



    　月曜日、渋しぶ谷やの出版社で一つ、仕事をした。


    　すでにいくつもやった小手毬に関するインタビューだった。あいつがいかに素晴らしいパートナーだったかを語るというもの。こんなの、誰が求めているのだろうと思いながらしゃべった。


    　だって、あいつが素晴らしい煌こう霊れいだったことなんてみんな知っているだろ。テレビでも雑誌でもあいつの仕事や戦いに対してのストイックな姿勢は十二分に伝わったはずだ。俺が言葉を重ねる必要なんてとくにないのだ。


    　インタビュアーは最後に「小手毬さんの復帰の可能性は？」と尋ねた。前のインタビューでも同じことを聞かれたなと思った。


    「全力を尽くしています。なにせ、世界にたった一人の相方ですからね」


    「確率で言うと、何パーセントぐらいなんでしょうか？」


    「これって、雑誌掲載用の質問ですか？　多分、個人的な興味ですよね」


    　重病の人気芸能人の容態、そりゃニュースバリューもあるだろうさ。ツイッターアプリの右側に出るホットトピックにそんなのはたくさん表示されてくるからな。


    　そのインタビュアーは海うみ千せん山やま千せんの食えない奴やつじゃなかったから、素直に「すみません」と詫わびてきた。


    「ファンが不安になるだけだから書いてもらいたくはないんですけど、前例がないからわからないんですよ。だからパーセントも何もあったもんじゃないんです」


    　途中から飲み忘れていたお茶を飲み干した。思ったより冷たくて歯に染みた。


    　会社の裏手が神社になっていたので、人並みに小こ手で毬まりが回復しますようにと祈った。こういうのって、願いながら名前も住所も頭で唱えるのだったかと、八はち王おう子じの駅前の住所を末尾につけた。


    　極彩色の社殿のせいか、四月の終わり頃ごろの神社はどこか華やいでいたし、仕事の途中で休んでいる人間が何人もいた。俺一人が阿あ呆ほうみたいだった。もし、俺が愛煙家なら、こんなところでタバコを吸いたくなるだろうと思った。


    　たとえば、険けん峻しゆんな山の頂いただきだけに咲く花からできる薬草で小手毬を助けられるだとか、そんな童話じみたわかりやすいクエストならば、俺はすぐに飛び出せただろう。現実はそんなに動的じゃないのだ。渋しぶ谷や駅前の忠犬のように、岸壁の上に立ってる母親のように、じっとじっと待つぐらいのことしかできない。待つことが美徳であるとして、それに美徳である以上のどんな効果があるのだろう。それで俺の美徳が賞しよ讃うさんされたとして、それが小手毬にとって何の役に立つんだろう。


    　白びやつ虎こがなぜあんなことを言い出したのか、今の俺にはよくわかる。


    　何もしないことほど恐ろしいことはないし、何もできないことほど苦しいこともない。


    　神社でぼうっとしていたら、蚊かに血を吸われていた。


    　もう新宿に出ようか。でも、時間を持て余すな。渋谷と新宿は近すぎる。いっそ、二時間ぐらいの長距離であってくれればよかったのに。


    　わざと、山やま手のて線を逆回りに乗って、車内で寝ていた。


    



    　新しん宿じゆく三さん丁ちよう目めの駅の近く、ビルの地下一階にある高そうな魚料理の店に夜六時に入る。


    　ほぼ定刻通りに全員が集まった。一番遅れてきたのは川かわ匂わだったが、どことなく俺と一対一で話すのを避けてわざと遅れてきたような気がする。


    「それじゃ、はじめたいと思います！　乾杯はよくないと思うので、省略しますね！　でも先輩は元気出してくださいね！」


    　みぞれが音頭を取って、各々が一杯目の酒を飲む。みぞれもノンアルコールカクテルを飲んでいる。すぐに刺身の五種盛りや焼き魚が並ぶ。


    　若者らしくみぞれがまず真っ先に白身魚の刺身をぱくりとやった。


    「わぁ、おいしい！　ちょっと前、テレビのロケで流氷を見に北海道に行ったんですけど、そこで食べた海かい鮮せん丼どんぐらいおいしいですね！」


    「あれ、流氷って北海道まで行かなくても長野県に行けば見られませんでしたっけ？」


    「長野に海はないぞ、舞まい花か……」


    「ちぇっ。こっちはその頃ころ、変な味の郷土料理、延々食べさせられてましたよ……。たいして美う味まくもないのにおいしいって言わないといけないあのルール、滅びませんかね……」


    「川かわ匂わもすぐにネガティブな方向に持っていくなよ……」


    　小こ手で毬まりに関する話は出てこない。俺から話すべきなのだろうか。酒の不ま味ずくなる話を俺からするのもなんだしな。けど、誰だれかにそれを切り出させるのも悪いか。でも、腹がふくれてからゆっくり本題に入ればいいのかな。田舎の葬式のあとにやる宴会って割りとみんな気さくに話してたっけ。津つ山やまのほうだと、参列者にやたらと菓子パンを配るのだ。子供時代、人が死ぬたびに俺はアンパンかジャムパンをかじっていた。


    　話のタイミングをはかりかねながら刺身に手をつける。周りの腹を探るような気分なのに、魚は美味い。結局、じわじわと酒量が増えていく。


    　そして、俺が三杯目になる日本酒を注文した直後だった。


    「せっかくだし、はっきり言いますよ」


    　川匂が箸はしをゆっくりと置いた。小手毬のことは残念だったとでも言われるのだろう。俺はそれに対して、小手毬は死んだわけじゃないとでも答えるのだろう。俺はそんなやりとりを何度も繰り返すんだろう。


    「あなたは小手毬ちゃんの次の煌こう霊れいを見つけたほうがいいです」


    　想定の斜め上の意見が飛んできて、俺も反応に迷った。だから、そのまま川匂の言葉が続いた。


    「どういう契約か知らないですけど、できないことはないんでしょう？　もう休養はとれてます。忌引きにも日数制限があります。煌霊遣いに戻りましょう」


    「川匂先輩、ひどいですよ！　朱雀すざく先輩のことを思って言ってるんですか!?」


    　みぞれの声は怒りよりも困惑のほうに振れていた。


    「ちょっとでも冬ふゆ川かわ朱雀という同業者のことを思ってなきゃ、こんなこと言わないですよ。このたびは大変でしたねって無難な定型文でおしまいですし、それが世間の常識ですよ。だけど残念、わたしは空気読まない異能力者で名を馳はせてますから！」


    　川匂はこれでもかというほどにきれいにみぞれにケンカを売る。


    「いいですか、冬川朱雀、この業界で生き残りたかったら、すぐに二人目の煌霊を作りなさい。別に恋人を作れって言ってるわけじゃないんです。ただ、戦うための相方を見つければいいんです。こうやってじっとしてたら、すぐにあなたの存在価値は業界からまったくなくなりますよ」


    　川かわ匂わの唾つばが顔に飛んだ。それでもぬぐう気にはなれなかった。これが俺のための言葉だってことぐらいすぐにわかったからだ。良薬はいつも口に苦い。


    「この業界を仕切ってるのはあなたの家族でも友達でもない。赤の他人の大人たちなんです。そんな大多数にとって何もしないあなたに意義はない。アイドルの相方を失った悲劇の人というラベルだけでしか認知されなくなりますよ。わたしたちはもう子供の年齢じゃない。待たせてもらえるのは半年ちょっとが限度です。業界がまだあなたへの注目を失ってないうちに、次の一歩を踏み出しなさい！　煌こう霊れいがいなきゃ、あなたは煌霊遣いですらない、腕っ節に自信があるだけのただの人ですよ！」


    　川匂の言葉は鋭利な刃物というより鈍器のようで、俺の体を粉々にしていく。きれいに粉々になるのは俺が抗あらがわないからだ。俺がその言葉を受け入れているからだ。


    　ああ、小こ手で毬まりを待ってる俺は世間的には「ただの人」なんだ。


    　そりゃ、そうだ。俺の手からは氷も風も水も何も出てきやしない。俺の異能力は免許みたいなもので、使わなければ認識されようがない。


    　小手毬のいない今の俺は異能力者じゃない。


    「蟠ばん龍りゆう院いんさんの言葉は極端すぎますわよ！」


    　なぜか俺じゃなくて、俺以外の誰だれかが反論にまわる。今度は舞まい花かだ。


    「業界を生きるだけなら、それは正しいですわ。だけど、十年以上も連れ添った相思相愛の人がいなくなって、平然と切り替えることなんてできませんわよ！　まして生き方の下手な朱雀すざくなんですからね！　今回だって周りが心配になるまでボロボロになってそれからやっと再生するんですわ！」


    「再生する頃ころには賞味期限切れになってるかもしれないってことです！　わたしだってこの人がうじうじしてることぐらいわかってますよ！　でも、うじうじを斟しん酌しやくしてくれる人なんてそんなにいないでしょ！　冬ふゆ川かわ朱雀はあなたのペットですか！　甘やかして甘やかして、その先に未来なんてないでしょう！」


    　口論は容赦なく続く。俺はどちらの加勢もできない。


    　俺は未来をどうするべきか、考えられていないのだ。


    「あなた、本当に許しませんわよ！」


    「どうぞ、どうぞ！　善人のふりをするのは自分が悪者にならないためでしょう！　あなたは冬川朱雀って人間の今には興味があっても、未来なんてどうでもいいんですよ！」


    　議論が一度止まった。


    「だったら、その時は……朱雀が動けなくなって、にっちもさっちもいかなくなってしまった時は……朱雀すざくの一生をわたくしが養いますわよ」


    　不敵に人を食ったように笑って、舞まい花かは言ってのけた。


    　川かわ匂わはくちびるをふるわせていたが、やがて、一言、


    「そこまでの覚悟があるなら、お好きに心中すればいいと思います。それもまた生きてる人間の権利ですからね」


    　事実上の撤退宣言を出した。


    「お二人とも、ご立派ですね。本当に人生の先輩として尊敬します」


    　みぞれが総評を発表した。当事者すぎる分だけ、俺は何も言えないのだ。


    「それにひきかえ、みぞれはまだまだ青二才ですね」


    　俺はというと、ぼんやりしていた。空気の抜けた風船ぐらい、しょうもない。そして、俺がぼんやりしているのもここにいる女三人はわかっていたのだ。きっと、俺は女運だけはいいらしい。男らしさのカケラもないくせに。


    「ありがとう。みんな、ありがとう」


    　あまりにも一方的に善意をもらい続けて、ちょっと怖こわいぐらいだ。


    「けど、今は何も決められないんだ。待つことしかできないんだ」


    　白馬に乗った王子様がいつか目の前に現れると夢見る少女のように、俺は小こ手で毬まりがある日、突然生き返る日を待っている。
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    　それが俺の権利であり義務なんだ。


    　小こ手で毬まりのためにできる全力が、今の俺にとっては耐えることなんだ。


    「待ってる間、やる気がないようにも見えるかもしれない。悲しみの度合いが小さいようにも見えるかもしれない。それでも俺は待つしかない」


    　決意にしては声は小さいし、ひどく受け身だ。みんな肩透かしを食ったみたいになる。しょうがない。とにかく、しょうがない。


    　戦いづらい敵が出てきて、何度もいいかげんにしてくれと思ったが、敵が見えるだけマシだったんだな。戦ってるかどうかもわからないほうがつらいんだ。


    　今日はどうせおごってもらうことになるだろうから、それ以上酒は頼まなかった。


    　帰宅してパソコンを開くと、見慣れないアドレスからメールが来ていた。霧きり雨さめさんからのメールだった。連絡が遅くなって申し訳ないという言葉とともに、煌こう霊れいから見た煌霊の特徴のようなことが長文で書いてあった。しかし、小手毬の治療に役立つ情報はなかった。


    　メールを返信して、とっとと眠りについた。


    



    
      ★

    


    



    　飲み会から二か月近く、俺は八はち王おう子じ市内から出なかった。その間に起きたことと言えば、二十七歳になったことぐらいだった。八王子は駅前にほぼあらゆるチェーン店が並んでいるので、閉じこもるには絶好の環境なのだ。


    　出かけようにも理由がない。


    　今日も夜六時過ぎ、レトルトカレーをあっためようと箱から出してたところだった。電話がかかってきた。仔こ犬いぬ丸まるからだった。


    「誰だれかから電話があるだなんて、なんだか新鮮だ」


    『電話をかけてきてくれる友達もいないんですか』


    　さらりと電話ごしに仔犬丸に皮肉を言われる。付けこまれるほど卑ひ屈くつなことを言ってしまったこっちも悪い。


    「舞まい花かやみぞれぐらいかな。それも最近、スマホの充電忘れてて、とれなかったりするんだけど」


    『女の子の好意を無駄にする男は死んだほうがいいですよ。今から、事務所来られますよね。どうせ暇ひまなんでしょうから、よろしく頼みますよ』


    　カレーはまた明日でいいな。


    　六月も半ばになると、急に湿気が強くなってきて、八王子の部屋も結露する日があった。湿気のせいなのか、俺だけの時間が長くなったせいなのか、部屋から小手毬の香りも消えた。あいつの大量のゴスロリ服はクローゼットに隠れたままで姿を見せることもない。


    　小こ手で毬まり復活に関する手がかりは何も増えなかった。


    　いや、むしろ減った。


    　そんな話を夜の事務所に着くなり、仔こ犬いぬ丸まるに叩たたきつけられた。


    　仔犬丸が角つの筈はずバジルの行方を突き止めたのだ。あいつは角筈でも紀き尾お井いでもない偽名で、病院にいたそうだ。生きる意欲も意志もないようで、やけに老けて見えたらしい。


    　小手毬にはっきりと拒絶されたことで生きる目的が消えてしまったのだろうというのが、バジルを直接見た仔犬丸の解釈だった。


    　たしかに、あいつは人生の中で、小手毬になる前の姉に、はっきり捨てられたことはなかった。だから幻想だって抱くことができた。なのにあいつは面と向かって小手毬から否定された。小手毬のためだけに使ってきたあいつの人生もそれで見事に否定された。


    「ひとまず角筈バジルの線は消えました。消えた人のことは忘れてください」


    　仔犬丸はやけに角筈バジルを貶おとしめて話した。もしかすると、悲観的な事実であることを意識させないようにしてくれているのかもしれない。


    「死体にムチ打つような真ま似ねはしなくていいだろ」


    「許しちゃダメなんですよ。一度でも悪事に手を染めたら、一生なかったことにはならないんですから。病気になろうが、死のうが、善人にしちゃいけないです」


    　裏方寄りの仕事をしている仔犬丸の言葉は俺よりストイックだ。


    「あと、組織に所属してた連中も何人か追いましたけど、見事に足を洗ってますね。異能力者に対する恨みすら消えてしまったみたいです。ナンバー２ツーの菊きく坂さかミライも大学に籍を戻して、生命科学と関係もない学問を研究してます。あとはエクササイズのためか、道場に通ってるみたいですが、まあ、そこまで詳しく聞きたくもないですよね」


    「真人間だな。あのバジルが周囲に夢を見せてたってことか」


    　宇う都つの宮みやの組織の残党から、小手毬復活の糸口を見つけるのは絶望的のようだ。ことさら期待はかけてなかったが、聞いて楽しくはならないな。


    「そういや、もう一人、ダメな人の話ですけど」


    　わざとらしいため息が聞こえた。


    「先輩はまともに働いてるんですか？」


    「ほとんど働いてない」


    　後輩といていたたまれないとすら思わないのだから、俺は相当ひどいんだろう。何の仕事も入っていない。ずっと事務所に出てくることもないから、仔犬丸に呼び出されたわけだ。


    　テーブルの下で、弁べん慶けいの泣き所を蹴けられた。座っている仔犬丸の仕業だ。


    　何とも思わなかった。今の俺は何をされても腹を立てないと思う。自分でも不思議なほど、ぼうっとしている。


    「つらいのはわかりますよ。違うな。どれぐらいつらいかなんてわからないけど、先輩は働かないといけないですよ。このまま、小こ手で毬まりちゃんが働いて貯めた金を食いつぶして暮らしてく気ですか？　客観的に言って、人間のクズですよ」


    「自分がどうしようもないことぐらいはわかる。じゃあ、喫茶店でバイトでもしたらいいのか」


    　また、どんと膝ひざを蹴けられた。さっきより重かった。


    「異能力者として食っていってくださいよ。食い扶ぶ持ち稼げばいいってもんじゃないです」


    「小手毬がいなけりゃ、ただの人なんだよ」


    　ほかの煌こう霊れいを探すぐらいなら、喫茶店でバイトするほうがよほど現実的だ。もっとも、喫茶店でバイトする気持ちすらない。何かをするという気力がないのだ。


    「僕、これでも先輩のこと、藁わら一筋ぐらい尊敬してたつもりだったんですよ。でも、僕の目は節穴でした。つまるところ、先輩が立派だったんじゃなくて、小手毬ちゃんがすごくできすぎた人だっただけでした。冬ふゆ川かわ朱雀すざく・小手毬ペアマイナス小手毬を計算したら、イコール０ゼロですよ」


    「俺はくさされて奮起するタイプじゃないぞ」


    　がしがしと膝を立て続けに蹴られる。お前、コサックダンスを踊ってるわけじゃないんだから、そんなに座りながら足を出すなよ。


    「プライドもないんですか」


    「今いま頃ごろ気づいたか」


    「まあ、こんなのに入れこんだ煌霊のほうも見る目のない女だったわけですね。ダメな男に尽くすってことはダメな女ってことですよ」


    　反射的に立ち上がって、無理矢理に手を伸ばした。仔こ犬いぬ丸まるの胸ぐらをつかんだ。かえって、変に手を伸ばしたせいで俺の手のほうを痛めそうだが、気になんてしない。


    「小手毬のことをバカにするんだったら、俺が代わりにキレてやるからな」


    　仔犬丸は俺の瞳ひとみを眼科医か何かのようにじっと見て──ふっと相そう好ごうを崩した。


    「実験はこれで終わりです。ああ、よかった、よかった。小手毬ちゃんをバカにされたら、ちゃんと怒れるんだ。腐ってるっていっても、ギリギリ許せるレベルですね」


    　悪友のいいところを見つけて安心した、そんな表情を仔犬丸は浮かべている。全部見透かされていたことに気づいて、俺は手を離した。すぐに座りなおすのもまぬけだから、でくのぼうみたいに立っていた。


    「何もできてないのは認めるけどさ、それも含めて俺は小手毬のためにしてるつもりなんだよ」


    「相方がこんなことしかできないなんて、小手毬ちゃんがかわいそうだ」


    　俺も心からそう思うよ。


    「座ってくださいよ。それじゃ、蹴れないじゃないですか」


    　そもそも、蹴るんじゃねえよ。


    「蹴ってやってるんですよ。蹴ってやるってことは無視するよりよほどやさしいことなんですよ」


    「わかってるよ、それぐらい」


    　そのあと、益のない業界の話をだらだらとした。


    



    　事務所を出ると、夜十時を過ぎていた。


    　適当な店で、ラーメンを食ってビールを飲んで電車に乗る。飲んでいる時は気づかなかったが、駅まで歩いてるうちに悪酔いしていることに気づいた。混んでいる特急に乗る勇気がないから、各停に乗った。


    　ずっと何もしないまま、生きている。本当に何もしていない。新たなる目標があるわけでもないし、金集めに必死になっているわけでもない。


    　小こ手で毬まりがいつか戻ってくる、それを思うとかえって動くことができなかった。小手毬のいないままの生活を築き上げたら、どこに小手毬は入りこめるだろう。


    　頭を抱かかえていた。途中で眠っていて、北きた野のであわてて京けい王おう八はち王おう子じ行きに乗り換えた。高たか尾お山さんのほうまで行くところだった。


    　先頭の車両に乗っていたので、そこから近いほうの出口で降りた。十二時頃ごろだというのもあるが、駅ビルと一体化しているほうの出口と比べると怖こわいほどひっそりしている。出口の真ん前にある、中国語のあいさつを店名にした看板が唯一、俺を迎えてくれた。


    　そのまま、公園と子こ安やす神社の横の通りを歩く。この公園はたまに政治の集会をしている。今はもちろん静まりかえっているが。


    　神社の前あたりで振り返る。


    「今の俺をつけるだなんて、いったいどんな物好きだよ」


    　酔った頭でも視線ぐらいは感じ取れる。ただでさえ、人もいない道だ。それがずっとついてきたら、いくらなんでもわかる。


    　だけど、誰だれが来ているのかまでは考えてなかった。


    　かなり意外な奴やつがそこにいた。


    　──菊きく坂さかミライ。


    　異能力者への憎しみを溜ためこんで、角つの筈はずバジルの右腕として活躍して、斎さい村むら蕣あさがおにその鼻っぱしらを叩たたき折られた女。運に見放されている女。生き方が俺まであきれるほどに不器用な女。


    「あなたに復ふく讐しゆうしにきました」


    　菊坂はそう言った。なんだ、怨えん恨こんをここで晴らすつもりか？　しかし、得物は何も持っていない。あと、以前と比べると髪が短い。自主的な断髪式でもやったのか？


    「お前も知ってると思うけど、今の俺は煌こう霊れい遣いじゃないんだ。異能力者として働いてると言えるかも怪しいとこだ。異能力者が憎いなら悪いが斎村のとこにでも行ってくれ。死ぬかもしれないからオススメしないけど」


    「だったら、人間として勝負させてくださいよ」


    　冷たい声で菊きく坂さかは言う。


    「私も人間なんだから、平等でちょうどいいじゃないですか。ほら、こんな時間だから神社は人ひと気けもなさそうですし」


    　そこまで言われて逃げるのも恥ずかしい。俺と菊坂は木の柵さくを乗り越えて神社の敷地の中に入る。


    　人気はないがライトがうっすらと社殿を照らしていて、バトルのナイターにはうってつけかもしれない。しかも社殿の前はそれなりの空あきスペースがある。絵馬をくくりつける板がついている木がちょっと気になるぐらいだ。


    「どっちかが降参って言うか、気絶するまでな」


    「その代わり、すぐに降参って言うのは反則ですからね」


    　本当に俺は信用されてないな。


    　はじめ、と言うまでもなく、ストリートファイトは唐突にはじまる。


    　菊坂は何か武道を習ったらしい。仔こ犬いぬ丸まるから聞いた。構えが何のたしなみもない一般人よりはサマになっている。髪が短いのも道場通いの時に邪魔だったからなのかもしれない。


    「異能力者に負けないように猛特訓しました。機械に頼るのはおしまいです」


    「お前、行動がいつも極端なんだよ。○か×かの生き方は損するぞ」


    　アルコールのせいで頭がガンガンする。体調は最低だ。


    　酔すい拳けんを使うわけでもないのに、ふらついている。頭をしっかり上げると、余計に響くので、猫背で戦う。


    　もし、事情を知らない第三者が見物してたなら、俺が異常者に見えて、きっと菊坂を応援したくなるだろう。


    　そして、よろめきながら、わざと菊坂の間合いに入った。


    「来たっ！」


    　菊坂が待ってましたとばかりに仕掛けてきた。


    　カウンターのように俺も動く。


    　敵の最初の一撃をかわして、そこに潜りこむ。左手を菊坂の首のあたりに当てて力をこめて、簡単に押し倒す。


    　あとはそのままマウントポジション。


    　菊坂の薄い体に乗っかったら、もうそれで勝負アリだ。


    「ほい、組み敷いた。一丁上がりな。降参って言ったほうがいいぞ」


    　いくら、なまってるとは言っても、この程度のことなら体に叩たたきこんだ。忘れようとしても忘れられないだろう。


    「くそっ！　隙すきだらけだと思ったのに！」


    　こいつ、本当に悔くやしそうだな。


    　どうしていつも自信たっぷりに勝てると思ってるんだよ。その反動のせいで、お前、絶望の威力がデカくなって苦しんでるんじゃないか。


    　賢いのにそこは学習しないのか。


    「隙すきだらけだったのはマジだ。けど、その隙を突く能力がなきゃ一緒だろ。実力差が開いていたら、何の意味もないんだって」


    「まだ負けないですよ！　どけ！　どけ！」


    　無茶苦茶にパンチをしてくるので、手で受ける。パンチはちょっとは威力があるように感じる。このまま、顔を殴なぐる気はいくらなんでも起こらないし、根負けするまで座っていようか。俺も一度座ると、立ち上がりたくない。


    　菊きく坂さかはしぶとかった。涙目になりながら、パンチを繰り出して、俺に止められていた。


    「抜け殻がらみたいなあなただったら倒せるかもと思ったのに……。全然追いつけてないです……」


    「そりゃ、そうだろ。お前な、安易に決闘なんてするなよ。もし、俺が暴漢だったら、今いま頃ごろろくなことになってないぞ」


    「うるさい！　むしろ、暴漢に襲おそわれて落命するのはそっちだ！」


    　減らず口は止まらなかった。手のほうも止まらなかった。死を理解せずに足を動かし続けているセミのようだ。何が菊坂をこんなに駆り立てているのか、本当によくわからない。暇ひま人じんな俺はずっとそれを上から見届ける。一度、ついに立ち上がることができたが、三十秒ともたずに、また俺にマウントポジションをとられた。もう、最初のほうの型も疲れで維持できてない。
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    「もう一度、もう一度やらせてください！」


    「泣きの一回って、趣旨変わってきてるぞ」


    　軽く首をキメて失神させることも考えたが、無意味な暴力は品がないと思ったのでやめておく。代わりに言葉で諭さとす。


    「今の俺なんて攻撃しても、無駄なんだよ。異能力者が憎いなら異能力者として活躍してる奴やつを狙ねらえ。俺はもうただの人間だ。お前と同類だ」


    「ふざけないでください。私はあなたより偉いじゃないですか！」


    　どこまでも口だけは達者だなと苦笑しそうになった。けど、言葉にだって殴なぐったり蹴けったりするような威力があることを俺は忘れていた。白びやつ虎こにも川かわ匂わにも仔こ犬いぬ丸まるにもあれだけこたえることを言われてたくせにどれだけ学習しないんだ。


    「なぜなら、私は諦あきらめていないからです！　今のあなたはあがくことさえしていない。そこには一切の可能性がない。だから、私のほうが偉いし、私がいつか勝つんです！」


    　諦めてないから自分のほうが偉いと、菊きく坂さかは言い切った。


    　迷いとしか言いようのない執念を糧かてにして、こいつは生きている。


    　それは悟ったような生き方からすれば醜みにくいけれども、全力で生きていることだけは否定できない。何かにかじりつきながら、がむしゃらに動いている。気高くなどないが、これも一つの生き方だ。


    　その証拠のように、こいつは今、健けな気げに輝いている。わずかな外灯の光を浴びて、最高の女


    優のように見える。


    　俺はこいつほど必死だろうか。


    　変わろうとしているだろうか。


    　考えるまでもない。諦めちゃいないんだと口で言ったところで、意味なんてない。俺自身がこれではダメだとずっと思い続けてる。


    　菊坂が俺の下から抜け出す。でも、その時の俺は酔いのせいもあって、ぼうっとしていた。目の前の菊坂のことより小こ手で毬まりのことを考えないといけなかった。


    　かわすのも面倒で、あいつに一度殴られた。千鳥足のせいで土の上に転がる。マウントポジションを代わられる。


    　殴られながら、自分のあがき方って何だろうかと考えた。俺と小手毬の本質って何だろうか。俺と小手毬は何のためにずっと生きてきたんだろうか。


    「ちょっとは抵抗してくださいよ！　憐れん憫びんで殴らせてくれても、全然うれしくなんてないですよ！」


    　ああ、俺と小手毬は戦うために生きてきたんだ。


    　絶体絶命の時でも小こ手で毬まりは逃げようとはしなかった。


    　戦いから逃げることだけは許さなかった。


    　金がなかろうと、評価がなかろうと、異能力者として戦おうとしている俺を小手毬は一度も否定しなかった。


    　殴なぐられる痛みが邪魔だが放っておいた。菊きく坂さかも本気で殴れていない。無抵抗な人間を殴り続けるのは意外と骨が折れる。力が鈍る。


    「どうして何もしないんですか？　酔いが今更まわってきましたか？」


    　小手毬なら俺にどうしてほしいだろう？


    　それが小手毬のための生き方になる。


    　痛みはかえって俺の思考をクリアにする。


    　あいつのことは──小手毬のことはよくわかってたから、答えは意外なほどすぐに出た。逆に言えば、小手毬の立場で俺は小手毬のことを考えられてなかったかもしれない。解釈の違いのせいか、最初の一歩が大きくずれていたかもしれない。


    　よし……決めた。


    　小手毬の分まで戦ってやる。あいつが復帰するまで。


    　問題は具体的にどう戦うかだ。


    　まさか、トーナメントをやるたびに斎さい村むらから燧のろしを借りるわけにもいかないだろ。霧きり雨さめさんに現役復帰してもらう？　いくらなんでも迷惑かけすぎだ。


    　殴られながら俺はずっと頭を働かせている。


    　我殴られる、ゆえに我あり。菊坂の単調なリズムが俺に余裕を与えてくれる。何かないか？　何か革新的なアイディアはないか？


    「ひらめいた」


    　俺はさっと体を起こす。バランスを崩した菊坂がひっくり返る。それでも、すぐに菊坂はまた俺への攻撃を繰り返す。


    「悪い。もう帰るから」


    　顔も腹も悪いから、あいつの一撃をかわして、右の肩を殴った。


    「うっ……あっ……いたっ……」


    　その場に菊坂は膝ひざをつく。これで負けたってわかるだろ。また、挑戦してくれ。


    「お前のおかげで吹っ切れた。ありがとな」


    　その痛みはそのうち引く。


    　痛い思いをしたくなかったら、もっと強くなれよ。


    　だが、菊坂は痛みも残ってるだろうにスマホを取り出していた。お前、いくらなんでもこんな時に取り出すなよ……。まさか、俺に襲おそわれたとかツイートするんじゃねえだろうな……。そういうのは反則だからな……。


    「あの、このへんでビジネスホテル知りませんか」


    　戦いが終わったせいか、やけに間の抜けた話になった。


    「しゅ、終電なくなりました……」


    　そういや、こいつ、宇う都つの宮みやの研究所にいたけど、今はどこに住んでるんだろ。まあ、本当にどうでもいいが。八はち王おう子じだと新宿に出るのにも特急で四十分かかる。東京の東のほうならたしかに詰んでいる。


    　意外と駅至近だとチェーン系のホテルはないんだよな……。あるとしたら、京けい王おう八王子のほうか。あとはＪＲ八王子の南口にあったか。坂になる手前あたりに一軒あった。けど、わざわざ北口から南口に出るぐらいなら──


    「俺の家、ここから数分なんだけど……来るか？」


    　その程度なら敵に塩を送ってもいいか。


    「ふざけないでください！　へ、変なことする気でしょう!?」


    「いや、むしろ、復ふく讐しゆうに燃えるお前を部屋に入れる俺のほうが危険だろ。ああ、駅前の角にカラオケボックスあるからそこで寝るって手もあるか」


    　数秒、菊きく坂さかは思案してたみたいだったが、


    「……あなたの家でいいです」


    



    　かなり問題のある人間を連れ込んだが、その割りに問題は顕在化しなかった。シャワーだけ浴びたらとっとと寝る。


    　スケベ心はないが、その他の下心のほうはあった。


    　煌こう霊れいを助ける方法について、何か知ってないか、さりげなく聞いた。わからないと言われただけだったが。これは研究所の方面を探さぐっても本当に何もないな。


    　代わりに、つまらないものでいいから小こ手で毬まりの形見のものをくれと言われた。死んじゃいないから、形見って言うのか知らないけどな。


    「何に使うんだ？　五ご寸すん釘くぎ打ちこむなよ」


    　半分科学者みたいな奴やつが呪のろいを活用するとは思えないが、意図が読めないのは事実だ。


    「ふざけないでください。それならこの部屋に落ちてるあなたの髪の毛を持ち帰りますよ」


    　怒られた。でも、俺の髪の毛も持っていくなよ……。


    「所長、ボロボロですけど、もしかしたら何か妹に連なるものを渡せば回復するかもなって思ったんです。あのままにしておくのも忍びないですから」


    　悪の組織も元仲間には憐れん憫びんの情を見せるのか。そこは人間的なんだ。そこらのブラック企業よりは、よほどまともだ。


    　小手毬がそこまで使ってなかったブローチをやった。


    　これぐらいなら許されるだろう。


    　二時前には寝た。朝起きると、菊きく坂さかはいなくなっていた。律りち儀ぎに五千円札がちゃぶ台に置いてあった。


    　だったらビジネスホテル探せばよかったのにと思いながら、俺はその善意を財さい布ふに収めた。


    　俺も菊坂を見習わせてもらうか。


    　意志っていうのは行動にしないといけないんだ。何もしていないように見える努力は、ないように感じるだけなんじゃなくて本当に何もないのだ。


    　サボるのはもう終わりだ。


    　小こ手で毬まりがいないことを逃げる口実にするのは、これでやめる。


    　それに菊坂を見ていて、羨ましいと思ったのだ。あいつはなんだかんだで俺の目には輝いて見えた。諦めないくらいしか取り柄もないのに。


    　今まで以上に諦めないことなら俺にもできる。


    　もっと無様に格好悪く生きてみようか。
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    ３話　七転び八起き

    


    　菊きく坂さかに殴なぐられてから数日後、津つ山やまの実家に帰った。


    　修行だったら、美みま作さかの山中のほうが勝手がいいと思ったのだ。東京だと人が多すぎる。わざわざ人に会うたびに修行中だと言うのはわずらわしいし、そもそも修行中に人に会いたくなどない。


    　美作は奇妙な土地で、播はり磨まから畿き内ないあたりに多い法ほう道どう仙人伝説がいくつか残存している。つまるところ、山や寺を開いた奴やつを仙人に仮託しているだけのことだが、無価値な物語ってわけではない。それが残っているということは修行者が古代からいたことを示している。


    　必要最低限の食糧だけをリュックに入れて、山に入った。


    　初夏の新緑と言えば聞こえはいいが、もっとどす黒い色をしている。雪が積もる時期じゃないのはありがたい。雪山だと、さすがに籠こもれない。ビバークして、生き延びるだけなら可能だが、生き延びることと体を鍛きたえることは全然違う。


    　まあ、今回は肉体を鍛えるんじゃなくて、新しい力の開発なんだけど。


    　具体的に言うと、煌こう霊れい遣い以外の異能力を獲得しようって計画だ。


    　携帯も何もすべて置いていった。俗世からいったんすべてを切り離して、能力を身につけることだけに集中する。


    　俺は異能力者だ。素質はある。体もまだ動く。やれ。強くなれ。小こ手で毬まりの分まで俺が戦うようになれ。


    　小手毬でもきっとそう言うだろう。あいつは基本的に努力論者だからな。


    　練習中、何度も苦笑した。中学生の頃ころと違って物覚えが悪い。あの頃は才能があふれている気がした。自分がやれば何でもできる。そんな強い全能感があった。実際、学習能力も高かった。その日は考えてもいなかったようなことが翌日にはできるようになっていた。


    　それと比べれば、今は昔の貯金だけで食ってるって感じだ。


    　新しい力はなかなか自分のものにならない。水と油みたいに反発する。これまで覚えてきたものは使えるけれど、まったく異なることとなると、突然素人しろうとの手習いになる。これが年をとるってことか。


    　今の俺には昔の何分の一かの可能性しか残っていない。


    　それでも山中で粘ねばった。期間は二週間。


    　異能力者になるためのメインの修行も二週間の山やま籠ごもりだったからだ。それでダメなら多分どれだけやっても無駄だ。


    　──なのに、期限の二週間まで残り三日という段階になって、俺は何も実績を残せていない。


    　ああ、これは負けパターンだなと思った。こういうのには色が塗り替わるような大きな変化がいるのだけど、まったくない。空を飛ぼうとしてずっと陸を走り回ってるエミューみたいだ。


    　大失敗だろうか。焦あせりがさらに心を散漫にする。完全に悪い流れにはまった。わざとらしく頭を抱かかえてみせようかと思った時だった。


    　がさがさと草むらをかき分けるような音がする。


    　それなりの大型だ。岡山県の北にクマはいただろうか。別に出てきてもいいけどな。いくらなんでもクマに負けるほど弱くはない。しかし、相手はクマよりは知能の高そうな手合いではあった。


    　髪をおっ立てたモヒカンみたいな男と、地方都市のうだつのあがらないホストみたいな男と、筋肉か脂肪だかわからないもので横に広がったデブの男の三人。


    　こんなところで修行者に出会うとは奇遇だなと思ったが、どうも様子が違う。


    「あんた、冬ふゆ川かわ朱雀すざくだな？　このへんは津つ山やまの異能力者のナワバリなんだよ」


    　聞いてもいないのに、モヒカンがへらへら笑いながら言った。こういう言葉って下げ種すに笑いながら言うと、クマよりバカに見えるな。


    「有名人を倒すと田舎いなかじゃ株が上がるんだよ」


    「近ちか頃ごろは物騒な世の中になったな」


    　嘆息してみつつ、気晴らしにはちょうどいいと感じた。田舎じゃ、力を持て余した異能力者みたいなのがくすぶっててもおかしくはない。かといって白昼堂々と街で犯罪をやる勇気もないから、人ひと気けのないところにいる俺みたいなのを狙ねらうんだろう。


    「煌こう霊れいがいないんじゃ、あんたでもどうしようもねえだろ！」


    　デブが両手を広げる。一丁前に葉っぱを巻き上げてくる。風か植物かわからないが、何かしらの異能力らしい。


    　すぐに突っこむ。葉っぱに入っていくと、多少、切り傷のようなものができたがその程度だ。


    　肘ひじをデブの顔に入れる。鼻の骨ぐらいは折れただろうか。


    　デブが転倒する。演技かってぐらい、きれいにひっくり返る。俺は子供にもてあそばれるダンゴムシを想像する。


    　煌霊がいなくても、お前程度なら勝てるよ。井の中の蛙かわずが外に出てきちゃ恥かくぜ。


    　続いてモヒカンだ。適当な石を拾って、まず投げつける。とっさにモヒカンは石をつかむ。うん、反射神経は悪くない。だけど、その代わり、致命的な隙すきができてる。


    　別の石を握って、即座に接近し、その石で叩たたきつける。


    「ひゃあ！　いてえ！　いてえよ！　ここまでされるだなんて聞いてねえぞ！」


    　聞いてないって、誰だれに聞くんだよ。


    　顔から血を流して、モヒカンも戦闘意欲減退のため試合放棄。出血のせいで大ケガに見えるが、実際はたいした傷じゃない。


    　こいつもまともな実戦経験のあるような奴やつじゃないな。ナイフを使わなかっただけ、ありがたく思いな。


    　異能力も使ってない上に、正当防衛だから、異能力制限法にも一切抵触しないだろ。


    　さあ、あとは一人──というところで異状に気づいた。


    　足が動かない。


    　動かないわけだ。視線を落としたら土に取りこまれたようになっている。


    「【石化蜥蜴の人生賛歌ラヴイアンローズ・バジリスク】、最初の二人はあなたを止めるための時間稼ぎっスよ」


    　ホストくずれが言う。しくじった。明らかにこいつだけオーラが違う。ザコに紛まぎれて、ガチのが残ってた。


    「冬ふゆ川かわさん、あなたの格闘センスはよく存じあげています。だが──動けなければどうということはない」


    　相手は地面に右手を埋めるように入れる。


    　引き抜かれた右手には、二十センチほどの土と石の鉤かぎ爪づめのようなものがついている。


    　どうにか足を動かそうともがいた。なのに、諦あきらめたように見えるほどに動きはない。むしろ、さっきより締まりがきつくなってるように感じるほどだ。


    　地面をいじる異能力者という山中じゃ最も厄やつ介かいなものに目をつけられた。なにせ、土も石も無尽蔵にあるのだ。いくらでも自分のポテンシャルを引き出せる。


    「こうやって遠距離から殴なぐれば終わりっスよね」


    　伸びた鉤爪が俺の顔を打つ。


    　激痛だが、足が固定されてるせいで吹き飛ぶこともない。


    　カウンターを狙ねらおうにも、たんなる拳こぶしとはリーチが違うので、その間合いがはかれない。


    　自分の弱点を着実に見透かされている。


    「異能力には相性というものがある。あなたをつぶすことぐらいできなくはない。そう考えてました。予想は正解だったみたいっスね。ああ、俺は岡山県じゃ最強の一人と言われている岩いわ城き鉄てつ石せきっス。ちょっとばかし狩りに参加させてもらいました」


    　おいおい、状況判断能力もそれなりに高いじゃないか。


    　本当に血の気が引いた。


    　小こ手で毬まりのいない俺は異能力者として不完全だ。


    　それはつまり、敵に殺されやすいということと同じだ。


    「ダメ元で聞くが、異能力制限法は知ってるよな？　異能力を暴行目的で使うと、普通の殴り合いより相当罪が重くなるぞ」


    「ええ。わかっているうえでやってるっスよ。数合わせ君を殺して帰れば、異能力者の同士討ちとでも思ってもらえますから」


    　その言葉にデブがおののくような声を上げた。モヒカンは足がふるえて逃げることもできなくなっている。


    　おい、こいつ、筋金入りの悪党だぞ。


    「さてと、置かれている立場もわかったかと思うんで、私刑リンチを続けさせてください」


    　適切な距離をとりながらの強化された拳こぶしの一撃。


    　ドゴッ！　バゴッ！


    　聞きたくないような鈍い音がする。口の中で血の味が広がるので、唾つばを吐く。気を失って楽になりたいが、そしたらそのままなぶり殺しになるだけだろう。雪山以上に寝ちゃいけないシチュエーションだ。


    　何か手を考えないと、このまま殺される……。


    「さあ、そろそろ終わりじゃないっスか？」


    　拳がまた飛んでくる瞬間にナイフをポケットからとる。


    　カウンターは拳同士じゃなくてもいい。これで致命傷を与えられれば！


    　──もう片方の手が簡単にナイフを弾はじき飛ばす。


    「あなたの攻撃は研究済みっスよ。ナイフで状況の打開をはかることもね」


    　小こ手で毬まりのことで頭がいっぱいで自分が何者かということに気がまわっていなかった。


    『御おん大たい』が崩壊していようと俺はいろんな異能力者に襲おそわれるリスクのある男だったんだ。小手毬がいなくなっていようとそんなことは関係ない。むしろ好都合と思う奴やつだっている。


    「もう選択肢も尽きましたよね。煌こう霊れいもいないあなただけでは助けは存在しない。味方の異能力者も岡山県の山中にまでは顔を出せない」


    　緻ち密みつに俺の可能性を消していくなよ。だけど悔くやしいが、相手の言うとおりだ。持っている手段だけだと、俺は絶対に逆転できない。


    　つまり、絶対に殺される。


    　じゃあ、情けなく殺されるのか？　死後の世界で、いや～油断しちゃった～とか言って頭でもかくか？


    　なめんな。俺が死んだら、小手毬が生き返るチャンスも闇やみに閉ざされる。俺が死んだ時点で、小手毬は死んだものとして扱われる。地球人が何十億いようと、再生のための方法を探ろうとする奴なんていない。


    　俺が生き残るしかない。


    　これまでと違う血の味がした。


    　くちびるを自分で噛かんだせいだ。


    　可能性がないなら作り出せ。


    　それしかないのだから、やれ。小手毬ならきっとそう言うさ。あいつは諦あきらめたりなんてしないさ。


    「いいかげん、死んでもらいます」


    　鉤かぎ爪づめごと岩いわ城きはまた土に手を入れる。さらに鉤爪が長く、鋭くなって出てくる。


    　俺に残された時間はあと数秒だな。


    　そんだけありゃ、何だってできるさ。


    　敵の拳こぶしが飛んでくる。


    　これまでより軌道が低い。腹を貫通させて殺す気か。


    　けれど、敵の全体重がかかってるとしたら、まだ運がある。相手が対応できる可能性が減る。


    　心を静めた。


    　敵のことは考えるな。今は自分のことだけ考えろ。


    　俺は小こ手で毬まりを継承するんだ。


    　Ｔシャツが左からほつれて糸になり、ムチのようにしなりだす。


    　小手毬が使ってた糸みたいに。


    　よかった、最低でも発動までは進んだ。


    「なっ!?」


    　岩いわ城きの驚きよう愕がくの声。


    　残念だったな。本番で新しい力に目覚めることだって、世の中にはあるんだよ。


    　まだ安心はできない。なにせ、使ったこともないんだから。ゴム紐ひもみたいに伸びておしまいってことだってありうる。


    　ちゃんと機能してくれよ。
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    「〈二足歩行の蜘蛛マツド・ウイーヴアー〉！　そいつを縛れ！」


    　糸は岩いわ城きの腕にからみついて、俺のほうに引きずりこむ。そのせいで、あいつの体が流れる。俺を殺す一撃も空を切る。


    　岩城と俺の距離が最も縮まる。


    　今だ。今しかない。


    「うおらあぁっ！」


    　そこに俺の渾こん身しんのカウンター。一打入魂の握り拳こぶし。


    　岩城の顔面に徹底的に叩たたきこむ。


    　体重が消えたみたいに岩城はぶっ飛んで、失神する。


    　同時に俺の足を固めていた土の類たぐいもやわらかくなる。


    　警察に突き出そうにもこんなところに警察どころか一般人もいやしないので、ザコ二人に岩城を担かついで帰らせた。あれだけきれいにつぶされて報復に来ることはさすがにないだろ。


    　それでも、もし報復に来たら、この糸で縛り上げてやるさ。


    



    　期限の二週間が無事に満了し、俺は山のふもとに下りてくる。あやうく無事じゃなくなるところだったが。


    　そこに家の車が止まっている。おふくろが車を用意してくれていた。


    「お父さんと二人で来ようかと思ったんだけど、軽トラのほうで除湿器を配達中なのよ～」


    「別に両親で来てくれなくていいよ。『ふゆかわでんき』でしっかり働いてくれ」


    「ふふふ、ヒゲぼうぼうでまるで原始人みたいよ～」


    「だろうな。この格好で帰宅するのは恥ずかしいから車で来てもらって正解だ」


    　俺はとっとと、助手席に乗りこむ。二週間、ずっと汗水垂らして風ふ呂ろにも入ってないから、自分が野生生物になったような臭においがした。それでもおふくろは臭くさいとは言わなかった。


    「それで能力の開発には成功したの？」


    「どうにかな」


    　俺は腋わきのあたりから糸を伸ばして、左手まで持ってくる。


    　腋毛じゃないぞ。糸を操る異能力だ。ひとまず、今のところはＴシャツからの転用。あとで小こ手で毬まりみたいに服に糸を忍ばせておこう。岩城戦でめでたく初成功した糸の力はちゃんと自発的に動かせる程度にはなっている。


    　なので、目標は達成した。


    「【不殺の影殺師ヴアージン・ナイフ】は俺が継ぐ。俺は【第二の生の契約者アフター・ライフ】であると同時に【不殺の影殺師ヴアージン・ナイフ】でもある。小手毬が戻るまで俺が小手毬の分も戦う」


    「朱雀すざくちゃんは欲張りねえ」


    「親の教育が悪いんじゃないかな」


    「そういうところで親のせいにするのはずるいわよ～」


    「だって、刺客を差し向けたのも、あんたら夫婦のどっちかだろ」


    「あらら、あっさりばれちゃったわ」


    　カマはかけてみるもんだな。どうせ隠す気もなかったみたいだけど。


    「こんなドが三つも四つもつくような田舎の山やま籠ごもり中に、あれだけ強力な異能力者が来るなんて話がうますぎるんだよ。あと、ザコの一人がこんな目に遭うだなんて聞いてねえとか言ってた」


    　もし、誰だれかの指図があったとしたら、元影えい殺さつ師しの夫婦って線が濃厚だろう。


    「岩いわ城き君は朱雀すざくちゃんの後輩に当たる子なのよ。なかなかいいもの持ってるでしょう？　とくに相手に気づかれることなく足を固定するのはお手のものよ」


    「いいも何も殺されかけたぞ。死んでなくても大ケガコースだった」


    「でも、力っていうのは命がかかったような時のほうが生まれるものよ。火事場のバカ力って言うじゃない」


    「まさにそうだったのが、余計に腹立つな……」


    　俺はおふくろとすごく久しぶりに水入らずの会話をしていると思った。前に帰省した時みたいな遠慮はない。つまり俺が遠慮される必要がないほどにさっぱりしたってことだ。今はとっとと風ふ呂ろにでも入って体をさっぱりさせたいところだけど。


    「あとは、こっちじゃなくても、東京のほうで特訓できる。悪いけど、あさってには帰るからな」


    「うん、いいわよ。会いたくなったら、また行くし」


    　たしかに行こうと思えばすぐ行けるんだよな。わだかまりだってないんだから来てくれたらいいんだ。


    　いわゆる九つ十づ九ら折おりの細い道をくねくねと軽自動車は曲がっていく。対向車が来たら面倒だが、とてもそんなものがあるとは思えない。法のり面めんが崩れて、小さな石や土が道にいくつも落ちている。


    「霧きり雨さめさんとは連絡とったりしてるの？」


    「メールでだけだけどな。あの人、見た目どおり真ま面じ目めですごく筆まめだ」


    　長文メールが何度も来て、俺も申し訳なくなるから返信する。するとまた長文メールが来る。申し訳ないから……という連鎖がぐるぐると続いている。


    「また、困ったら私たちでも、霧雨さんでもいいから頼りなさいよ。朱雀ちゃんは人に頼るのが苦手なところがあるから。小こ手で毬まりちゃんがいてくれたっていうのもあるけど」


    「うん、無理はしないから安心してくれ」


    　息子の俺が言えるのはこういう答えだけだ。


    　次に津つ山やまに戻ってくる時は小手毬と一緒だったらいいな。


    



    
      ★

    


    



    　八はち王おう子じに戻ってきたあとも、糸の特訓を続けた。七月の八王子はもううだるほどに暑い。


    　西に行けばすぐ山にぶち当たるのが八王子のいいところだ。近所に山があるのが当たり前の土地で育った人間にとって、延々と続く関東平野は不安を煽あおり立てる。だから八王子ぐらいが住むにはちょうどよかった。


    　小こ仏ぼとけの関所の址あとが八王子の西にあるが、あそこは甲こう州しゆう方面との門だった。山が狭まっているから関所が意味を持ったわけだ。


    　京けい王おうに乗って終点の高たか尾お山さん口ぐちの駅まで行く。あの天下の大観光地、高たか尾お山さんの下車駅だ。だが、ケーブルカーのほうじゃなくて、広い道路のほうに出て、住宅地の裏道のようなところに入っていくと、さりげなく別の登り口がある。ハイカーの間では南高尾と呼ばれているようなところだ。


    　こちらは表側と違って登山客は驚くほど少ない。この道、恐ろしく眺望が悪く、面白みに欠けるのだ。店も寺もケーブルもない。


    　つまり、一人きりになるには最高ってことだ。東京都内の人口がどれだけ増えようと、人はいないところにはいない。


    　始発の電車で来たら、コンビニおにぎりだけかじって特訓開始。


    　糸に力をこめる。


    　イメージとしては小こ手で毬まりに命を入れていた時に近い。そうすると、糸を自分に生えている尻しつ尾ぽみたいに自在に動かすことができる。


    　誰だれでもできることではないだろうが、煌こう霊れい遣いにとっては絶対無理というほどでもない。これまでのノウハウを利用すればよかったし、俺の場合、小手毬がやっているのをずっと見ていたから感覚もつかめていた。


    　もともと小手毬のほうから、糸を武器として選びたいと言い出したのだ。軽いし、収納もしやすいし、自分の見た目にも合っているとあいつは言った。ただし、思いつきで糸ならやれると考えたのではない。俺のおふくろは影えい殺さつ師しの時代、糸も使っていた。小手毬はそこでヒントをつかんだのだろう。


    　ただし、習得する時はものすごく苦しんだ。


    　あいつは病弱なせいもあって、とことん甘やかされて育っていたから、初日の練習だけで立つこともできないぐらい、疲ひ弊へいしていた。


    　でも、小手毬は練習をやめるという考えはまったく持たなかった。これは第二の人生ですから、と小手毬はよく言った。


    　小手毬にとって煌霊として活躍できないことは死ぬことと同じで、だからくたくたになろうと傷だらけになろうと知ったことじゃなかった。


    　煌こう霊れいは人間でない何かだから、糸を使えるようになるまで二か月ぐらいで済んだ。小こ手で毬まりは喜びを全身で表現するようなタイプじゃなかったので、はしゃぐ代わりにケーキを一日二ピース食べた。


    　あとは俺が高校に通っている間に、ずっと練習を続けて、古こ今こん無む双そうの糸の使用者になったというわけだ。糸だけに関してなら、おふくろよりはるかにバリエーションも威力も上だ。かといって二人が糸でガチで戦ったらどうなるかはわからないが。容赦をしない裏の仕事の経験の数が違うからな。


    　運動が得意なわけでもないのに、あいつは努力だけであそこまで強くなった。道徳の教科書はぜひとも小手毬の人生を掲載すべきだ。才能がない分野ですら人は変われる種を持っている。


    　ダメだな。どうしても昔のことを思い出してしまう。まあ、それはそれでいいのかな。俺一人で二人分戦うんだから。


    　俺の糸が土の上を駆けていく。


    　まだ目で視認できる程度の速度しかない。これじゃ、武器にまではならない。小手毬は糸の速度を極限まで上げることであの強さを手に入れた。あと、糸の硬化も途中からやってたが、それはまだ俺はものにできてない。ひとまずは速さだ。延々と糸を這はわせる。肉体的疲労というより、精神的疲労が大きい。


    「やっぱり、小手毬、すごかったんだな。しかも、あいつ、全然戦闘向きの生き方してなかったのに……。あらためて考えると、ちょっとした巨人だよ」


    　一人でいると、ひとりごとが増える。これは孤独な奴やつの宿命だ。でも、孤独なおかげでとくに恥ずかしくもない。


    　俺自身を小手毬レベルの糸の使い手にまで高める。


    　やれるかどうかは正直わからん。でも、最低でも目標も持てないまま、じっとしてるよりはいい。自分の目が前より輝いていることもだいたいわかる。腑ふ抜ぬけと笑われることはもうないだろう。


    「小手毬レベルにまでなれば、あいつが戻ってきた時、俺たちは無敵だ」


    　調子のいいことを言えるぐらいに俺は回復している──はずだ。


    　観測者がいないから、実情は不明だし、褒ほめられようがけなされようが、これは俺と小手毬の間の問題なのだ。


    　昼ひる頃ごろになったら昼飯のコンビニおにぎりを食う。日が暮れてきたら帰宅。雨の日は休むという晴耕雨読スタイルをとるつもりだったが、五日間も雨が降らずに結局五連勤になった。デスクワークならともかく、肉体労働の連チャンはきついが、まあ、体をいじめて達成感が得られるなら、安上がりかもしれない。


    　高たか尾お山さん口ぐちから北きた野のまで出て、京けい王おう八はち王おう子じ行きに乗り換える。京王でも末端区間に近いこのあたりはすいているから、土で汚れていても顰ひん蹙しゆくを買うことはない。


    　帰宅したらパソコンのメールを見る。その日も霧きり雨さめさんのメールだけが来ている。仕事のメールはない。ほとんどの仕事を断ったせいだ。いや、断ってなくても、勝手に仕事が減っているのか。


    　小こ手で毬まりがいない俺に仕事の依頼はしづらいだろう。俺が顔を出すと自動的に暗い話になってしまう。よほど、変な性せい癖へきでない限り、葬式をずっと見ていたくないのと同じだ。


    　だけど、あまり焦あせりはなかった。というか、焦るだなんて次元は超えていた。貯金の額ぐらいは知っている。小手毬のおかげで（あと、俺も働きはしていた）贅ぜい沢たくをしなければ十年は食っていけるだけのものは残っている。


    　ひとまず三年は粘ねばってみる。やるだけやってみる。やれることをやる以外に俺ができることなんてないんだ。


    　風ふ呂ろで二回体を洗ったけれど、土つち臭くささは抜けなかった。着替えたあとも残っている。これ、部屋を侵食するだろうな。


    　小手毬の要素を俺はゆっくりと部屋から追い出してしまう。ここで一人で生活しているだけでそうなる。三年も経たった時、俺は小手毬をこの部屋で見つけられるだろうか。


    　あまりよくないなと小さく首を横に振った。入浴中はなんとなく考え事にふける時間が増えるが、それを風呂上がりまで引きずってる。


    　一人暮らしをすると考え事をする時間が長くなるんだよな。そういう時の考えってたいていがネガティブなものだ。


    　楽しい妄想なんて十年近く考えられてないんじゃないか。それこそ、デビュー前後ぐらいのことなんじゃないか。


    　上京前後、俺の心の中はたしかに期待であふれていた。少なくとも、不安なんかよりも期待のほうが質量として上だった。俺は力を見せつける、それをみんなが評価してくれる、そう思っていた。結果、俺はずいぶん長い間、迷いに迷った。やっとついこの間、次の人生をはじめられるかと思ったんだが、そんなに甘くはなかった。


    　ダメだな。過去を振り返るのはもっと先でいい。俺はやれることをやれ。


    　パソコンの前に来ると、新着メールが一通届いている。


    　なんと斎さい村むらからのものだったので、恐る恐るながらそれをクリックした。


    　もしかして、手がかりが？　押さえようとしても湧わき上がってくる都合のいい予想を持て余しながら文面に目をやる。


    　九月に異能力者のトーナメントをやるけど出場するか？　というものだった。そっけない言葉が二文、三文ついているだけで、あとは添付でＰＤＦの資料がついている。


    　斎村がガチなバトルのトーナメントを主催しているのは前から知っていた。新しん宿じゆくの街頭ビジョンで告知しているのを桜が咲いている頃ころに見た。あいつは力こそ正義という環境でしか生きられないし、似たような立場の奴やつを救ってやろうという仏心も仏ぶつ舎しや利り一粒ほどはあるのかもしれない。


    　メールには宛あて名なもなければ、丁てい寧ねい語ですらない。「お世話になっております」の冒頭の一文もない。およそ、ビジネスメールとしては最低に近い。だが、無礼ってだけで放置するにはそのメールの内容は魅力的すぎた。しかも本当に用件だけで、俺への気づかいという概念がないのもいい。


    　二か月先のイベントで、異能力者として戦う。


    　目標にするにはちょうどいい。


    　みんな、俺が糸を使うのを見て驚いてくれ。


    　それで俺の生き様から小こ手で毬まりを感じてくれ。


    



    『出る。異能力も開発中だ』


    



    　それだけ書いたメールを送って、俺は一息ついた。


    　やるからには優勝を目指す。俺一人でも最強になるからな。


    　明日も早いから、そんなに遅くまで起きていずにとっとと寝た。


    　夢に小手毬は出てこなかった。俺が霧きり雨さめさんに小手毬のことを話しているだけの夢だった。


    



    　同じ山にずっと籠こもっていると、その山の細かな特徴のようなものが見えてくる。


    　ここが少しくぼんでるな。ここが崩落しそうだから気をつけないと。そういうのがいつのまにかわかるようになっている。自分は登山家でも何でもないが、それでも山で時間を使っていれば、これまでできなかった区別をいくつもつけられる。


    　たとえば、植物や鳥に適切な固有名詞をつけることができるようになる。


    　ドクダミにホタルブクロ、ヘビイチゴとキイチゴの違い、タラノキにイタドリ。コルリ、オオルリ、イワツバメ。


    　糸のほうも同じだった。南みなみ高たか尾おの山に入って二週間。糸を早く走らせるコツが見えた。


    「自分の側がわの手前だけに力をやる……あとは勝手に進ませる……」


    　これまでは力みすぎて、地面を行く糸全体に力を加えようとしていた。それだと、糸が重くなる。糸のしなやかさが死んでしまう。


    　だから、手前だけでいい。あとは糸がその力に押されるように、その方向に加速する。寺のお堂の賽さい銭せん箱ばこの上にある平べったい鰐わに口ぐちを鳴らすのと同じ要領だ。あれも全力で綱を振る必要はない。自分の手元のあたりの綱をぐっと持ち上げて、小さな円を顔の前あたりに作るようにすると、綱全体が動いて、きれいに鰐口を叩たたくことができる。


    　これも本当に偶然だ。数限りなく、糸に力をこめていた時に、偶然にわかった。どうして発見したかもよくわからない。


    　ある瞬間、自転車に乗れるようになっていたのに似ている。


    　あとはこれを実戦レベルにまで高めればいい。また、延々と糸と向き合う時間に戻る。


    　その日もくたくたになって足が動かしづらくなってきたので、下山した。


    「小こ手で毬まりがいたら、コツもレクチャーしてくれるんだけどな」


    　妄想じみた世よ迷まい言ごとのひとりごとが口から漏もれた。


    　二度目の津つ山やま行きからカウントすると、約一か月、まともに誰だれとも会っていない。そろそろ愛想を尽かされているだろうか。俺のいないところで、非難でもされているだろうか。それでもいい。どうせ、俺が調べようとしなければわからないのだ。


    　ツイッターなりなんなりで状況を伝えるぐらいのことはすぐにできた。それをしなかったのは、これが人に教えるような内容のことじゃなくて、俺と小手毬だけの問題だと思っているからだ。


    　スマホも電源を切っていてもいいぐらいだが、俺にコンタクトをとりたがる人間が困るだろうから、部屋に置きっぱなしにしている。山中に持っていったって、電波の入りが悪いのだから同じだ。


    　ここまで人間関係を狭くすれば、小手毬を忘れることもないだろう。せめて、何か月かは小手毬のためだけに時間を使う。


    　もっとも、それは徹底した隠いん遁とん生活でも何でもない。俺はずっと同じ部屋に住んでいる。来る者がいたら拒まない、来る者がいない間は好きなようにやるという程度の距離の置き方だ。


    　──だから、こんなふうに部屋の前に誰かがいるということもある。


    「あっ、朱雀すざく、帰ってきましたわね」


    　舞まい花かが俺の部屋の前で座っていた。着物が汚れるからか、わざわざレジャーシートのようなものまで敷いて。


    「お前、俺が留守の間、ずっといたのか……？」


    　久しぶりだなとあいさつをする前にそっちのほうに頭がいった。こんなアパートの部屋の前で待たせるなんてこれより下がないような待遇だ。自分がそう仕向けたわけでもなんでもないが、少し罪悪感を覚えた。心配をさせてる原因は確実に俺だから。


    「朱雀の様子を見たいなと思いましたの。あまりに音おと沙さ汰たがありませんから、本当にちゃんと生きてるかなって。今日はお仕事がお昼で終わりましたから、ダメ元でやってまいりましたわ」


    　目的は確実にそれしかないだろうが、まさか留守でもそのまま粘ねばるか。その忍耐力はどこから湧わき出てくるんだ。


    「ちなみに何時間待ってた？」


    「二時間と二十分ほどですわ」


    　映画が一本終わってる。


    「と、とにかく中に入ってくれ」


    　すぐにカギを出して開けた。男の一人暮らしだとかそんなことよりも、ここで待たせているという問題のほうが大きい。


    「部屋、片付けなくてかまいませんこと？」


    　慣れたような調子で舞まい花かが言う。まあ、いきなり女性を入れて引かれないような部屋の状態を保っていられる男はそう多くない。だが、俺の場合はまだマシだった。


    「あんまり掃除してないけど、見られてまずいものは表には出てない」


    　小こ手で毬まりと暮らしていたせいもあって、最低限のデリカシーを持つのが普通のことになっていた。それは今も続いている。


    「では、お邪魔いたしますわね」


    　舞花が部屋に入ってくる。それで、やけに大きな白いビニール袋を持っているのに気づいた。近くのスーパーの袋だった。


    「たしかに散らかっているというほどではありませんわね。ちょっと拍子抜けですわ」


    「何を期待していたのか知らないけど、こんなもんだ。ほら、ここに座ってくれ」


    　座ざ布団ぶとんを出す。この部屋はちゃぶ台システムを採用していたので、椅い子すというものが存在しない。なので、座布団を使うことになる。小手毬も優雅にテーブルと椅子で紅茶でも飲みたかったかもしれないが。


    「座らなくてもいいですわ。それより台所を貸していただきますわね」


    　舞花は腕まくりをすると、台所のほうに入る。手のビニール袋も一緒に。ひたすらコンビニ飯に頼っていたので、空あき容器がたまっていることを除けば流しは割りときれいだった。


    「何のつもりだよ」と今更聞くのもバカらしいが、一応聞いておく。


    「まともなものを食べてないんじゃないかと思ったので作りに来たんですわ。案の定、お弁当を買ってすませているみたいですわね」


    　その部分は正解なので、とくに否定もしない。一人暮らしだと、自炊の経済的メリットがかなり縮小されてしまい（少なくとも品数を増やすと弁当代を超える）、コンビニ飯率が上がる。


    　作らなくていいと余計な抵抗をして、舞花の機嫌を悪くさせても無意味なので、勝手にやらせることにした。ただ、舞花が作っている間、パソコンをいじるのはいくらなんでも失礼だから、横に立っている。これで話し相手役ぐらいはつとめることができる。


    「今はどうしてますの、朱雀すざく？」


    「どうしてるって何をだよ」


    　舞花が流しでジャガイモとニンジンを洗う。カレーか肉じゃがかといったところか。腕まくりをした舞花の手が水にぬれて、光をはね返していた。


    「楽しく、ちゃんと生活できてます？　一日中、布団から出ないままだなんてことはないですわよね？」


    「楽しいかはわからないけど、充実はしてる」


    　早く舞まい花かを安心させる言葉を使いたかった。


    「俺、今、新しい異能力の特訓をずっとやってるんだ。場所は高たか尾おのほうの山。今日もその帰りでかなり土つち臭くさいと思う。お前が来ることなんて想定できるわけもないから、そこは大目に見てくれ」


    「信じていいんですわね？」


    　口からでまかせかもと疑われてるってことか。メディア露出が少なくなると、そうなるよな。表に出るというのは、信用を得るための方法の一つだ。


    「会えないほど恥ずかしい状態だったら、お前を追い返してるさ。九月に斎さい村むらが主催するトーナメントに出る。ただ、生半可なレベルで出たら後悔するから、必死に強くなるように頑張ってるってところ」


    「それを聞いたら、もうここに来た意味もあらかたなくなってしまいましたわね。料理やめて帰っちゃいましょうか」


    　包丁でニンジンの皮をむきながら、舞花はそんなことを言う。


    「ここで帰られたら薄情だって恨むぞ」


    「ふふ、冗談ですわ」


    　わざわざ口に出したりはしないけど、久しぶりの友人との会話は本当にうれしい。


    「できれば、まだ特訓に集中したいから、黙っててほしいんだ……。頑張ってるって主張するのも小こ手で毬まりをダシにした売名行為みたいだし、そもそも技を磨みがく時間がそれで削られたら本末転倒だし。美談のドキュメンタリーに仕立て上げようと思えばいくらでもできるだろうからな」


    　半分ウソが混じっていたような気もする。


    　もっと単純に、俺は小手毬との時間を邪魔されたくなかったのだ。


    　特訓中の俺は確実に小手毬のために時間を使っている。俺が強くなればなるだけ、俺はどこか小手毬に近づく。


    「わかりましたわ。わたくしと朱雀すざくの間の秘密ですわね」


    　楽しげに舞花は秘密という言葉を使った。


    「ですが、九月までずっと、朱雀は終わったと口さがない人が言うんですわね。その間、耐えるのは癪しやくではありますけれど」


    「大丈夫。ネットデトックスしてるから俺自身に痛みはない。お前を不快にさせちゃうのは申し訳ないけど」


    「朱雀がいいのなら、わたくしはかまいませんけれど」


    　声が途切れ、包丁がまな板を叩たたくとんとんという音だけが残る。


    「お前、包丁さばき、うまいな」


    「わたくしの家、古風でしたから、こういうのは小学校の頃ころからやらされましたわ。異能力の練習に比べたら、全部簡単だし痛くもないから、むしろ楽しかったですけれどね」


    　作戦は成功した。


    　すべて、わかったうえで舞まい花かが俺に乗ってくれただけかもしれないが。


    「ただ、古風な家なので、そろそろ相手を見つけておかないと実家がうるさくて……」


    　あれ、そらしたところに地雷が埋まってたぞ……。


    「こういう業界、稼げる時に稼いでおかないとダメだから、もう少しあとでと言ってるんですが、なかなかわかってもらえないんですわよね……」


    「うん、そうだな……。あ、話は変わるけど、前に夜行バスに乗った時に──」


    　強引に地雷から離れていくことだけを考えていたら、料理ができていた。


    　まず、肉じゃが。何かの菜っ葉のおひたし（これは保存容器に入れて持ってきてたやつ）、ピリ辛きんぴらごぼう（これも保存容器に入れて持ってきたやつ）、炊き込みご飯。全体的に野菜の量が多い。


    「じゃあ、テーブル、片付けておいてください」


    　テーブルというかちゃぶ台だけどな。小こ手で毬まりは金が入ったあともテーブルを買おうとも引っ越そうともしなかったから、案外和風の暮らしも好きだったのかもしれない。少なくともあいつの作る料理は明らかに和食寄りだった。


    　こうして、すごく久しぶりにこの部屋で二人で飯を食うことになった。


    　肉じゃがは小手毬の得意料理だった。頻ひん度どが高いので、甘いのと甘くないのを両方バリエーションに入れていたぐらいだ。舞花の肉じゃがは甘かった。あと、とろみが強い。たまねぎなんて箸はしでつかむのに難儀するぐらいだ。いももほっこりというよりはしんなりという感じだ。あと、小手毬はインゲンを入れないが、舞花は彩りというか、具材の一つとしてはっきり入れてくる。


    「小手毬のが家庭の味だとすると、舞花のはちゃんとした店の味だな。京のおばんざいバイキングとかやってる店でありそうな味」


    「変な褒ほめ言葉ですが、まあ、わからなくもないですわね」


    　舞花が小手毬の得意料理のことを知っていたかどうか思い出そうとしたが、うまくはいかなかった。


    　次に菜っ葉のおひたし。これは少し冷えている分、ちょっと炊き込みご飯の上にのせて、熱を含ませてから食べるといい。葉野菜特有の苦味とゴマの香りが一緒に鼻に抜ける。大人っていつのまにか苦味を美う味まく感じるようになるんだよな。


    　きんぴらごぼうはやけに素材の数が多い。ごぼうとニンジンは必須として、銀ぎん杏なんや舞まい茸たけまで入っている。これだけで飯一杯食えるんじゃないかというほどに具ぐ沢だく山さんだ。


    　炊き込みご飯もわかりやすい美味さのさらに奥、別の味が隠れている気がする。これ、何かの出だ汁しを入れてるのか？


    「美う味まい」


    　言葉のバリエーションがないので、俺は「美味い」を連発した。そうか、一人でコンビニ飯食ってると、美味いって言ってやれる相手もいないんだよな。自分一人で自炊しても、自分に美味いとは言わないし。


    「それだけがつがつ食べてるということは、たしかに心が弱ってるわけではないようですわね」


    　ずっと舞まい花かは俺の顔というより、俺の調子を見ていた。俺は失った信用を少しずつでも取り戻さないといけない。ある意味、失い慣れているかもしれないが。


    「前に飲み会した時はひどかったよな。あそこからは持ち直した。小こ手で毬まりの糸の力で俺も戦う、そう決めたら急に楽になった」


    「ええ。本当のことを言うと、今日、会った時点で問題なさそうだということはわかったんですわ」


    　俺のほうも自分が舞花を安心させることができているということは、なんとなく感じていた。言動がおかしいわけでも、人相が悪くなってるわけでもない。ただの一人の異能力者として、俺は生きている。表側に出てこないだけだ。


    「ほかの奴やつらにも二か月後のトーナメントで、俺がちゃんとやってたって証明してやるよ。それまではそうっと力を蓄えとく。セミが眠ってるようなもんだ。九月のセミじゃ出てくるのが遅いかもしれないけど」


    「力を見せたあとはどうするつもりですの？」


    　どこか芯しんのあるような声だった。


    　隅に置いてあった本がぱらぱらとめくれた。風が部屋の中で起きている。冷房も扇風機も入れてないから、舞花の心が乱れて、異能力が自然発生しているのだ。


    「あれ、俺、何かまずいこと言ったかな……？」


    　卑ひ屈くつに生きてきた時間が長いせいで、いつのまにか反感を買うようなことを言う癖くせがある。また、それをやらかしただろうか。


    「いえ、たいしたことじゃありませんわ。むしろ、わたくしのほうが勝手なぐらいですから……」


    　あっさりと舞花は引き下がるから、謎なぞは解けないままだ。一応自分の言葉を思い返そうとしたが、大きな問題になるような何かがあったようには思えなかった。


    「また、時間があったらまいりますわ。別に秘密を共有してるわたくしが来る分にはいいでしょう？」


    「いいけど、男の一人暮らしの部屋に何度も来て、写真撮られても知らないぞ」


    「わたくしはかまいませんし、今の朱雀すざくに興味を持ってる記者もカメラマンもいませんわよ」


    「おい、今の発言、けっこう傷口深いぞ……」


    　直接ディスられるのは間接的に評判悪いとか言われてるのを知ることの十倍ぐらいの威力がある。


    「どうして傷つくんですの？　朱雀すざくの目的を考えれば、そうっとしておいてもらえるぐらいでちょうどいいはずですわ。忘れられた頃ころにやってくるほうがインパクトも出ますしね」


    「今、俺がほしいのは正論じゃない。温かさだ」


    「じゃあ……わたくしが温めてあげましょうか？」


    「いや、それはいい……」


    　なんとなく軽口で「よし、頼む」とか言ったらまずいことになりそうな気がした。男の直感だ。


    「わたくしも出すぎたことを言いましたわ、ごめんなさい……」


    　なんで謝るんだよと思ったが、詮せん索さくも怖こわいからしないでおく。


    　話をリセットしたくて、湯のみのお茶を飲み干した。あまり大きなサイズじゃないから、あっさりと空からになる。


    　そこにすぐに舞まい花かがちゃぶ台に載っている急きゆう須すをとる。自分の家でゲストにもてなされるというのもおかしな話だなと思いつつも、断るのもおかしいから「悪い」と言って、湯のみを出した。


    「九月のイベントは、出るからには絶対にいい結果を残しなさいね。ただの努力ではまったく足りませんわよ」


    　俺のほうに身を乗り出してお茶を淹いれる舞花が少し心配そうに言った。


    「舞花もけっこう勝ち負けにこだわるタイプなんだな」


    「もし、そこで力なく負けるようなことになれば、隠れていたことが裏目に出るかもしれませんからね。再出発の機会が最後の一回、ということもありますわよ」


    「川かわ匂わも言ってたな。業界から消えかねないって」


    　舞花の言葉からオブラートをはぐ。


    「つまり、そういうことですわ」


    　たしかに数か月、完全に顔を見せてなかった奴やつがあっさり一回戦負けだとすると、それなりに危ういかもな。


    「もちろん、優勝するさ。第一回ＫＣのチャンピオンなんだからな」


    



    　特訓の時間というのはやたらと延長すればいいってもんじゃない。その質が下がれば、たんに時間を浪費するだけで終わる。人間の集中力っていうのは、持続時間がだいたい決まっているものだ。


    　そんなことはわかっているのに、俺は舞花に会ってから一日の特訓の時間を一時間延ばした。延ばしてからまだ五日目だが。時折小雨がぱらつくが、今日も休まずに来た。


    　右手に糸、左手に鉄線を用意し、同時に打ちこむ。


    　二刀流ならぬ二本流、あるいは二線流。糸一本だけでも完かん璧ぺきにはモノにできていないのに、ずいぶん欲張りだとは思う。だが、小こ手で毬まりはこれぐらい当たり前のようにやれていた。小手毬に追いつくためにはこれができなきゃダメだ。


    　糸と鉄線は前のほうに飛び出していって、途中で絡からまる。また失敗だ。


    「これで三十五回目……いや、三十六回目か……」


    　無ぶ様ざますぎて、笑う気も起こらない。


    　基礎もできてない奴やつが応用編に進んで失敗するというよくある穴にはまっている。それでも、穴を飛び越えられるかもと思って、俺は突っこむ。


    　両手で同時に糸を使うとなると、腕立て伏せ十五回分ぐらいの疲労が体に来る。糸の使用をぶっ通しで十回も繰り返すと、立つのもつらくなってくる。なのに、十回どころかオーバー・サーティーなんだから疲労だけで半分夢心地だ。


    　三十六回目、あるいは三十七回目の同時攻撃。


    　今度は絡まなかったが、鉄線の速度が遅い。これじゃ二本使うメリットが生かせているとは言いがたい。頭がはっきり働いていない。本音を言えば、顔でも洗いたいところだが、このあたりの山は水場もない。持ってきたペットボトルの水を頭からかぶるのが関の山だ。いっそ、雨がもっと強く降ってればいいんだが、肌をぬらした端から乾いていく。まるで水を刷は毛けで薄く塗ってるみたいだ。


    　落ち目になるのは嫌いやだ。


    　いや、落ち目になりたい奴はいないだろうが、小手毬がいなくなった途端、消えていった異能力者だなんて思われるのは避けないといけない。俺が恥ずかしいのはどうでもいい。けど、俺の煌こう霊れいだった小手毬にとっても失礼な話じゃないか。


    　俺は俺でしっかり業界に残る。人気の芸能人のようにはなれなくても、せめて強い異能力者として業界にとどまっていないと、小手毬が戻ってきた時、あいつは本当に情けない思いをする、また自分のことを責める。


    　トーナメントの対戦相手などはまだ発表されていない。もう八月も近いから、かなりギリギリまで引っ張るらしい。現時点でわかってるのはメインアクトも同然の斎さい村むら蕣あさがおが顔を出すことぐらいか。


    　それでも斎村が異能力者を集めるのだから、かなりの猛も者さになることは予想ができた。多くが元『御おん大たい』みたいな奴だったら、気楽に勝つようなことにはならないだろう。


    「付け焼き刃のレベルだったら、簡単に負ける……。せめて斎村といい勝負になるぐらいでないと……」


    　自分に課されているのはほどほどの活躍じゃない。強敵に打ち勝てるだけの実力だ。強さだけで目立つというのはそういうことだ。だったら、こつこつとステップアップしていくやり方じゃ間に合わない。


    　三十七回目、あるいは三十八回目。


    　そろそろ俺が糸を使っているのか、糸が俺を使っているのかわからなくなってくる。


    　おふくろに頼んで岩いわ城きを派遣してもらおうかな。さすがに向こうも痛い目に遭った手前、気まずいか。ただ、一人の特訓は戦闘に向けてのものになった途端、効率は悪くなる。敵のいないトーナメントなんて存在しないからだ。


    　今度は糸と鉄線はまっすぐ伸びる。速度もかなりのものだ。やっと、トンネルを抜けた。


    「よしっ！」


    　だが、その喜びがかえって張り詰めている気持ちをゆるませる。


    　どっと疲れがきた。立ちくらみがした。普通なら、とっさに足が前に出るものだが、今日はそれが出なかった。無理はとっくに通り越していた。


    　前のめりになって土の上に倒れる。木の根であごを打たないようにだけ気を配った。


    「疲れすぎだ……。力の配分が……非効率的だった……」


    　これだと一戦目に勝てても二回戦で負ける。


    　まだ小こ手で毬まりの壁は厚いし高い。だけど、ちょっとでも小手毬の実力に近づかないと。


    　俺の力を小手毬の力に重ねていく──そうすることが俺の生き方の中で正解なんだと胸を張って言える。


    　かといって、倒れてたんじゃ、話にならないんだけどさ……。


    　かさかさと葉がこすれ合う音がする。誰だれかが目の前に来たように感じた。


    　──『マスターがここまで頑張るとは思っていませんでした』


    　小手毬の声が聞こえる。間違いなく幻聴だ。幻聴でも声が聞けるだけうれしいけど。


    　わずかに上目づかいになると、そこに小手毬がいるような気がする。実際はやけに節の多い木があるだけだ。


    　──『もう、マスターはじゅうぶんやりましたよ。少し、練習量を減らしましょう。即席で私のレベルに到達しようという発想がだいたい失礼です』


    　それに関してはお説ごもっともだ。わかりやすいショートカットなんてものはたいていなくて、じっくりビーフシチューでも煮込むようにやるのが正しいのだ。


    　それでも、俺は促成栽培で出荷まで持っていかないといけない。


    　理由は単純で時間が足りないからだ。俺は中学生じゃないからだ。パートナーを失った悲しみに耐えて、パートナーの異能力で復帰、だがあえなく一回戦で敗退──だなんて話は元最強の名に泥を塗る行為だ。


    　──『糸を使うだなんて実戦に入る時点で早すぎるぐらいです。まずはゴスの精神と歴史から勉強をはじめる必要があります』


    　お前、そんな手前からはじめさせる気かよ……。というか、それって絶対関係ないだろ……。


    　この世界には努力賞なんてない。実績を残さないとダメなんだ。


    　──『あの、もちろんマスターが活躍すれば、マスターは日の目を見ます。そのためにやってるならいいんですが……』


    　なんだよ、幻聴のくせにしゃべるのためらうなよ。


    　──『仮にマスターが優勝しても……私が戻ってくるわけではありません……』


    　ぶっちゃけちゃったよ、こいつは。


    「それでもいいんだよ。なんかさ、俺がいい結果を出せば、それで何もかもがいい方向に流れる気がするんだ」


    　わざわざ声に出した。


    　実は半信半疑だった自分自身を納得させるために。


    　俺は小こ手で毬まりの力を使って、次の大会で優勝する。そして、奇跡が起きる。


    　できすぎた話。妄想。世よ迷まい言ごと。そんなことは百も承知だ。サンタクロースを信じてるお子様じゃない。それでも、やるしかない。やらないという選択肢はない。


    　ボロボロになっても小手毬のために生きろ、そう白びやつ虎こは言った。そのとおりだ。小手毬のために生きれば、俺の人生にも意味が生まれる。


    　けど、啖たん呵かを切った割りには体が重い。動かない。これは脱水症状も起こしてるだろうか。放置されると本当にヤバいかもな……。


    　一人って誰だれも手を差し伸べてくれない状態を言うんだな。そりゃ、一人暮らしのほうが死亡率が高いはずだ。本人が倒れたら救急車だって呼べやしない。


    　小手毬と二人の時は、絶対にあいつが俺を起こしてくれただろうにな。


    　強くなるためにも強さがいる。あまりに弱ければ強くなるために鍛きたえることもできない。


    　みじめだ。砂の味だ。


    　このみじめさを菊きく坂さかも感じ取ってたんだろう。弱い自分を変えないと何もはじまらない、そう思うようになってもおかしくはない。


    　こんな経験、過去にもあった。煌こう霊れい遣いになるための修行の時だ。


    　今と同じように体もまともに動かなくなって、嫌いやで嫌でたまらなかった。遠くから親おや父じの黄こう龍りゆうの声だけが聞こえる。何笑ってるんだよ。子供がへたばってるんだから助けろよ。「助けてやってもいいけどよ、それ、一生残るぞ。親父に助けられたって。みっともねえ記憶として残っても恨むなよ」ふざけんな、そこまで言われて救出されてたまるか。俺一人でどうにかする。「そうそう、その意気だ。それに男だったら、かわいい女の子に助けてもらえよ。親に助けられても生産的じゃねえ」かわいい子がいたとしても、こんな山中にまで助けに来るわけねえだろ……。まず人間がいねえよ……。


    　一瞬、気が遠くなってたな。


    　葉がこすれ合う音はまだ続いていた。何かが近づいてくる。ここで岩いわ城きが復ふく讐しゆうに来たらあらゆる悲惨な拷ごう問もんをされたうえで殺されそうだな。


    　視界に手が伸びてくる。


    　誰だれだ、誰の手だ？


    「朱雀すざく。手、つかめますか？」


    　つかめるかは別として、飛びつきたくなるような甘い声だった。


    「倒れるまで練習するなんてもっと若手の子がすることですわよ」


    　どうにか顔をあげると、中腰になっている舞まい花かがいた。


    　かろうじて舞花の手に手を伸ばすと、そのまま引っ張り上げてもらった。ふらついているので、舞花に寄りかかる。俺と舞花は「人」という字のなりたちを実践する。


    「なんで、ここがわかったんだ……」


    「前に練習場所はだいたい聞いていましたわよ。山の中は何本も道があるわけじゃありませんし。雨なのに家にいないから、倒れて前日から帰宅してないんだったらどうしようと思って来てみたわけです」


    「お前が世話焼きで助かった……」


    「本当に感謝してほしいですわ。ひとまず下山しますわよ！　【旋風のたわむれフラツター・ブリーズ】！」


    　舞花の風が俺の体を包んだ。風で飛ばされるというわけではないが、軽く浮かされながら、俺は舞花につかまっていた。


    　足が浮く。俺たちはのんびりした速度で空を飛んでいる。山の内側にいたのに、すぐに外側から眺める位置に変わる。絶景というほどじゃなかったが、山を上から見下ろすというのはオツなものだ。濃すぎることのない、やさしい緑色。


    「なんか、観光リフトみたいだ」


    「もう少しいいたとえがほしいですわね」


    　頼れる同期がいてくれてよかった。


    　その日も舞花に料理を作ってもらった。その間、俺は部屋の中でぐったりしていた。もう動くことはできたが、クマみたいに歩き回るのは恥ずかしくてできない。無力感が俺をさいなんでいる。


    「どうして、こんな無理をしましたの？　ペース配分ぐらい朱雀ならわかりますわよね？　それとも体を壊すことが目的でしたの？」


    　下準備を終えた舞花が台所から戻ってきた。


    「早く強くなりたかった」


    「やめろと言っても聞かないですわよね」


    「そうだな。やるだろうな……」


    　これじゃ、舞花にも愛想を尽かされるかな。


    「じゃあ、わたくしの仕事のない日は、特訓に付き合いますわ」


    「えっ……？」


    「これで朱雀すざくに死なれたら、わたくしもいい気持ちにはなれませんもの。見回りのつもりでまいりますわ。それに──」


    　舞まい花かは笑った。異能力者の矜きよう持じに満ちた表情をして。


    「わたくしに勝てないようじゃ、大会も勝てませんわよ」


    



    
      ★

    


    



    　平均して三日に一回ぐらいのペースで舞花は南みなみ高たか尾おの山に来てくれた。


    　昼から来ることもあれば、むしろ朝方に来て昼前に戻っていくこともあった。山にまで姿を見せなくても、帰宅したら舞花が来ていることもあった（待たせるのが悪いから合あい鍵かぎを渡した）。


    　正直、俺に尽くしすぎだ。何度も申し訳ないと言った。申し訳ないと言うのはタダだ。おかげで余計に舞花への借りが増える。せめて電車賃ぐらい受け取らせたかったが、それすら舞花は固辞してなかなかもらってくれなかった。


    　その日もこんなふうに言われた。


    「わたくし、飲み会の席でこう言いましたのよ。朱雀の一生ぐらいは養いますわって。だから、これぐらいならたいしたことじゃありませんわよ」


    「あんなのは口約束だろ。破ったからって川かわ匂わに叩たたかれるわけでもない」


    「わたくしにもプライドというものがありますわ」


    「お前にばかり無理をさせてる」


    「ご心配なく。いつか返してもらうつもりですから」


    　そのいつかがいつ来るのか、俺にはよくわからなかった。


    　かかわってしまったからには最後まで面倒を見る。舞花はそう言いたいのだろう。一切の対価を払えない俺はとにかく舞花に真しん摯しに向き合うことで、少しでも自分の負債を心理的に減らそうとした。減らそうとはしたが、好意は一貫して受け取った。


    　小ずるい人間で自分が嫌いやになるが、舞花が来てくれるのは本当にありがたかったのだ。


    　まず、業界の現状を聞けば教えてくれる。俺のこともたまに聞いた。心配している者と忘れかけてる者、その二通りがあった。心配している人間には俺が頑張ってるとそうっと言ってもらうことにした。とくにみぞれとかな。あまりに不義理なことをしているという自覚ぐらいはあった。


    　あと、特訓に付き合ってもらえるのは、もっとありがたかった。


    　一人でやったって、どれぐらい試合で通用するのか、勘所はつかめない。舞花が練習相手をつとめてくれることで、足りないもの、甘いところ、何もかもがクリアになる。強くなるためにやることは、一人で練習時間を延ばすことじゃなくて、いい仲間を見つけることだったってわけだ。


    　舞まい花かにはおおかた負けた。【旋風のたわむれフラツター・ブリーズ】を向こうはマスターしている。しかも舞花の異能力は攻めに守りにと、バランスがとれている。


    　どれか一つの弱点を突いて倒せるような代物じゃない。キャリアの差が露骨に出て、中途半端な糸の異能力者は何度も辛酸を舐なめる。


    　だけど、弱い奴やつほど早く成長するんだ。


    　単純に慣れの問題もあるかもしれないが、徐々に舞花との差が縮まっている感覚はあった。糸が舞花をかすめる手前までは来ている。もうすぐ。もうすぐだ。もっとも、こういうのはいけそうというところでまた足踏みをするものと相場が決まっているのだが。


    　そんな状態で迎えた大会一か月と三日前。


    　一か月前になったら、下記のトーナメント表をアップするというメールが来た。斎さい村むらじゃなくて、テレビ局からのメールなので、ちゃんと丁てい寧ねいな文面だ。


    　問題は誰だれと当たるか、誰が出るか。


    　弱い奴であってくれと思いながら、トーナメント表のＰＤＦを確認した。自分の名前はすぐに見つかった。


    　一回戦はそんなに有名な奴じゃない。よかった、よかった。


    　それで次の試合でぶつかる可能性があるのは誰と誰だ？


    　すごく不吉な名前が書いてあることに気づいた。もし、一回戦で勝てば、次はおそらくこいつと当たる。


    　──滝たきヶが峰みね万ばん理り。


    「俺の人生って本当に波は瀾らんが多いよな。それとも、誰しも、これぐらいの荒波は乗り越えていかないといけないのか？」


    　なんで、ＫＣの前回優勝者がそれより一段落ちるイベントに出るんだよと思ったが、ちゃんとウェブ告知用の文章のところに「まさに道場破り！　それとも誰かが滝ヶ峰万理を止めるのか!?」などと書いてある。その誰かに俺がならないとダメなんだよ。いや、一回戦であいつと当たる奴が止めてくれてもいいんだけど。


    「何かありましたの？」


    　料理を作ってくれていた舞花もパソコンの前に来た。俺はもう笑うしかないという顔で、体をどけて画面を見せた。


    「……朱雀すざく、とことん運というものがありませんわね」


    　俺も同感だ。


    　そんなところで、スマホが鳴る。だいたいの予想はついた。滝ヶ峰からだった。


    『同情はせんからな。お前がどこまで仕上げてきていようと、全力で叩たたきつぶす』


    「同情することなんてできるんですか、先輩」


    　売り言葉に買い言葉。ごく普通の対戦相手同士のコミュニケーションだが、俺のほうがどこかやせ我慢のような感じがある。


    　次の言葉はきっと滝たきヶが峰みねなりの気づかいなのだろう。


    『引退試合の場に私との戦いを使おうとしているなら許さんからな』


    　まだ続けろと言ってくれてると解していいんだよな？


    「大丈夫です。その日からまた俺は生まれ変わりますから」


    　電話はそこで俺から切った。長々と滝ヶ峰と話せる気分でもなかった。


    「明日から、今まで以上に本気でやる」


    



    　本気といっても、特訓の時間を延ばすのにも限界がある。


    　しかも真夏の八月は立っているだけで体力を奪い続けていく。


    　追いこまれると、もう一度質の底上げをやらないといけなくなった。二十日後が本番だと思うな。一時間後には対戦が控えていると思え。俺は糸の異能力者だ。これでどこまでもやっていくのだ。


    　舞まい花かが特訓に顔を出してくれた時は、ほぼすべて模擬戦を頼んだ。大会のつもりで糸を放つ。鉄線も同時に使う。糸の硬化も織り交ぜる。余裕があれば、伏兵用にほかの糸を地面に忍ばせる。


    　美みま作さかの山中で修行した時のこと──岩いわ城きと戦った時のことを思い出せ。


    　あの時のように極限状態を超えろ。一線を超えろ。そして自分なりの線をこの糸で引いてしまえ。


    　そして、ついに俺が地面に潜ませていた糸が舞花の足に巻きつく。


    「あっ！　やられましたわ！」


    　舞花は叫んだまま、ずるずると地面を引きずられていく。舞花だって俺の手の内は当然把握していたはずだ。それが見事に決まるほどに舞花に余裕がなくなっていたということだ。


    　俺の手前まで来たところで、糸をほどいた。


    「ものになってきた……。かなり自然にできた」


    　付け焼き刃でも丸腰よりはマシだ。俺は小こ手で毬まりが戻ってくるまで煌こう霊れい遣いから糸遣いになる。


    「風が変わりましたわ」


    　最初、それが比ひ喩ゆだとは気づかなかった。本当に吹いている風の向きでも違ったかと思った。


    「朱雀すざく、やれますわ。あなたはこの瞬間、一歩何かを乗り越えました」


    　ああ、俺がステップアップしたってことか。


    「おめでとう──とは言いませんわよ。わたくしもそれなりに悔くやしいですからね」


    「その割りには、お前、うれしそうな顔になってるぞ」


    「朱雀が強くなるなら、うれしいに決まっていますもの」


    　この広い世の中には自分の人生のキーマンが無数の人間の中にそうっと隠れていて、その人間に会うかどうかで行き先がまったく変わってしまうのだと思う。きっと、俺の人生の中では舞まい花かがそんな一人なんだろう。


    　舞花が俺の同期でいてくれて、本当によかった。舞花がいなかったら、もっとはるか手前で業界でやっていくのを諦あきらめていたかもしれない。ぐじぐじ自分の不運を嘆いて、異能力者と何の関係もない仕事をしていたかもしれない。


    　第一回ＫＣの前のこと、転職を本気で考えていた俺は知っている。一切のプライドを捨ててしまえば、生きていくだけなら割合と簡単にできるってことを。小こ手で毬まりはそんな別の人生を歩むことは許さないと言った。


    　だから、俺はまだ異能力者としてここで立っている。


    「もう一戦やりますわよ。今のはちょっとした油断のせいですから」


    　次は、糸と一緒に俺が舞花の風に巻き上げられて、負けた。糸自体が敵の攻撃を受けてしまうと、もう修正が利かない。いろんな敵と戦えてないせいだ。


    　それでも、三～四回に一回ぐらいは勝ちを拾えるようになってきた。舞花との差は確実に縮まっている。


    　問題は舞花より滝たきヶが峰みねは確実に強いだろうということだが……アドバンテージはある。あいつの戦い方を俺は知っている、あいつは俺が何をしているか知らない。


    　それだけの条件が揃そろってるなら、俺は勝たないといけない。


    　だって、影えい殺さつ師しなんだから。殺し屋の末まつ裔えいなんだから。


    　九月の本番まで三週間もない。上等だ。男子三日会わざれば刮かつ目もくして見よ。こんだけ日があれば五段階は進化してやるよ。


    



    
      ★

    


    



    　バトルマーケット１──それがイベントの名前だ。


    　直訳すると戦いのマーケット、あんまり訳せてないな……。戦いの市場？　まあ、こういうのはイベント名なんてものはえてしてどうでもよいのだ。異能力者のガチバトルのトーナメントというその事実だけが重要だ。


    　割り当てられた部屋に入ったら、案の定、いろんな人間が顔を出しに来た。最初から精神集中なんて無理だと思ってたが、それで正解だ。


    　まず来たのはイベントに俺を招待した斎さい村むら蕣あさがお。ただ、参加してくださってどうもありがとうございますだなんてことをこいつが言うわけない。


    「あなたを呼んだら面白そうだから呼んでみた」


    　ツンデレでもなんでもなく本音なんだろうよ。それだけ言って去っていった。燧のろしのほうは気を利かせてお菓子の包みを置いていったけど。箱に「バトルマーケット・クッキー」と書いてあるから、どうやらイベント限定のお菓子か何からしい。音楽のライブでも物販で稼ぐ時代だそうだが、斎さい村むらもこういうので儲もうけるつもりなのだろうか……？


    　そのあと、みぞれが心配顔で入ってきた。みぞれは遠慮がちでほとんどしゃべらなかった。大学生になってからみぞれは大人の間まを作るのが上じよう手ずになっていて、それがちょっとだけ寂しかった。


    　俺が扱いづらい生き方してたのもあるんだけど。


    　みぞれのあとは俺を信じてないであろう仔こ犬いぬ丸まると川かわ匂わが揃そろって入ってきた。


    「これで腑ふ抜ぬけてないかどうか見極められますね」


    　以前の事務所でのやりとりを仔犬丸はほじくり返した。言うと思った。


    「二回戦も勝つつもりだからな」


    　こっちも大きく出ておいた。本当はみぞれにぐらい、もっとたくさん言葉をかけるべきだったのだけど、すべて終わってからでなければ何の意味もないと思った。俺に必要なのは意欲じゃなくて結果だ。


    　あと、意外な奴やつからお菓子が届いた。差出人は「菊きく坂さかミライ」となっていた。包みを開けたら、「毒ではないので安心してください」というレターカードが入っていた。


    「誰だれか知らないですけど、きっと毒ですよ。わたしにはわかります」


    　川匂め……思い出すだけで腹が立つ……。


    　この女は『あいどりんぐ・すとっぷ！』の特番で俺と戦ったあとに、さらりと劇物をお礼として持ってきた。まさかわさび入りなんて思わずに、俺は控え室ですぐにかじりついて、悶もん絶ぜつした。いつか、ドッキリで復ふく讐しゆうしてやるぞ。


    「わさび入りシュークリームをプレゼントしてくれた人間の台詞せりふは含がん蓄ちく深いな。お前にされた仕打ちは死ぬまで忘れないからな」


    「つまり、死んだら忘れてくれるんですね」


    　最後に舞まい花かが入ってきた。ただ、ずっと顔を合わせていたから、お互い、新しく何か言うこともなかった。


    「風はあなたのほうに吹いていますわ。なんでしたら、風水で占ってあげましょうか？」


    「いらん。これまで修行に付き合ってくれただけでじゅうぶんだ」


    　周りは何のことかわからないだろうから、舞花と今日の大会に向けて修練を積んでいたことを話した。なぜか、川匂が気難しい顔をした。


    「あなたも身を固めるつもりになったんですか？」


    「ああ、小こ手で毬まりが復帰するまで異能力者としてこのまま続けるって決めた」


    「そんなことは聞いていません。あの…………しらばっくれているのか、本当にわかっていないのか知りませんが、それなりの覚悟はしてないといけませんよ。もう、引き返せないところまで来てる気がしますよ」


    　ちらっと川かわ匂わは舞まい花かのほうを一いち瞥べつしたが、とくに何も追加の言葉はなかった。舞花も何も言わなかった。


    「悪いけど、試合まで時間がないからな。長くなりそうな話だったら、またあとにしてくれ」


    　その一言で、川匂はあっさりと下がってくれた。


    　バトルマーケットの参加異能力者数は十六人。テレビ中継を考えれば、このサイズが手て頃ごろだ。俺は一回戦八試合目、つまりラストだ。


    　極めて順当に斎さい村むらと燧のろしのペアが勝利し（小こ手で毬まりがいない立場であらためて見ると、この煌こう霊れい遣いの二人組というのはかなりチートに見える。明らかに二対一だよな……）、俺が入場ゲートで待っている前で滝たきヶが峰みねの剣がまさに火を噴ふいて、敵を圧倒した。


    　さて、いよいよ俺の番だな。


    　俺の名前がコールされると場内の空気がおかしなことになった。素直に俺を待ちわびていたぜって声もあるが、どうするつもりなんだという戸惑いも多い。


    　今頃、実況と解説者は、俺がまったく表に顔を出していなかったことを伝えているだろう。何もかもがこの日、明らかになる。ある意味、俺の再出発にはもってこいの環境だ。


    　ただし、俺の力をちゃんと見せつけられればな。


    　あっさり敗退だなんてことになったら、俺の商品価値はとことん下落する。バイト生活を本格的に考えないといけなくなるかもしれない。


    　いや、負けた時のことなんて考えなくていい。


    　俺が糸で戦うということは、小手毬と共に戦うってことだ。こんなところで負けるだなんてことはあっちゃダメなんだよ。


    　対戦相手は、竜たつ山やまホーデン。巨大なブロック状の石に乗ってやってきた。石に車輪がついてるわけでも、神み輿こしのように背負ってもらってるわけでもなく、石を浮かせているのだ。属性だけなら岩いわ城きに似てるが戦法はかなり異なるようだ。


    　リングに立つ。あまりになつかしい。


    　不安はいつだってつきまとっていたけれど、事ここにいたっては楽しさのほうがまさっている。これなら、ここでずっとやっていけそうだ。つらくても、打ちのめされても、腕が折れても足が折れても、投げ出さずにすみそうだ。


    　小手毬、見てるか。俺は戻ってきたぞ。見てるわけないな。魂たましいがこんなところ、漂ってるわけないからな。お前は淵えん堂どうの管理してる世界で眠りについてるよな。


    　レフェリーが試合開始を告げる。


    　竜山の足下にあった石が細かく分離する。パズルがぶちまけられたように。


    　そして、石の欠片かけらが一斉に俺のほうに襲おそいかかってくる。


    　石いし飛礫つぶてってところか。


    　俺はそれを二本の糸で片っ端から叩たたき落とす。


    　糸にぶち当たった石は力なくマットに転がる。


    　観客が「あいつ、糸使ってるぞ!?」「二つ目の能力かよ！」とどよめいている。


    　俺の糸が敵の石を落とす速度のほうが、敵の攻撃より速い。


    　だったら、このままでいい。


    　このまま行け。


    　このまま行け。どうか、敵が余計なことをしてきませんように。突発的な何かにこたえられる自信はないんだ。


    　糸が敵に近づいていく、近づいていく。あっという間のことなのに、ものすごく長く感じる。


    　左手から伸びている糸が竜たつ山やまの顔を打つ。


    　行け！　もう一度打つ。


    　右の糸も竜山の体を打つ。ムチ状の糸の連打。駆け引きも何もなく、ただ無骨に叩たたき続ける。


    「行けっ！」


    　思わず叫んでいた。


    　一発でしとめられる威力はない。しなやかな攻撃もできていない。それでも、敵にまでは届いている。このまま決まってくれ。


    　竜山の体が浮いた。


    　下から叩き上げる一撃が決まっていた。


    　小さな放物線を描いて、竜山がリングアウトする。


    　俺の勝ちをレフェリーが告げる。


    　歓声が湧わき起こる。会場が俺を讃たたえてくれている。


    　ああ、戻ってこられたんだ。雑だけど、勝てたんだ。


    　大きなモニターには試合の様子が映っている。糸が伸びていって、石を落として、あとは竜山をばしばし攻撃する。見た目だけなら、一方的なボクシングの試合のような胸のすく内容だった。本当は気が気でなかったんだけど。


    　俺は手を挙げて、振った。客のためというよりは、この会場のどこかにいる舞まい花かのためだった。舞花がどこにいるかわからないから振ったまま一周した。おかげで会場はさらに盛り上がった。確実に一回戦で最大の盛り上がりだった。


    　だが、これで終わりじゃない。本番はこの次だ。そして、この次はインターバルもたいして置かずにやってくる。


    



    　二回戦、滝たきヶが峰みねが帯刀したまま、リングに上がってくる。


    【世界切断の斬炎ブレイク・ザ・ワールド】──前回のＫＣ優勝の異能力。鞘さやから抜けた途端、あの刀が炎をまとうだろう。


    「糸を習得するという発想は悪くはないな。煌こう霊れいが戻ってくるまでのつなぎとしては最善の手だ。別の煌こう霊れいを連れてくるより、心証もいい」


    「お褒ほめにあずかり光栄ですよ、先輩」


    「だが、試合内容は論外だ。なんだ、あの素人しろうとじみた戦い方は。虚こ仮けの一念といった調子で力で押すだけだ。お前のキャリアで許される戦いではない」


    「勝ちを忘れると、あんなへっぴり腰になっちゃうんですよ。でも、その呪じゆ縛ばくも解けましたから、大丈夫です」


    　さっきのは練習試合。本番はこれから。


    「お前がいかに衰えているか思い知らせてやる」


    　思い知りたくないから、全力でやるぜ。


    　試合がはじまる。俺は定石どおり糸を出す。


    　──ナイフを結んだ糸を。


    「行けっ！」


    　左右の糸をしならせて、ナイフを突っこませる。


    　小こ手で毬まりはこんなことをしたことがなかった。あいつは糸を使うことにプライドを持ってたからな。別の武器をくくりつけるだなんて発想はない。俺はむしろナイフを使うほうが得意だった。だから、強引に組み合わせた。


    　滝たきヶが峰みねは刀を抜くと同時にそこから炎を噴き上がらせる。一本はその炎で吹き飛ばして、もう一本は体をひねってかわす。


    　その時には俺はもう違うナイフを持って、自分自身が突っこんでいく。


    　一方で、糸は先遣隊のごとく、滝ヶ峰に向かっている。


    　俺は一人で戦ってるつもりはないぞ。小手毬とのタッグだ。


    　だから、手数だって二人分ぐらいはある。


    　無茶苦茶な攻撃だ。集中力もハンパなくかかる。とても長時間戦えるようなやり方じゃない。


    　それでもこれぐらいやらないと、三秒とリングの上に立っていられないからな。


    　俺が弱いかどうかお前の体で確かめさせてやるよ。滝ヶ峰、今回のお前は俺の目標じゃない。通過点だ。せいぜい優勝って目標の途中に立ちはだかる中ボスだ。さあ、ぶっつぶす！


    　どうする、滝ヶ峰？


    　炎でねじ伏せるか？　熱いぐらいなら我慢してやるぜ。ちょっとした地獄ぐらいの苦しみは俺は味わってきてるからな。


    　刀で白兵戦をやるか？　それなら糸がお前の出鼻をくじく。手数が多いだけ、俺が有利だ。


    「くぅっ！」


    　滝ヶ峰は刀を捨てると、俺の糸の一本を両手でつかむ。


    　俺の糸も立派な凶器だぞ。滝ヶ峰の手から、血が飛び散る。手の皮が擦すり切れている。荒縄なんかより、よほど手を傷つける。それでも滝ヶ峰は糸をつかむ。何を考えてるんだ？　だったら、もう片方の糸で──


    「さっきの一戦もそうだったが──お前は詰めが甘いっ！」


    　滝たきヶが峰みねが糸に火を放つ。


    　糸を焼き切ろうとしたのかと思った。


    　違った。


    　火が俺のほうに糸伝いに走ってくる。


    　導火線のように俺の体まですぐに火がまわる。手が燃える。


    「あちちちちっ！」


    　そんな戦法は考えていなかった。熱さで集中力が途切れる。ダメだ！　もうちょっと耐えろ！　もう一本の糸で滝ヶ峰の首でも絞めれば──


    　滝ヶ峰が俺のほうに踏みこんでくる。


    　長く伸びた足が俺の顔をとらえた。


    「出直してこい！」


    　あまりにもきれいに決まった。


    　俺はリングに崩れ落ちる。というか、まっさかさまに叩たたき落とされる。脳のう震しん盪とうが起こる。意識はあるが、立ち上がれない。手も動くが、立ち上がれない。くそっ！　沈んでる暇ひまなんてないんだ！　立てよ！
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    　ダメだ。リングの上じゃ、仏のような舞まい花かも助けに来てくれるはずもない。


    　頼れるのは自分だけだし、そんな俺はすがすがしいぐらい、空からっぽだ。


    　だとしたら、真空のように、また何かをこの体の中に入れて、再出発できるかな。


    　そう期待したいけれど、今の俺はただの空っぽだから、何もわからない。


    　俺の耳が滝たきヶが峰みねの勝利の声を聞く。


    　あ～あ、ベスト８エイト止まりかよ。これで滝ヶ峰を倒したら、また俺は英雄だったのにな。


    　小こ手で毬まり、やっぱりお前が戻ってきてくれないとダメかもな。


    　やけに拍はく手しゆが長い。どれだけ滝ヶ峰を讃たたえてんだよと思ってたけど、そうじゃないと気づいた。


    　これ、俺への拍手だ。


    　小手毬がいないのにけなげに戦っている俺への。


    　うれしいけど、ちょっと違うぞ。


    　悲劇のヒーローになりたくなんてないし、なるつもりもないんだ。


    　だって小手毬はちゃんと取り戻すんだから。
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    ４話　愛の定義について

    


    　バトルマーケット１は順当に斎さい村むら・燧のろしと滝たきヶが峰みね万ばん理りの決勝戦になった。


    　なかなか鬼気迫る戦いだったが、滝ヶ峰が辛勝した。刀と鎌かまが何度もぶつかって、斎村の鎌が宙を舞った。力比べに滝ヶ峰は勝ったのだ。燧は分け入ることもできなかった。


    　なんか、滝ヶ峰がどんどん強くなっている気がする。ＫＣまで長らくギリギリの勝負というものをしていなかった滝ヶ峰が、いまやガチバトルの巨頭だ。斎村も確実に本気だっただろうに、それでも退しりぞけられるというのだからたいしたものだ。


    　まあ、そんな感想をじっくり抱いだく暇ひまもなかったのだけど。


    　自分の敗退が決まった直後から、取材陣に俺は取り囲まれる。


    「糸を使うようになった理由は何ですか？」


    「小こ手で毬まりの力で戦いたいと思ったからです。あいつが死んだわけでもないのに、ほかの煌こう霊れいを探すのは嫌いやだったんで。だったら、俺がちゃんと異能力者に見える力がいるな、それなら小手毬の力がいいなって。けどまだまだですね。勝てなきゃ意味がない」


    「じゃあ、本当にイチから糸を覚えたということですか？」


    「そうですね。これまでは煌霊を扱う以外は身体能力にすぐれてるだけの普通の人間だったんで、異能力者になる必要があるなっていうのもあって」


    「これからはどうされるんですか？」


    「ひたすら修行ですね。俺が糸を使ってるのは小手毬がいない間の代役でしかないんで、あいつと二人で戦ってるぐらいの力がなきゃダメなんです。皆さんには及第点を頂けたかもしれませんが、俺はまったく満足してません」


    「今回も滝ヶ峰戦じゃなかったら、もっと上に行っていたという意見もありますね」


    「それはどうかわからないですけど、やれることをやるだけですね」


    「小手毬さんの復活をお祈りしています」


    「そりゃ、俺が復活するよりあいつが復活することのほうが待たれてますからね（笑）。俺のほうもご声援お願いします」


    　テレビの評判はよかったらしい。これは日本人の判はん官がんびいきの精神なのかもしれないが、一回弱っている奴やつが頑張りだすと評価が甘くなる。俺の場合もそういうことなのかなというのはなんとなくわかった。


    　視聴者受けがよかったのもうれしいが、なによりこれで仲間たちと顔を合わせやすくなったのがうれしい。仔こ犬いぬ丸まるは俺の控え室に来るなり「おめでとうございます。生き返りましたね、ゾンビみたいに」と言った。


    「ゾンビだったら死んでるじゃねえか。でも、ゾンビみたいな時期も長かったから反論できないな。復活は俺のお家芸みたいなもんだから、今回も戻ってきた」


    「ほんと、死んだ魚どころじゃないようなひどい目をしてたのに。今だとギャルゲーの絵みたいにキラキラしてますからね。現金なものですよ」


    　なんだよ、そのわかりづらいたとえ。


    「前に会った時は悪かったな」


    「少なくとも、先輩の気持ちが上向きになったのはいいことですよ」


    　仔こ犬いぬ丸まるは小こ手で毬まりの名前を出さない。俺のやる気と小手毬の復活が別の問題だと知っているからだ。


    　そこにみぞれと川かわ匂わが来て、それなりに温かい言葉をくれた。みぞれは入ってくるなり俺に抱きついてきた。小手毬はまだいないけど、ひと区切りと言えなくもないからな。


    「もし、あなたが望むなら、いくつか番組に出せないか、こちらで打診してみますよ。今のあなたなら、視聴者も暗い気分にならずにすむと思いますし」


    　川匂は単刀直入に仕事に関する話をしてきた。俺もひとまずの区切りがついたので、よろしくお願いしたいと答えた。


    「それにしても、よく腐らずにやれましたね。こんなに早く復活するとは思ってませんでしたよ」


    　川匂は俺に笑いかけてくるようなことはないが、それでも態度がだいぶ軟化しているのはわかる。


    　小手毬のことは何も解決してないのに、みんな終わった気になりすぎてないか。


    「舞まい花かのおかげだ。あいつ、特訓だけじゃなく、料理まで作りに来てくれて。あいつの助けがなかったら、一回戦だって勝てたかもわからない」


    「あっ……ああ……料理も作ってくれてたんですか……。ごちそうさまです……」


    「ごちそうさまってお前は食ってないだろ」


    　あれ、なんか空気が変わったぞ……。川匂は気まずそうな顔をしてるし、仔犬丸はそりゃそうだよなという顔でうなずいてるし、みぞれに関してはすごく複雑そうな顔になっている。俺はいつ全体攻撃の魔法を使ったんだ？


    「男って、こういうところの切り替えが早いんですよね。いくらなんでも早すぎると思いますけど、たしかに結婚してたわけでもないし、こういうのもアリかもしれませんね。わたしがアドバイスしたようなものだから責める義理はありませんけど」


    「思うところはありますけど、舞花さんの覚悟をみぞれは素直に尊敬します。みぞれは心配することしかできませんでしたから……」


    「あれ……。同期にお世話になったってことを言っただけのつもりなんだけど……？」


    　川匂に聞くのが怖こわかったので、無意識のうちにみぞれのほうを向いた。


    「これを無自覚にやれるとしたら、先輩はある意味すごく強いですよ」


    　おい、仔こ犬いぬ丸まる、お前に聞いた覚えはないぞ。


    「だけど、とにもかくにも先輩がトンネルを抜けたのは確かなんだから、よかったですよ。しばらくは勝ち組でいられるんじゃないですか」


    　何を以もって勝ちなのかわからなかったが、俺は何かを得たことになっているらしい。


    　なんだろう、みんなが喜びすぎてて、おいてけぼりにされてるみたいだ。


    　小こ手で毬まりをいないまま、完結した空気を作られるのは困るな。せいぜい通過点でしかないんだから。


    　そこに舞まい花かが入ってきたので、さらに空気がおかしなことになった。


    「あら、わたくしの顔に何かついてますの？」


    「舞花さん、前にお見合いをするかもって言ってませんでしたっけ……？」


    　みぞれが遠慮がちに尋ねた。


    「ちょっと延期になっていますわ」


    　なぜか、舞花まで遠慮がちに答えた。


    



    　翌日、舞花は俺の部屋にショートケーキとワインを持ってきてくれた。


    「よく頑張りましたわね、朱雀すざく」


    「むしろ、お前のために俺が感謝の印しるしを贈らないといけないとこなんだけど」


    　ちゃぶ台の上にワインを置く。ワイングラスだなんてシャレたものがないので、ただの透明なコップを出す。どっかの店でポイントをためたらもらえる、冷たい水を注ぐとちょっと色が変わるやつ。それと、フリーマーケットで三百円で買ったグラス。


    「朱雀の新生活に乾杯」


    　舞花はそう言って俺のほうにグラスを差し出した。


    「新生活より、小手毬のいる旧生活に戻りたいんだけどな」


    　本音のつもりなのに、それが冗談のように聞こえてしまったのが寂しかった。


    　小手毬に関する手がかりは依然何もないままだ。


    「たしかに小手毬ちゃんは戻っていませんけれど、新生活は新生活ですわ」


    　どこか陰のある笑みで舞花は言った。


    



    
      ★

    


    



    　バトルマーケット直後の九月中から仕事は増えた。というより、生まれた。元が完全なゼロと言ってもいいようなありさまだったから、マイナスになるわけがない。


    　まず、雑誌の取材がこれまた一斉に来た。俺が見事な復活を果たしたというのは、それなりの価値ある情報として認識されているらしい。しかも、小手毬の糸を継いでいるというのだから、俺の言葉を聞きたい奴やつがいても不思議じゃないだろう。


    　テレビの仕事もいくつか来た。いろんな業界の頑張っている奴を取り上げる番組から、もっとゆるいノリのものまで。どこまでが川かわ匂わのおかげでどこまでがそうじゃないかはよくわからないが、間違いなく仕事はやってきた。


    　最初のほうこそ、小こ手で毬まりについて聞かれたが、次第にそれもなくなっていった。俺のことを気づかってくれてる結果なのか、それともみんな小手毬のことをそろそろ忘れようとしているのか。


    　それともう一つ。トーナメントの出場依頼が来た──ＫＣだ。


    　これまでの依頼と比べても、かなり遅い出場打診の連絡だった。相手方は「今年は無理だろうと諦あきらめていたが、今ならいけそうだと思った」と素直に話してくれた。こういう時のために最後の一枠だけ残しておいてくれたらしい。


    　俺は快諾する。場合によっては小手毬と二人で出場することになるという条件をつけて。


    　そこから先は仕事と特訓の二本の柱の生活になった。小手毬が現役で働いていた頃ころと比べると収入は知れていたが、俺一人だと出ていく金もたいした額じゃないから、貯金を崩すこともせずにすんだ。


    　十月の後半、霧きり雨さめさんから送られてきたいつもの長文メールを見ていると、久しぶりに会わないかと書いてあった。都合のいい日程を三つほどあげたら、三十分後には返信が来た。あの人も俺が活動しだしたから会いやすくなったんだろう。


    　新宿にある、イカが堂々と店名に入っている店に連れていかれた。デカい水槽の中に魚が泳いでいて、ちょっと生なま臭ぐさいぐらいだ。


    「ご活躍は拝見してますよ、朱雀すざくさん」


    　ビールを二つ頼むと、すぐに霧雨さんは言った。


    「できることをやってるだけです。実績だって残せてるわけじゃないですし」


    　もちろん、どうだ偉いだろだなんて言わないが、その言葉は謙けん遜そんというよりも、俺の本心だった。


    　大会で好成績を収めたわけでもない。少し滝たきヶが峰みねの肝を冷やすぐらいのことはできたかもしれないが、つまりはその程度だったってことだ。これじゃ、横綱相手に健闘だけはした前まえ頭がしら上位ってところだ。かつて、俺はあいつに勝った。小手毬と二人がかりとはいえ、あいつに敗北を味わわせてやった。それが追いかける側がわに後退しているのだから、全然ダメと言われてもしょうがないぐらいだ。


    「朱雀さんが次の一歩を踏み出せたことが大事なんです」


    　サラリーマンというのはみんなこうなのか、この人は俺の知ってる大人の中でも極端にまともだと思う。営業の経験でも長かったのかもしれない。この人は俺のためにこの時間を費やしている、そのことがすぐにわかる。


    「これまでの数か月、朱雀すざくさんは沈んでいました。でも、これからは違う。きっと、また新しい出会いもあるでしょうし、第二の人生を歩めるはずです」


    　第二の人生という言葉はちょっと引っかかった。【第二の生の契約者アフター・ライフ】が俺の登録異能力名だから。糸を使いはじめてはいるが、こちらの名前のほうまでは変更する気はない。


    「再出発には違いないかもしれないですけど、そんなに急激に変わるつもりはないですよ。ただ、ゆっくり小こ手で毬まりを待つだけのことですから」


    「……あなたが『天てん上じよう』と接触できる可能性はありません」


    　小手毬が生き返ることはない、とは彼は言わなかった。それでも同じことだった。『天上』みたいな奇跡のようなことを起こせる奴やつにすがるしか、小手毬を助ける方法はないのだから。


    「ないだなんて、どうやって証明できるんですか？」


    　ビールが二人分、置かれる。この人の目的は俺を怒らせることじゃない。そんなことはわかっていたからケンカ腰にはならなかったが、話を中断してメニューを頼もうという気もしない。


    「表現を変えます。あまりにも低すぎる可能性に懸けて、人生を決定するべきではないのです。守しゆ株しゆという言葉がありますね。語源は切り株で動物がつまずくのをずっと見守っている愚おろかしさを言ったものです。幸いはやってきた時にはじめて考えればいいことであって、じっと待つべきものとは違う。あなたはまだ若いですが、その若さもいずれ失われます。ここで立ち止まるのはもったいない」


    　俺って立ち止まっているように見えるのか。まあ、別にいいさ。それでもったいない想いをするのは俺だけなんだから。


    「お気持ちだけいただいておきます。ところで、ここの名物って何ですかね？」


    　飯はおいしく食べないともったいないからな。俺はその日のオススメらしい刺身を注文する。


    　そのあとは一度も霧きり雨さめさんは小手毬に関わる話をしてこなかった。彼が大人であるのと同様に俺も大人だ。大人はほかの大人の人生を無理矢理に決めたりはしない。


    　酔いがまわるのが早くて、あまり魚の味はわからなかった。これはいい酔い方ではないな。楽しむためではなくて、酔うために酔っている。おかげで霧雨さんの言葉も心に響かない。小手毬について語ったところで、俺がこんなていたらくだから届かないだろう。


    　届かないんだと、諦あきらめてくれ。


    　周りから何を言われたって、俺は一いち縷るの望みに懸けるしかないのだ。


    



    　十一月に入ると、気温ががくんと下がった。


    　冬に近づけば冷えるのは当たり前だが、なにせ山の中でＫＣに向けての特訓をしているものだから、温度変化を早めに感じる。体を動かすんだから、年中Ｔシャツ一枚でもいけるんじゃないのかとすら思っていた自分の見通しの甘さにびっくりする。


    　舞まい花かはずっと俺のところに料理をしに来てくれている。時間がない時でも、惣そう菜ざいの入った保存容器を置いていった。舞まい花かのいる生活が当たり前になっていた。


    　俺のほうももらってばかりでは悪いので、ちょっとずつ料理の勉強をはじめた。『男の料理百選』とかいう、いかにも料理が苦手な奴やつ用の料理本を買って、舞花がいない時に試している。


    　それで人前に出しても恥ずかしくないなというレベルのものだけ、舞花に出す。なんか、絵が下へ手たな奴がうまくなってから人に見せようとする発想に近いものがあって、だいたいこういうのってそんなに推奨されている方法ではないと思うが、料理の上達が目的ではなく、あくまでも舞花をもてなすためなのでよしとする。


    　あと、料理に関してはまったく信用置かれてないしな。


    「えっ……朱雀すざくが本当にお菓子を作ったんですの……？」


    　食後、一息ついたというところで、手製のお菓子があると切り出したら、かなりうさんくさそうな顔をされた。


    「手料理をふるまってもお礼っぽくないしな。大丈夫だって……。自分の舌で味見したけど腹痛起こしてないし、砂糖と塩を間違えたりとかもない……」


    「そこまで言うのなら、食べてあげないこともありませんわ」


    　ずいぶんと上から目線で言われた。そんなに警戒しなくてもいいだろ。


    「じゃあ、早速食べてくれ」


    　俺が持ってきたのはココアパウダーをまぶしたボール状のお菓子だ。中身は基本チョコレートで、はっきり言って最初からトリュフでも買ったほうが早いのだが、そんなことを言ったら自分で作る意味がなくなる。


    「作るなら作るで、もう少し見栄えよくできませんの……？　庭に落ちてる梅の実みたいになってますわよ……。もっとパウダーを、こう……上品に振り掛ければ……」


    　お前、もうちょっと素直に喜べよ……。こっちは慣れないことして、心折れそうになってるんだよ……。


    「とにかく食え！　料理は心だ。心はこめた！」


    「心が重要になるのは一通りの技術が身についてからですわよ。基礎の前から精神論に走るのはただの逃げですわ」


    「俺の料理を食べる前から全否定するなよ！　せめて食べてから全否定しろ！」


    　舞花はしぶしぶといった体ていで、フォークでココアボール（今、命名した）一つを口の中に入れた。


    　甘いものしか使ってないんだから、食えたものじゃないなんてことにはならないはずだ。糖分が何かと結合して毒になるだなんてこともないだろう。よく漫画でとてつもなくまずい料理を作るキャラがいて、ひどいものになると紫色の鍋なべとか出してくるが、あれって一種の異能力だと思う。シソでも煮出したのか？


    「これ、生クリームを入れすぎてますわね。おいしさより、くどさが先に出ちゃってますわ。もっと軽みを出さないと食後には向きませんわ」


    　本当にまず否定から入りやがった。普通、そういうのって、「○○はよい。だが、××だ」みたいな感じで褒ほめてから落とすものなのではなかろうか。


    「あと、こういうお菓子は飲み物とセットで初めて料理たりえるのですわよ。洋菓子なら紅茶かコーヒー、和菓子なら緑茶、ぜんざいのようなものなら熱いほうじ茶などでもよいですけれど、お菓子単品という時点で出直しを命じたいですわね。朱雀すざくは喫茶店で水とケーキだけを頼むだなんて恥ずかしいことができますの？」


    　ちなみに、金がない時代、たまにやっていた。


    「もう少し愛のある言葉がほしいぞ……。親にまったく肯定してもらえない子供の気持ちが少しわかりそうだ……」


    「というわけで、不合格ですわ」


    　俺、別に試験をしてくれだなんて一言も言ってないのに不合格の烙らく印いんが押されていた。料理の道、厳しすぎる。調理の難易度よりも、心のタフさが要求される。料理は心って、そういう意味じゃないと思うが。


    「ただし、朱雀の頑張りだけは特別に評価してあげなくもないですわ。ありがとう」


    　笑みを浮かべながら、舞まい花かはもう一つ、トリュフもどき（ココアボールから改名しました）を口に入れた。


    　そうだ、その「ありがとう」が聞きたくて、俺はこれに挑戦したんだ。こいつ、すべてわかっていて、このタメを用いたのか？　だったら、とんでもない策士だぞ。なんでもない「ありがとう」一言の威力をとことんまで高めてきた。


    「朱雀がわたくしのためにこんなものまで用意してくれただけでうれしいですわ。料理は改良の余地がありますが、心のほうは認めてあげましょう。でも、レベルは低いし、噴ふん飯ぱんものですので絶対に改良してください。わたくし以外の誰だれかに出していいものではありませんわよ」


    「お前に届きはしたんだな。気に入ってもらえたんなら、目的は達した」


    　批判がけっこう重いので、そちらは聞かないことにする。


    「まだ完成ではありませんわ。お茶を持ってきなさい。いいものがこの部屋にないのは知ってますが、ないよりはいいですわ」


    「おもてなしってストレスとの戦いなんだな……お前は姑しゆうとめか」


    「しゅ……姑になるには結婚しないとはじまりませんから……。ほら、採点はまだ終わっていませんわよ。お茶を出してください」


    　どうせならということで、もらいものの緑茶を用意した。お茶の淹いれ方にも指導が入るかと覚悟したが、お目こぼしをもらえた。ただ、文句はきっちりと言われた。水が悪いらしい。水道局に言ってくれ。


    　俺もやっとお茶で一息つく。


    「今年のＫＣまであと二か月切ったな。一年が経たつのが毎年加速してる気がする」


    　ＫＣは大おお晦日みそかにあるから、年の終わりを表す季語たりうる。参加者としては毎年、一年の総括が年の最終日にやってくるので、なかなか気の抜けないスケジュールだ。


    「まあ、やれるだけやればいいですわ。朱雀すざくはたしかに強くなってますもの。この調子なら、いつか小こ手で毬まりちゃんにも追いつくはずですわ」


    　この言葉はお世辞とは違う。俺も自分の上向きの変化は感覚的にわかっていた。しっくりくるという言葉があるが、まさにそんな感じだ。糸が俺になじんでいる。だから、より柔軟に戦える。


    「戦闘に関しては、センスがあったんだな。これも血筋のおかげだ。そこだけは親に感謝する」


    　もう、これは努力論の世界じゃない。俺が向いていたのだ。俺より努力しているはずなのに結果が出せない奴やつはいくらでもいるはずだ。


    「ええ、また力を見せつけることができると思いますわ。仮にくじ運が悪かったとしても、いずれ実力が結果に結びつくでしょう。ＫＣ以外のトーナメントも増えてきていますし」


    「そうなることを願うよ。俺の生きがいって当面はそれだけだからな」


    　ため息をついて、飲んだ湯のみをちゃぶ台に置いた。


    「そんな人生、寂しすぎますわ」


    　言いづらいことだからなのか、舞まい花かは俺から顔を背そむけた。


    「寂しくてもしょうがないんだ。小手毬の問題は俺の問題そのものなんだから」


    「それで疲れ果てたら、またわたくしを頼ってくれるんですわよね……？」


    「その時は、よろしく頼む」


    　調子のいいことを俺は言っている。けど、これまでも似かよったやりとりがあったはずなのに、その時は空気が違っていた。


    　二人でいる時に会話が途切れると、なんでこうも不安になってしまうんだろう。


    　俺と舞花は長い仲なのに、こんな空気になっちゃうってことは、どこかで大きくボタンをかけ違っているのだ。


    　手がこわばっていて、とてもそんなボタンを外すことなんてできそうにない。窮きゆう屈くつなことに苦しんで、我慢するだけだ。


    「朱雀はそうやっていつもわたくしを……期待させるんですわね……」


    　静寂を破ったのは舞花のむせび泣く声だった。


    　舞花の肩を持って振り向かせる。


    　両手で目を隠すようにしていたが、それでも涙はこぼれてきていた。ぼたぼたと、ぼたぼたと止めどもなく。こぼすために集めていたように。俺はびっくりして一度手を肩から離した。


    「ごめんなさい……」


    　それは何に対する謝罪なんだろう。


    「わたくし……どうしてこんなところで……何度もあったことですのに……何を今さらつらいだなんて思って……」


    　どうしたんだよ、とは聞けなかった。


    　涙のわけぐらい俺にもわかっていたからだ。


    　勝手に善意だとか友情だとかいった言葉で解釈しようとしていた。それはズルだと、この場で叩たたきつけられた。男と女の関係にそんな微温的なものはない。それがあるのはフィクションの中だけだ。現実はそうシンプルになんてできてない。


    　特訓だけならともかく、俺の部屋で飯まで作ってくれて、それも一回や二回じゃなくて、ずっと支えてくれて、しかも俺を養う覚悟ぐらいあるって言った舞まい花かだぞ。これがどういう意味を持つかだなんて俺だってうすうす感づいてはいたんだ。


    　大会に集中するためという理由で目をそらしてきたけど、それだって限界があるだろう。どこまでも先延ばしにはできないだろう。


    　せめて、この涙を止めないといけない。


    「ごめん、気づいてた。泣かせるまで放っておいて、本当にごめん」


    　この期に及んで一緒になってくれとすぐに言えないのが俺の弱さなのだと思う。これのせいで、ずっと舞花を苦しめて傷つけていたのだと思う。


    　再度、舞花の肩に手を置いた。ぬくもりがあれば、多少はこわばったこの時間がマシになるかもしれない。とにかく、何かしないといけなかった。
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    　それがいけなかった。


    　俺が動いたのに合わせるように、舞まい花かが体重を預けてくる。


    　くちびるが重なる予感がした。


    　それでも俺は抵抗しなかった。できなかった。


    　そのまま畳の上に倒れる。肩を打った鈍い痛みが走った。俺もずっとそうしたかったんだろう。つまり、これは共犯だ。


    　小こ手で毬まりの延命措置がよいことかはわからないと言ったのは誰だれだっただろうか。こういうことなのだ。小手毬は死んではいない、けれど生きてもいない。宙に浮いたまま──むしろ闇やみに沈んだままと言ったほうが正確か──の小手毬は俺を縛りつける。


    　俺はできる限り小手毬のために生きるつもりではあったが、小手毬のためだけに生きるのにはどこかで無理が出てくる。


    　もし、小手毬がきれいに死んでいれば、ことさら罪悪感を覚えることもなく、ここで舞花を抱けるのだろうか。俺の心も目の前のものしか感じ取れないようなものになっただろうか。


    　舞花はくちびるを近づける。


    　そして、すんでのところでくちびるを止めた。


    「同意がないキスはしませんわ。わたくしが甘ったるい偽善者でよかったですわね」


    「じゃあ、俺はありがとうって言えばいいのか？」


    　ここで舞花に手を伸ばせない俺は間違っている。かといって、舞花を突き放すこともできない。すべてが間違いにつながっている。


    「キスができないってことは、小手毬ちゃんとはそういう関係だったってことですわね？」


    「お前の思ってるほど深くはないだろうけど……俺も小手毬もそうなりたかったんだと思う」


    　俺と小手毬はあの時、たしかに煌こう霊れいと煌霊遣いではなく、恋人として向かい合っていた。そのあとに半年におよぶ断絶がはさまった。俺は今も小手毬の恋人なのかな。


    　舞花の気がすむまで待っていた。待つのだってよくないとは思っていたけれど、ここで突き放したら、俺は舞花までも失ってしまうのだ。小手毬も舞花も失うのは、嫌いやだ。たとえば、自分の命を失うのより嫌だ。


    　ようやく舞花が顔を起こした。


    「どうせ今、キスをしたってココアパウダーの味がするだけですものね」


    　そのキスは普通のキスよりは苦いのだろうか。


    「愛していますわ」


    「知ってた」


    　本当だろうか。多分、本当だ。舞花の好意はずっと前から気づいていた、はずだ。ただし、その深度のようなものを考えたことはなかったと思う。


    「もう一度、聞きますわ。朱雀すざく、あなたのくちびるをもらってかまいません？」


    　今度は言葉で舞まい花かは俺の気持ちを確かめようとした。


    「お前、今さ、けっこう不幸せそうな顔してるぞ。無理に笑ってる感じがする」


    「不幸せと不幸せが交わったら、幸せが生まれるかもしれませんわよ」


    「それは俺がはっきりお前に告ってからにしたい。時間をくれ」


    「今じゃ、ダメなんですの？」


    「小こ手で毬まりは元カノとかそういう次元の話じゃないから……。頼む。数日で結論を出してお前のところに行く。これはウソじゃない」


    　返済の期限はとっくに来ていたのだ。舞花と距離をおかなかった俺が悪い。


    　一日や二日で何か変わるわけがないのだということは知っている。でも、このままでもまずいだろう。それこそ、流されたままの言葉じゃ、また俺は道を誤る。


    「これまで小手毬ちゃんはずっと朱雀を幸せにしてきましたわ。わたくしもそれを横で見てきました。ですが、もう小手毬ちゃんは朱雀を幸せにはできません」


    「お願いだから、あいつを悪く言うのだけはやめてくれ……」


    「小手毬ちゃんのせいじゃないのはわかっていますわ。だけど今の小手毬ちゃんが朱雀を苦しめているのも事実なんですわ……。これじゃ、これじゃ……」


    　小手毬のことまで恨んでしまいそうだと舞花は泣きながら言った。


    「これからの朱雀を幸せにできるのはわたくししかいませんわ」


    　そう言って、舞花は着物を整えて、首元に薄手のマフラーのようなものを羽織った。すぐに帰ろうとしているのはわかったから、「駅まで送っていく」と言った。


    「一人になりたいんじゃありませんの？」


    「外の空気も吸いたいからな」


    



    　俺たちはほとんど口を聞かなかったが、改札の前で舞花は後ろめたそうに、


    「小手毬ちゃんが嫌いなのではありませんから。あの子が生き返るのを望んでいますから。それだけは勘違いなさらないでください」


    　と言った。俺だって、それぐらいはわかってるさ。


    「お前にそこまで言わせて悪かった」


    　ＪＲの改札は横に長くて、舞花はすぐに無数の乗客の中に紛まぎれて見えなくなった。


    　部屋に戻った時、俺ははっきりとそこに舞花の香りがしみついていることに気づいた。


    　小手毬が住んでいた痕こん跡せきは悲しいほどになかった。


    　当たり前だ。生きている人間しかこの世に力を行使することはできない。そんなこと最初から決まりきっていた。


    　ふと、クローゼットに目がいった。小手毬の服に抱きついて以来、封印したままになっていた。


    　すがるようにクローゼットを開けた。


    　小こ手で毬まりのゴスロリの服が俺から隠れるようにそこに潜んでいる。


    「お前のために生きるっていうのは、どうすることなんだ？」


    　啓示でも待つ信者のように、その場でひざまずいた。足が半分、クローゼットの陰の中に入った。その闇やみの世界が小手毬のいる側がわなのだ。


    　わがままでもいい。むしろ、わがままになってほしい。それで、舞まい花かではなく自分を選んでくれと言ってくれたらいい。


    　そしたら、俺はわがままなお姫様のために生きることができる。


    　けど、本物のお前がここにいたら、当然舞花と俺を祝福するんだよな。俺と一緒になろうだなんて言わないんだよな。


    　しばらく、そこでじぃっとしていた。クローゼットの下の床はフローリングだから足が冷えてきた。


    　神様、どんな目に遭ってもいいから、あいつを生き返らせるチャンスをください。


    　現金なものだと思う。困った時の神頼み。


    　だいたい神って具体的に何の神だ。何教の神だ。日本の神様の名前なんてせいぜいアマテラスとスサノオと大おお国くに主ぬしぐらいしか知らないだろうに。


    　頭はぼうっと白いままだ。一分、二分、三分。知らないうちに三十分。体が動かなかったし、動いたところで何をすればいいのかわからなかった。


    　もしかして、小手毬が戻ってきますようにと祈ることすら、俺に都合のいいことでしかないのだろうか。


    　小手毬が俺のそばにいてくれたら、俺は元の生活を続けられる。決断を迫られることなんてない。決断をしたあとに後悔することも、罪の意識に苦しむこともない。


    　俺は俺のために小手毬が必要なだけなのか……？


    「小手毬、俺はどうしたら……正しい人間になれる……？」


    「そんなの、小手毬ちゃんを助けるということ以外にないじゃないですか。先輩の存在価値なんてそれ以上何があります？」


    　ありえないはずの声に振り返った。


    　仔こ犬いぬ丸まるが立っていた──って、おいおい、ここ、俺の家だぞ……。


    「練習を兼ねて、そこの窓から侵入しました」


    　後ろを指した左手の先には、廊下に面した窓がきっちり開かれている。異能力者（こいつの場合、むしろスパイだけど）相手に部屋の防犯性なんてないに等しい。


    「極めて大事な話があったので、直接来ましたよ。そしたら、ずっと沈みこんでるんだから、びっくりしました。おかげでそうっと部屋のセッティングを行いました」


    　気づいたら壁にギャルゲーのポスターが貼はってある。しかも、天井にまで服がはだけたイラストのポスターが……。家や主ぬしの許可なく部屋を改造するなよ……。


    「これで部屋が明るくなるかなと」


    「部屋がキモヲタっぽくなっただけだ。それで、大事な話って何なんだ……？」


    　気がそれて落ちこむことすらできなくなった。ため息ついて天井を見上げても、ただのポスター観賞になる。


    「滝たきヶが峰みね先輩に『天てん上じよう』の線は諦あきらめろ、と言われてましたよね」


    「素直に納得はしてないけどな」


    　とはいえ、チャンスも手がかりもないのは事実だが。霧きり雨さめさんにすらお前じゃ会えないと言われるし。


    「その『天上』、見つかったみたいですよ」

  


  [image: ]


  
    



    ５話　ラストチャンス

    


    　最初のうちは頭がまわらなかった。頭で数度反はん芻すうして、それがやっと意味に変わった。


    「本当か、それ！」


    　俺はその場に立ち上がる。座ったままでするような話じゃない。


    「あくまで、可能性ですけどね。『天てん上じよう』と思われる者を滝たきヶが峰みね先輩が見つけたようです。おそらく、命に関する異能力者なんでしょう」


    　時間を戻して、死んだ虫を生き返らせた異能力者がいたと霧きり雨さめさんも言っていたが、もしかしてそいつだろうか？　『天上』クラスの異能力者なら、そんな奴やつがいたって不思議はない。


    「その『天上』はどこにいるんだ？」


    「遅いですが、この時間なら家に帰っているでしょう」


    「今から乗りこむ気かっ!?」


    「いいえ。目撃者のところまで出かけるんです。僕も詳細は知らないんでね」


    　俺は赤くなった顔のまま、仔こ犬いぬ丸まるに続いて、玄関を出た。今見たらこいつ、土足で上がりこんでたんだな……。


    「ポスター、はがさなくていいんですか？」


    　あとまわしに決まってるだろ。


    「すべて終わったあとに、きれいさっぱりはがしてやるよ」


    



    　どこに行くか仔犬丸は言わなかったが、京けい王おうでずっと東に向かった時点で、ある程度の類推がついた。いや、一か所にしぼられたと言ってもいいか。渋しぶ谷やから東とう急きゆうに乗り換えればすぐだ。自じ由ゆうが丘おかで降りる。


    「むしろ、正面から入るほうが慣れないんですけどね」


    　そう言いながら、仔犬丸は滝ヶ峰家のチャイムを押す。門のロックが開いた、ガチャッという、いかにも造ったような音が響いた。


    　仔犬丸は自宅にでも帰ってきたように気軽に玄関のドアを開けた。俺にとってはどうしても小こ手で毬まりが倒れた夜のことが記憶に蘇よみがえってしまう。


    　そして、再びあのリビングに入ると──滝ヶ峰が足にギプスをして座っていた。


    「まさか、『天上』にやられたんですか!?」


    　あいさつもせずにそう聞いていた。泣く子も黙る滝ヶ峰がケガをしているのだ。ちょっとした異能力者じゃ傷一つつけられないだろうに。


    　滝ヶ峰は忌いま忌ましげな顔を俺ではなく仔犬丸に向けた。


    「仔犬丸、どうして冬ふゆ川かわを連れてきた？」


    「犬っていうのは、変なものをくわえて持ちこんでくるんですよ。握りつぶすにはあんまりな話だと思ったんでね」


    　どういうことだ？　俺の知らない間に対『天てん上じよう』の戦いが進んでたのか？　たしかに今の俺の糸じゃ『御おん大たい』と戦うのも危ういと思うが。


    「冬ふゆ川かわ先輩、ここはまず感謝しましょう。滝たきヶが峰みね大先輩は小こ手で毬まりちゃんのために戦って負傷したんですよ」


    「少し待ってくれ。新着情報が多すぎる」


    　感謝しろと言われても整理が追いつかない。当然、実感も湧わかない。


    　あの滝ヶ峰が、業界のためならともかく、煌こう霊れい一人のためにリスクまで冒すだろうか？　淵えん堂どうを呼びつけるのとは労力が違いすぎる。


    「つまらんことを言うな。仔こ犬いぬ丸まる、お前の調査よりこちらが先に尻しつ尾ぽをつかんだ、それだけのことだ。結果論だ」


    　滝ヶ峰の言葉は否定のようで否定になっていない。だって『天上』を捜す意義なんて滝ヶ峰自身にはないはずなのだから。しかもこころなしか顔も赤くなってないか──とあらためて見ようとしたら、ギンッとにらまれた。すいません、調子に乗りました……。


    「たいした理由はない。『天上』がどういう連中か、わかるならそのほうが何かといいだろう。あと……」


    　滝ヶ峰の顔が、ほんのわずかだが悔くやしげなものに変わった気がした。


    「自分がどこまでやれるか試してみたかった。表側の最強とかいう肩書きがどれほど通用するのかとな。それで無駄に追っていったらこのザマだ」


    　案外、それが真相なのかもしれない。一人の異能力者を助けるために危険を厭いとわないだなんて、滝ヶ峰らしくない。人助けだなんてものはプラスアルファで、おまけであるべきだ。そのほうが俺のイメージする滝ヶ峰像が崩れずにすむ。


    「別にお前たちの協力を仰あおいだつもりはないぞ。とっとと帰れ」


    　どこまでもかわいげのない奴やつだ。おそらく、俺とこいつは一生憎まれ口を叩たたき続ける関係なんだろう。


    「ちょうどよかった。こっちも協力するつもりはないですから。個人プレーでやるんで、その『天上』とやらのいる場所を教えてくださいよ。小手毬を救う手がかりになるかもしれませんから」


    「断る」


    　こいつ、即答しやがったな……。


    「なんで、意地悪するんだよ！　教えろよ！　『天上』について、超知りたいんだよ！」


    「理由は二つある。一つは私には教える権利がない」


    　権利ってどこの誰だれが権利を持ってるんだよ。ジャス○ックみたいな利権団体でもあるのか？


    「私は表側の代表者として、何度かあのウサギに声をかけられたことがある。無論、『御おん大たい』がつぶれたあとにな。その程度で接触と言うなら、たしかに『天てん上じよう』と接触していたことになるな」


    「言われてみればおかしなことでもないのか……」


    　霧きり雨さめさんのところに『天上』が来たように、あいつらは特別な者の前にはあいさつに来ることがあるようだ。滝たきヶが峰みねは表側の主宰者、まさしく特別な存在だ。


    「それでウサギに、この国によく顔を出す『天上』の異能力者数名については名前と特徴だけは聞かされていた。親切というよりはそいつらを余計なトラブルに巻きこむなという警告だ。知らないうちに表側の誰だれかがケンカを売ってしまう危険もありうるからな」


    　仔こ犬いぬ丸まるはそこまでは知っているのか、気安くソファに座った。


    「話を接つぎますね。なので、『天上』の個人を特定できる情報なんて何もないってことですよ。だから、僕もこうこうこういう感じの異能力者を探せっていう命令を受けただけで、その異能力者の力も知りません。時期的に小こ手で毬まりちゃんのことに関係する奴やつなんじゃないかなと思っただけです」


    　余計なことを言われたせいで、滝ヶ峰がまた仔犬丸のほうをにらむ。仔犬丸は優秀だが、犬と名前につくくせに忠誠心には欠けるらしい。


    「それじゃ、もう一つの理由は何なんですか、先輩？」


    　聞けることは何だって聞いてやるぞ、俺は。お前にしつこいって嫌われても俺に失うものなんてないからな。


    　滝ヶ峰は傷口がうずくのか、ギプスに視線を落として、しばらく黙りこむ。


    「今のお前が行っても……絶対に勝てない」


    　今度は俺が口ごもる番になっちまった。


    「厳しい意見ですが、そのとおりかもしれませんね……」


    　万全の態勢で臨んだ（はずだ。捜索中のことだったとはいえ、滝ヶ峰がコンディションも整えずに特攻するわけがない）滝ヶ峰がこてんぱんにやられて、追い返されたとしたら、煌こう霊れいのいない煌霊遣い一人で勝てるわけがない。プロのオールスターにボコボコにされた二軍チームの仇かたきを少年野球でとろうとするようなものだ。


    「それでもやらないといけないんですよ」


    　一パーセントでもやれそうなら、突っこまないといけない。難易度なんてものは俺には関係ない。


    「どちらにしろ、教えられん。今はまだその『天上』の異能力者との個人的な問題ですんでいる。これ以上、事が大きくなったらあのウサギは私に疑念を抱く。表の異能力者の世界を代表するにふさわしい人材なのかとな。そしたら、異能力者の世界は無茶苦茶になる」


    　それから、最後にわざわざ「これはお前の煌霊一人の命より重い問題だ」と付け足しやがった。正論なんていらないんだよ。


    「冷酷ぶらないでくださいよ。小こ手で毬まりのために戦ってくれたんでしょう？」


    　ひどい先輩を演じる意味は何なんだ。もういっそ、お前のためを思ってだなんて買いたくもない恩を売ってくれたほうがまだマシだ。


    「解釈はお前の自由だが、そんな気はない。八はち王おう子じだと、そろそろ終電が危ないんじゃないか？」


    「部屋たくさんあるから、僕と冬ふゆ川かわ先輩はどっかの部屋で布団ふとん出して寝ます」


    　ここまで遠慮ない発言ができる仔こ犬いぬ丸まるって本当にすごいなと思う。一応、年とし頃ごろの女性の一人暮らしだぞ……。


    「好きにしろ」


    　突っ返すのもやりづらいのか、滝たきヶが峰みねは割合あっさり了承してくれた。このまま直帰するのも疲れるし、その提案に甘えるか。


    　それに、もしかしたらここで長居をしていれば、滝ヶ峰が心変わりして居場所を教えてくれるかもしれない。慈愛の精神には期待していないが、俺が関わってくるのが鬱うつ陶とうしいならあいつも情報開示に踏み切ることだってあるだろう。


    「仔犬丸に襲おそわれんように気をつけろよ」


    　えっ、そっちの心配なのか……。


    「失礼な。僕は見た目が女に見えるものにしか興奮しませんよ」


    　それ、男でも女に見えればいいということになりはしないか。でも、たとえば歩いてる人間の実際の性別を瞬時に判断することなんてできるわけないのだから、多くの人間は異性と認識した相手に欲情しているのか。いや、そんなことを本気で考えても無駄だ。


    　仔犬丸は本当に布団の場所まで把握していて、空あき部屋に布団を二組出した。こいつの場合、滝ヶ峰の手足として動いている時も多いから、そこまでおかしな話でもない……のかな。


    「お前、もしかして滝ヶ峰先輩と付き合ってるのか？　あるいは付き合ってたのか？」


    「部下とねんごろになったら判断が鈍るでしょ。あの人はそんな愚は犯さないですよ」


    　そうだった。こいつらにとって恋愛感情の優先順位はあんまり高くないんだ。湿気の多い国土に不似合いなドライな連中だ。


    　舞まい花かとは、違うんだ。


    　ある意味、舞花は人間的すぎたし、善人すぎたのだと思う。俺はその善意につけこんでしまった。舞花に迫られた時、俺はまったく冷めていた。少なくとも、あの時、俺に恋と名指しできる気持ちは含まれていなかった。


    　怖こわかった、としか言えない。心の底から舞花と幸せになったら、自然と小手毬のことを忘れていきそうな気がした。


    「ほんと、早く小手毬ちゃんを復活させてくださいよ。今時、あんな身持ちの堅い子、ほかにいないんですから。そこに惹ひかれる憧あこがれるってやつですよ。アニメでもそうですけど、最初から股また開いて登場するようなヒロイン見ても、白けますからね。こちとら男子中学生じゃないんだから、裸見ただけじゃ勃たつものも勃ちませんよ」


    「努力はしてるよ」


    「その割りには女の子、連れこんでますよね」


    「舞まい花かのことか。お前こそ、この屋敷で寝泊まりしてるのばれたら、スクープになるぞ」


    「僕が芸能レポーターに写真撮られるわけないじゃないですか。スパイ業務で飯を食ってる異能力者ですよ」


    「それもそうか」


    　出した布団ふとんの上で五分ほどぼうっとしていた。


    　舞花に泣かれて、それから情けなくなって、今は滝たきヶが峰みねの家で布団を敷いている。一日が劇的すぎる。


    　仔こ犬いぬ丸まるはどうでもいいことはしゃべるが、俺と舞花のことはそれ以上何も言わない。泣かれた（いや、泣かせた）ことも言わない。気をつかっているのか、本当に今日のことを知らないのかはわからなかった。


    「僕は明日も早いからとっとと寝ますよ。電気はつけててもいいですが、コンビニにでも出ていって写真撮られたら、滝ヶ峰先輩の迷惑になるからやめてくださいね」


    「俺も寝る」


    　寝る前に、キッチンで適当なコップを出して、水を飲んだ。冬が近くなってきたせいか、夜にノドの渇きで目が覚めることが多くなっていた。


    　戻ると、仔犬丸は派手なＴシャツに短パンの姿に着替えていて、布団に入るところだった。俺も電気を消して、隣の布団に入る。暗くなっても、八はち王おう子じの部屋より天井が高いのがすぐわかった。


    「お前は『天てん上じよう』の居場所は知らないんだよな」


    　無言で寝るのも変な気がして、そんなことを言った。


    「王おう子じ」


    　仔犬丸がつぶやく。前後の文脈がないから、最初、その言葉が意味を持たなかった。


    「王子のあたりのようです」


    「えっ……。それって、京けい浜ひん東とう北ほく線の王子のことか？」


    「はっきりした場所は僕も知りません。ただ、滝ヶ峰先輩がだいたいどのへんに目星をつけていたかは予想はつきますから。おそらく、田た端ばた、上かみ中なか里ざと、王子……そこらへんだと思います。山やま手のて線からはちょっと外側」


    　地理を思い描こうとしたが、ほとんど行ったことのない街で、全然場所が把は握あくできない。東京二十三区のうちということはわかるが。西側に住んでる人間にとって、東京の東側は未知の領域だ。地名はわかるが、実感がない。


    「滝たきヶが峰みね先輩はほかとは違うにおいの異能力者を見つけろと言っていました。僕は本物の犬じゃないんで、そんなものはわかりませんが、おそらく『天てん上じよう』みたいな次元まで来ると発する力みたいなものがそんじょそこらのとは違うんでしょう」


    「そんなのが歩いてたら、みんな、ぎょっとして何だと思うんじゃないか？」


    「逆ですよ。その道の達人にしかわからない境地ってやつもあるでしょう。それに、滝ヶ峰先輩が『天上』と何度か接触したことがあるなら、その時の共通点を記憶しててもおかしくはないですし」


    　仔こ犬いぬ丸まるの言葉はとても寝ようとしている人間のそれとは違って、よく冴さえていた。


    「そういうことは、あるな……。否定はしない」


    　もちろん数値化して表現できるようなことではないが、気き魄はくの差みたいなのは伝わってくる。別に異能力者に限ったことじゃない。スポーツでもそうだ。プロの試合を観戦すれば、その中の力の流れみたいなものは割合とはっきり見える。いつぞや、大相撲の大関と対談した時にもそんな話を相手がしていたし、普遍的なものなのだろう。


    　その中には素しろ人うとでもわかるものもあるし、逆にプロに近いものだけが感得できるものもある。これは仔犬丸の言葉のとおりだ。詳しい者とそうでない者では着眼点もおのずと異なるからな。


    　ただし、『天上』の場合、なかば人間ではないので、どういう空気かはわからない。偉大な人間の風格と似ているのか、根本から人間とは違うのか。俺も一度は会ったことがあるはずだが、空気までは覚えていない。


    「ヒントとも呼べませんが、僕が言えるのはこの程度です。さすがの僕でも見つけられませんでしたよ。顔、名前、場所、異能力の特徴、すべて謎なぞなんですから。密偵じゃなくて、占い師に頼む案件です」


    「だよな。雲をつかむような話だ」


    　おそらく、あのウサギと数回接触したことのある滝ヶ峰は『天上』の出す空気とやらが感覚的に理解できていたのだろう。それなら、『天上』がこの世界に紛まぎれこんでいるのを見つけられる可能性はなくはない。なんのことはない、違和感を覚えた者を尾行していって、○か×か見極めればいいのだ。


    　そして、そんな方法は一般化できるわけもない。職人の言葉を実感するために、厳しい修業の期間がいるのと同じで、言葉を聞いただけで使い物になったりはしない。


    　まあ、手がかりがないのよりはマシか。


    　スマホで「天上　捜し方」で検索したけど、当然何も引っかからない。引っかかっても困るが。新興宗教っぽい、天上界がどうのこうのという説明みたいなのしかヒットしない。世の中に情報はあふれているというのに、肝心のものはいつも近くにない。


    　暇ひまつぶしに自己啓発っぽいサイトをいくつか見てやった。人類が何千年かけても幸せになる画期的方法を知らないのに、どうしてこいつらはそんな簡単に幸せにありつけると信じられるのだろう。そこまで楽天的になれるほど、人生に起伏がなかったのか。


    　悪いけど、幸せっていうのは待ってても来ないし、検索かけて見つかるものでもないんだよ。全力でぶつかって、ボロボロになって、それでようやく当たるかもしれない宝くじの購入権だけは手に入る、そういうものだ。だよなあ？


    　それとも生まれた時点で誰だれが幸せになる・ならないと決まってたりするのか？　幸せの不平等すら存在するのか？　ＫＣで優勝するだなんて奇跡を起こしたから、相応の不幸を味わわされてるって言うのか？


    　できれば俺にも幸せくじの購入権ぐらいはくれ。


    　四つ目の宗教くさいホームページは地・水・火・風・空のバランスをとれとか書いてあった。ファンタジーかよ。最初の四つはわかるけど「空」って何だよ。駐車場が空あいてますって表示かよ。バカにすんな。


    「あっ」


    　間の抜けた声はまさに「空」に向かって、溶けていった。


    　ひらめきは意外なところから出てくるものだけど、まさかこんなクソみたいなホームページが助けになるなんてな。


    　もっとも、あまり解決にもなってない。むしろ、傷口を広げるだけかもしれない。


    　今になって、舞まい花かにどうやって協力を仰げばいいんだ？


    　舞花を納得させる理由を考えた。考えはついた。


    　とことん打算的だ。最悪だ。とっとと地獄に落ちたいくらいだ。でもそれしかない。どれだけクズであってそれしか。


    「これがラストチャンスだな」


    　また、つぶやく。


    「先輩って一生のお願いを何度もするタイプですか？」


    　仔こ犬いぬ丸まるの言葉も闇やみからやってくる。


    　すべての人間は闇の中で一人でいる。小こ手で毬まりと同じように。


    「少なくとも、この瞬間はラストのつもりだよ」


    



    
      ★

    


    



    　翌日、俺は舞花にメールを送った。


    　文面は率直に、「お前に話したいことがある」だけ。


    　メールはすぐに戻ってくる。その返信には、恵比寿のマンションに来てほしいと書いてあった。昨日の今日で舞花の部屋に行くことにためらいはあったが、逆に言えば俺は試されているのに違いなかった。それに人に聞かれていいような話になるわけもない。第三者がいない場所を選ぶしかないのだ。


    　夜になるまでにその日の仕事を終えて、夜八時半に舞まい花かの部屋を訪れた。一階で番号を入力すると、舞花は俺かどうかを確認することもせずに「開けますわ」と言って、外側からは開かない自動ドアを開扉させた。


    　上っていくエレベーターがやけに長く感じた。高層階に行くエレベーターというのは、いつまで経たっても慣れることがない。人間が本能的に感じとれる生活の距離感からそれは離れすぎているように思うのだ。


    　もっとも風を扱う舞花にとっては高いところこそ、まさに生活に近い場所なのかもしれない。空に近いところにいるから舞花はあんなに素晴らしい人間なのかもしれない。


    　ドアの前のインターホンを押すと、「開いていますわ」という声。ゆっくりとドアを開けると、当然舞花の部屋のにおいがした。それは観光バスの中のにおいとどこか似ている。


    　その前で舞花は俺を寂しそうに待っている。寂しそうだけれど、微笑ほほえんでもいた。


    「わざわざ断りを言いにまいりましたのね」


    　首を縦に振っても横に振っても、舞花の心を強く動かしすぎる。だから、単刀直入に、直立不動で、言葉だけで伝える。


    「小こ手で毬まりを生き返らせる手がかりが見つかった」


    　ほとんど反射的に舞花は口を覆おおった。おそらく、そこにはまだ驚き以外の感情が交じってはいないと思う。


    　俺は坂道の自転車みたいに、次の言葉を続ける。


    「命に関して、なんらかの力を行使できる『天てん上じよう』が都内にいるようなんだ。そこまではほぼ確実だ。滝たきヶが峰みねがケガまでしたからな。あいつは一度は尻しつ尾ぽをつかむところまでいったんだ。顔も名前も教えてくれないけどさ。唯一わかるのが遭遇したと思われるエリアぐらいだ」


    「手がかりはそれだけですの？」


    　舞花は困惑している。あまりに少なすぎるよな。これじゃ、かないそうもない希望に突き進んでる夢想家だ。偏差値三十で明日に迫った東とう大だい受験を迎えるぐらい、無茶な話だ。


    　だからこそ、俺はここに来た。


    「もう一つ、ある。風──空気だ？」


    「空気？」


    「『天上』なんて特別な奴やつは、それに見合った空気、雰囲気、オーラを持ってる……はずだ」


    　意図はわかったのか、舞花は小さくうなずく。


    「舞花、前に特訓の時、風が変わったって言ったことがあるよな」


    「ええ。あなたにしてやられた時ですわね」


    「あれ、たとえ話じゃなくて、本当に風が変わってたんじゃないか？」


    　最初は比ひ喩ゆ表現なのだと考えていた。しかし、それを口にしたのが舞まい花かなら話はそう単純じゃない。


    　もしも人間がわずかでも空気の流れを変えられるとしたら、それは風にならないか。


    　そんなことができるのかは、わからない。ただ単純に、俺の身近に風の専門家がいてくれて、俺よりきっと空気の変化にだって敏感だろうと思っただけだ。


    「まあ、本当に風が変わったなと感じることもなくはないですわね。あの時は朱雀すざくの気迫がそれだけ強かったんですわ」


    　ぼかすように舞花は微笑ほほえみながら答える。


    　火花は散らないが、これも戦いの一つだ。同期同士のギリギリの交渉。


    「舞花、お前なら、『天てん上じよう』が生み出してる空気も感じ取れる──かもしれない」


    　頭を下げようかと思ったが、それで舞花の顔を見ないのは、舞花に顔を見せないのは、卑ひ怯きような気がする。あいつの顔をこの二つの目でじっととらえてやった。


    「舞花、捜索を手伝ってくれ」


    「昨日の今日でこんなお願いをされるとは思いもしませんでしたわ。だいたい、わたくしが『天上』に気づけるかどうかもわかりませんわよ」


    　これまで以上に舞花の笑みは心細そうなものになる。耐えるためだけに微笑んでいる。


    　わからなくたって、舞花で見つけられないなら、俺じゃもっと無理だよ。


    　すべてにけじめをつけるために、俺は舞花まで引っ張り出す。


    「信用してなきゃ、頼みになんて来ないさ」


    　ぱんっ！


    　顔をはたかれた。舞花は涙をためながら、それでも、表情だけは穏やかなままでいた。


    「わたくしを、どこまでも都合のいい女にしないでください。わたくしだって、もっとズルくなりたいですわ……」


    　とてもひどいことだけど、あえて思考実験をした。倫理に抵触する実験だ。


    　もし小こ手で毬まりが死んでいたら、俺も舞花ももっと楽に生きられたのかな。


    　俺はわかりやすく嘆き悲しめばよかった。


    　舞花はそれを慰なぐさめればよかった。


    　自然と俺は舞花に惹ひかれて、愛の言葉でも囁ささやけばよかった。


    　利己的だ。傲ごう慢まんだ。でも、あいつがいなくなってから、何か月も経たってるんだ。考えたことだってある。それは否定しない。


    　本当にクズだ。


    　けど、そんなクズの俺が同時にこうも思ってるんだ。


    　小手毬を救いたい。そのためだったら何だって懸かけてやるって。


    　昔のロックバンドが歌ってたな。人間は天使でも悪魔でもあるって。そんなものだと思う。だから悩んで、苦しんで、ボロボロになるんだと思う。


    「一か月、手伝ってくれ。それでダメだったら小こ手で毬まりのことは諦あきらめる。小手毬に使ってた時間を、舞まい花か、お前に使う」


    　俺はどんな顔をしているだろう。どんな声をしているだろう。さっぱりわからない。これはリングの上、戦いの時の空気と同じだ。


    「こんな俺でよかったら、お前のすべてを受け入れてやる！　舞花が二度と泣いたりしないように努力するから！」


    　クズだってことはわかってる。ふざけてると思ったらぶん殴なぐってくれ。だって告白に交換条件をつけてるんだからな。こんなの愛じゃないだろ、たんなる打算じゃないかと言われたら返す言葉もない。それでも、これが俺の全力だ。


    　小手毬に真剣になってるふりをして舞花から目を背けたりしないために、俺はここに来た。


    　舞花は泣かないし、殴らない。


    　黙ったままで、俺たちは見つめあう。


    　俺のほうは決めてもらうだけだから、ただ、ただ、待つ。


    「朱雀すざく、その言葉、もう取り消せませんわよ」


    「取り消す必要なんてないから、何も問題ない」


    　明らかに利害関係は異なるはずなのに俺たちは手を結ぶ。それができるのはやっぱり俺たちが同期で信頼し合えているからなのだろう。舞花は小手毬を救うために手を抜いたりなどしない。それが損になろうと、こいつの人格がそれを認めない。


    「わかりましたわ。でも、お仕事を一か月まるまる休むだなんてことはさすがにできませんわよ」


    「うん、空あいている時間でいい。散歩のつもりでぶらついてもらうぐらいでいいからな。北区の王おう子じとかそのへんを歩いててくれ」


    　交渉は成立した。


    「えっ？　北区っていうと神こう戸べ市のですか？」


    「二十三区のほうだよ……。出たな、いつもの方向感覚のなさ……」


    　これ、細かく指定したほうがいいかもな……。一か月、神戸市北区をうろちょろされたら詰むぞ……。


    



    『天てん上じよう』のクラスがうろついてれば何か気配が異なるはずだ。街を流れる風の動きだって変わって、それに舞花は気づく──というのが俺の仮説だが、はっきり言って根拠には乏とぼしい。乏しいというか証明のしようがない。


    　しかし滝たきヶが峰みねが『天上』のパーソナルデータを事細かに知っているとまではさすがに考えづらいし、だとしたら仔こ犬いぬ丸まるの言う『天上』のかもしだす空気を手がかりにしたというのは、あながち的外れではないと思う。


    　こういった察知能力は一般人でもある程度は備わっている。たとえば付近で交通事故があったりすると、そのあたりを歩いて通りがかった際、何かあったのかと気づく。訃ふ報ほうの電話がかかってきた時、ああ、不吉なものだなとわかるという話はよく聞く。店の中や車内でケンカが起こると、途端に「騒然」とした空気に変わったという経験はみんな持っているだろう。ようは、それに近いものを探していけば、ヒントがあるかもしれないってことだ。


    「じゃあ、俺は王おう子じ権ごん現げんから王おう子じ稲荷いなりのあたりを歩くから、舞まい花かは王おう子じ神かみ谷やのあたりを頼む」


    「わかりましたわ。王子神谷ということは王子駅の南側ですわね」


    「舞花、それ、地図が天地逆」


    　もしかして共闘に最も不利な奴やつを選んだのではと思いつつも、俺は舞花と別れて、仔こ犬いぬ丸まるが怪しいと言っていたエリアを捜索する。


    　王子の駅のあたりは意識して歩いてみると、極端にアップダウンが激しい。まず駅のすぐ横に飛鳥あすか山やまという丘がある。ここに上がるためだけの、ケーブルカーとロープウェーを足して二で割ったような乗り物まであるぐらいだ。子供がわざわざ並んで乗っていた。その横を早わ稲せ田だ行きの都電が苦しそうに坂を上ってゆく。


    　どうしてこんな地形になっているかというと、街の中を石しやく神じ井い川がわが流れているからだろう。川は時として、深く土を削ってそこを谷にする。ここの川は一種の渓谷を作ったらしい。


    　もし、東京がここ二十～三十年で新たにできた都市なら、一度大地を平へい坦たんにならすところからはじめるだろう。そのための目が飛び出るような値段の重機が世界にはいくつもあるのだ。


    　しかし幸か不幸か、東京は徳とく川がわ家いえ康やすの時代から本格的な都市としての役割をスタートさせた。となると、土地を強引にまったいらにするだなんてダイダラボッチぐらいしかできないような大仕事をやれるわけもない。自然のアップダウンはそのまま街に継承される。おかげで東京はバカらしくなるほどの数の坂を持っている。京都みたいに街の周囲に比ひ叡えい山ざんやら愛宕あたご山やまやらの高い山はないにしても、平たいらかと言われれば否いなと答えるしかない。関かん東とう平野とか武む蔵さし野のという言葉はちょっとした高低差を無視した概念だ。


    　そして王子は都内でも最も起伏の極端な街の一つになって現在に至るというわけだ。ただし江戸時代にここが江戸だったかといえばそうじゃないはずだが。


    　石神井川を渡って王子権現の横をかすめ、王子稲荷そばの急坂を下る。


    　空気に何もおかしなことはなかった。


    　それが当然なのだろうが、当然では困るのだ。俺はこの街に潜む異常を見つけないといけない。


    　あまりにも成果がないので、稲荷の先の滝がいくつかある公園で、舞花にメールを送った。変わったことはない、という返信が返ってきた。


    　史上最高峰の難易度の人捜しかもなと思いながら、初日の捜索を終えた。


    　空あいている日はとことん王おう子じやら田た端ばたやらを歩いた。赤あか羽ばねあたりまでも足を延ばした。地元民でもこんなに歩かないだろうというぐらいに足を延ばした。何かのルポルタージュでも書くのかというほどだ。


    　半月を過ぎてもヒントの一つも手に入らなかった。


    　そうして十七日目、夜七時から二時間歩いた俺たちは、駒こま込ごめ駅前のファミレスに入って、腰を降ろした。


    「異様な空気ってその人からにじみ出る部分もありますが、どこかおかしな状況が作り出すものですわよね。もし、その方が日常に溶けこむ努力をされていたとしたら、なかなか発見は難しいと思いますわ」


    　パンケーキを食べながら、舞まい花かは言う。俺もおおかた同意だ。殺人犯が殺意をずっと撒まき散らしながら生きているわけじゃない。仮にホシがこのへんにいたとしても、そいつは意識を表に出してはいないのだろう。


    「どこかほかの街で怪しいところはありませんの？」


    「手がかりはない。滝たきヶが峰みねも教えてくれそうにないしな」


    　もっとも、居場所がわかっても無理だと滝ヶ峰は考えているようだが。


    『天てん上じよう』と戦っても勝ち目などないから。


    　滝ヶ峰がケガを負ったということは戦闘になったということだ。相手は、こちらの窮きゆう状じようを訴えたら涙流して命を取り戻してくれるようなタマとは違う。


    　神様だって困ってる人間すべてを救うことなんてできない。人間のあらゆる願いがかなったら、世界が無茶苦茶になると子供でも気づく。力を行使できるからといって誰だれにでもその恵みを与えないといけない義務はない。


    「わたくしの案としましては、もっと新しん宿じゆくや渋しぶ谷や、池いけ袋ぶくろといった繁華街で待機して──あっ」


    　舞花の持っていたナイフが皿に落ちて、甲高い音がした。


    「朱雀すざく、少し静かに」


    　はっきりと舞花の表情が変わる。戦闘と大差ないものに。それから、ゆっくりと祈るように目を閉じた。


    「風が変わりましたわ。このお店の中に変な風が流れている。ほかの人なら気づかないかもしれませんが、わたくしにはわかります」


    　俺は黙っていた。舞花が集中する邪魔をしたくなかった。しばらくしてから、舞花はぱっちりと大きな目を開けた。何かをつかんだな。


    「朱雀は、ちなみに空気がおかしいと気づきまして？」


    　俺は首を横に振る。俺にとってはどこにでもあるチェーン店にしか感じられない。本当に風を扱う異能力者は感受性のようなものが違うのだろうか。


    「この中の誰かは調べがつきましたわ。今は変に思われないよう食事をしておきましょう」


    　これまでのことがウソのように、そのなまめかしいくちびるの中にパンケーキが一切れ入る。たしかにここにその『天てん上じよう』が来たということは食事目的だろう。相手が店を出るまではじっとしているよりほかない。食べたらすぐに出るような雰囲気の店でなくてよかった。


    「正解かは知りません。『天上』に会ったことなんてございませんから。それでも、何かおかしなものがいることだけは確かですわ。わたくしが人生で感じてきた何とも違う。激しい微風が店内に吹き荒れています」


    　言葉通りに聞けば、明らかに矛む盾じゆんした表現だが、おそらくそうとでも呼ぶしかないものを舞まい花かは肌で察知しているのだ。


    　食事はごく普通に続行されて、俺たちは無事に食べ終えた。その間、舞花の意識がずっと後ろにあるのがわかった。


    「ところで、朱雀すざく、相手がわかったとして──」


    　舞花が心配そうな表情を見せる。


    「助けてもらえる可能性はありますの？」


    「この世界をまともな神様が治めてるなら、うまくいくさ。小こ手で毬まりはもっと報われないといけないんだ」


    　舞花がそれで納得したかどうかはわからなかったが、別に舞花の同意などいらないのだ。『天上』との交渉自体は俺と小手毬の間の問題でしかない。


    「どうせ戦闘になる。だから絶対にこれ以上お前は来るな。誰だれかを教えてくれるだけでいい」


    　舞花を連れ添っていくのは、あまりにも危険がともないすぎる。そこまで舞花に課すことはできない。あの滝たきヶが峰みねも負けたんだから。


    『天上』との交渉に舞花が含まれないなら、当然争いにも巻きこまれちゃいけない。舞花は無関係でないとならない。


    「もう少しだけ、同行いたしますわ」


    　それ以上言うのは無粋だった。


    「戦いまでは絶対に参加させないからな」


    「ええ、近くで待っていますわ、朱雀の勝利を」


    　欠けたところのない笑みだった。舞花はこんな時でもその顔ができる。


    「わたくしの朱雀が負けるわけがないですもの」


    　このあとに備えて、俺は水を一気に飲み干した。


    　気持ちいいぐらいの大勝負がしたい。気分は不思議と晴れていた。


    　やることは一つしかないのに、何をどうやって迷うことがある？


    　人生はいつだって一回限りだ。


    「風が動きましたわね。わたくしたちも出ますわよ」


    　舞花は伝票をとって席を立つ。俺は五千円札一枚をレジに置いて、とっとと店を出た。おつりを受け取る時間がもったいない。これからの時間はまさに値あたい千せん金きんだ。


    「焦あせる必要はまったくありませんわ。むしろ、追われていると気づかれないぐらいに距離をとったほうがいいですわ」


    　舞まい花かに言われるがままに俺はついていく。俺には駒こま込ごめの駅前にいる誰だれが対象かわからなかった。あるいはもうそいつは俺の視界にいないのかもしれない。たしかに舞花に来てもらっていてよかった。俺が気づいてないぐらいだから、向こうも俺を撒まきづらいだろう。


    　信号を渡る。どちらかというと、西に進んでいる。夜のせいもあって人通りは決して多くはない。前を歩く人間はいない。道沿いの壁がやけに立派なものになる。ああ、江戸時代の庭園か何かがあるんだな。


    　そして、何の変哲もない道の途中で舞花は足を止めた。


    「その塀へいを飛び越えて中に入りなさい。例の方は中にいらっしゃいますわ」


    「了解。お前はここで待っててくれ」


    「どうか、どうか、ご無事で」


    　舞花が両手を組む。


    　ありがとうな、これまで。


    「戻るさ。最低でも、お前に礼を言わないといけないからな」


    　糸を伸ばして、適当な塀のでっぱりに引っかけて、飛び上がる。なかなか影えい殺さつ師しらしいアクションだ。


    　塀の奥にはもう一つ木戸のようなものがあった。舞花がいなくてもその先に答えがあるのはわかっていた。糸を同じ要領で使って飛び越えた。


    　そこに親おや父じの元煌こう霊れい──霧きり雨さめさんがいた。


    「あれ……舞花が風を感じたのって、霧雨さんが煌霊だからか……？」


    　困惑した。しっかりと緊張感も含めて構築してきた覚悟が一気に壊れてしまいそうになる。たしかに霧雨さんは煌霊だから、舞花が人間ではないと感じたのかもしれないが……。あるいは、またこの人は『天てん上じよう』と接触しようとしてるのか？


    「どうして、ついてきたんです？」


    　スーツ姿の霧雨さんは商談の時に見せるような、誠実そうな表情で俺と相対する。この人は俺の前でいつもその顔しか見せない。今の俺にはそれがひどく不誠実に感じられる。俺は商談相手じゃないのだから。


    「『天上』を捜していたら、あなたがここにいただけです。そういや……どことなく『天上』のウサギと出会った時と気分が似てるな」


    「ああ、一回会ってたんですね」


    　どうやら俺は真実を知る権利だけは与えてもらったらしい。


    「滝たきヶが峰みねという方に追われたのは衝撃的でした。自分の正体がばれるとはちょっと想像もしていなかったもので」


    「あなた自体が命を扱う異能力者だったのか……？」


    「そうです。ただし、それを自分以外の誰だれかに行使することはしません。それが自然に反するもの、『天てん上じよう』の立場としてもよくないものであることは明らかです」


    　この人が能力を他人にも使えるっていうのは事実で間違いないらしいな。煌こう霊れいが自分に命を入れているだけというのよりは、高度なことをしているようだ。たしかに完全な自給自足で煌霊が生きるというのは、ちょっと危なっかしい。一日でも作業を忘れたら死んでしまうのだから。


    　無から命を生み出してるのか、自分の時間だけを巻き戻しているのか、やり口は知らないが、とにかく『天上』と認められるだけの秘策があるんだろう。


    　幸せの青い鳥はこんな近くにいた。不思議というほどでもない。煌霊のトラブルの解決法が煌霊のまわりにあっただけだ。そういう意味じゃ、ヒントになるかもと俺に霧きり雨さめさんを会わせた親おや父じの発想は悪くなかった。


    「俺の要求はご存じだと思いますが、もう一度言いますよ。言わないと伝わらないこともありますからね。小こ手で毬まりに命をやってください。あなたならそれができるかもしれない」


    「すみませんが、死ぬべきものを生かすのはたとえ友人であろうと恩人であろうとできません。自然の摂せつ理りを覆くつがえすことは『天上』で禁じられていますので」


    　霧雨さんは丁てい寧ねいに頭を下げる。どこまでも慇いん懃ぎん無ぶ礼れいだな。


    「あんたはこの社会でごく普通にサラリーマンをやってるじゃないですか。なんで、『天上』だなんて最も普通からかけ離れたものに所属してるんです？」


    「『天上』の加入に本人の意志が尊重されるだなんて思っているんですか？　強制参加ですよ。命を扱うような異能力は表側で管理するわけにはいかないのだそうです。まあ、今ならその人たちの言葉もわからなくもないですが。こんなふうに嗅かぎまわられますからね」


    「そっか、あんたも自由を失ったクチか。けど、同情はしないぜ。むしろ、これからあんたの力に感謝することになるんだからな」


    「わかりましたよ。力ずくでどうぞ」


    　霧雨さんは両手を前に軽く広げた。女を受け止めるんじゃなくて、かかってこいという合図だ。意外と血の気が多いんだな。でも、話が早いのはいいことだ。


    　小手毬、待ってろよ。ちゃんと目を覚まさせて飽きるほどアフタヌーンティーを飲ませてやる。


    　先手必勝。両手から糸を出──


    



    　────────────────────────────────あれ？


    　目の前が光った（はずだ）。そしたら、地面に突っ伏していた。記憶が断続的だから、一瞬気も失っていたのか。


    　何をされたのかまったくわからない。


    　糸が効くとか効かないとかそういう次元の話じゃないことだけは確かだ。


    　目の前にはスーツ姿の霧きり雨さめ（敬称はもうはずす）がなんでもないふうに立っている。さっきと比べると、暗くら闇やみに目が慣れてきて、日本庭園の様子がわかってきた。霧雨の背後には、デカい池が夜とは少し違う種類の闇をたたえているように見える。


    「『天てん上じよう』になってよかったことも中にはありますが、そのうちの一つが、それまでと格の違う強さを手に入れられたことですかね。力を磨みがく機会が増えましたから」


    　格の違う強さか。畜生、言葉のとおりだ……。


    　神社にはたまにおもかる石というものがある。王おう子じの稲荷いなりにもあった。願い事をして、その石を持ち上げて、想像していたより軽く感じたら願いがかない、想像より重く感じたらダメなのだという。だが、この石はたいてい無茶苦茶重くて、どれだけ重めに想像しても、持った途端「思ったより重い」という感想が出る。


    　想像は常に現実の手前でとどまってしまう。『天上』が強いのはわかっていたが、これじゃ自分との差を測ることすらできない。


    　とにかく、立ち上がる。寝たままで勝てる道理などない。寝技だって立ってる状態から持ちこむものだ。


    　そしたら、目の前から霧雨が消えている。


    「煌こう霊れい時代から背後を奪うのは得意だったのですが、『天上』になってさらに速くなった気がしますね」


    　耳元で声が聞こえたと思ったら、また土の上に叩たたき落とされた。肩を肘ひじで打たれたのだろうか？　わからない。認識するより前に体が倒れてしまっている。


    「朱雀すざくさん、あなたが深い悲しみを抱いだいてらっしゃったのは知っています」


    　頭の上から声がする。


    「ですが、それは乗り越えていかないといけないものです。過去はどんなものであろうと笑うことができると本に書いた小説家がいましたね。あなたの経験もいつか振り返る対象である過去になります。過去にしてくださ──」


    「ふざけんな！　何を賢者みたいに大上段に構えてんだよ！　最初に俺に『天上』の力っていう可能性をくれたのはあんたじゃないか！　時間を巻き戻す『天上』の話まで俺の前で語っただろ！　忘れたとは言わせねえぞ！」


    　渋谷で会った時、霧雨は『天上』に接触したと言った。こいつは死んだ虫を生き返らせた『天上』の話をしてくれたんだ。


    　ほんのわずかに霧雨がひるんだ。罪の意識を刺激したらしい。


    「あれはあの時のあなたが生きる糧かてを与えないといけないほどに、苦しんでいたからです。一種の鎮痛剤代わりですよ。小こ手で毬まりさんが死ぬ前に闇やみに安置した方と同じです。ですが、そんな小手毬さんも、もう過去にしてしまうべき時なんですよ」


    「そもそも過去じゃねえよ！　小手毬は墓の中にいるんじゃない。海の底に沈んでるわけでもない。今も存在してんだ！　現在進行形だ！　俺を待ってるんだ！」


    　背中を踏まれた。うめき声は反射的なものだからどうしたって漏もれてきてしまう。


    「ずっと苦しみ続けることなどナンセンスですよ。人の死は正しく受け入れないと。あなたの年なら知り合いの一人や二人、失っているんじゃないですか？」


    「失うどころか、実質殺したことまである」


    　蜘く蛛も島じまのことを思い出した。あいつは自分の生き方に疑問を持って、わざわざ命を捨てることになるような無道なことをやった。あいつの徒党も死傷することになった。蜘蛛島もあとで『御おん大たい』に始末されただろう。


    「その人のことを、あなたもいつのまにか忘れているはずだ。そうでしょう？」


    　否定はしない。殺してしまったはずの命のことすら、長い年月の間に風化させてしまう。罪が消えないとしても罪の意識は消えていく。人間の肉体も時間も有限である以上、抱かかえられるものの量も有限なのだ。


    　でも、それとこれとは話が別だ。


    「何十回と繰り返してやる。百ひやく万まん遍べんだって唱えてやる。小手毬は生きてるんだ。しかもそのチャンスが目の前にあるんだ！　誰だれだってつかもうとするに決まってるだろ！」


    　声に紛まぎれて、そうっと糸を霧きり雨さめの靴くつに這はわせる。そうやって足をとって──


    　体が浮いた。吹き飛ばされてると思ったら、水の中に体がはまった。池の水をしこたま飲んだ！　どうにか岸に戻ってきたら、そこに靴が見えた。蹴けり上げられる。また池にはまる。


    「黄こう龍りゆうさんの息子だからといって特別扱いはできません。いえ、身内だからこそ、この力を使うわけにはいかないんですよ」


    　そんな言葉が蹴られる時に聞こえた気がした。そりゃ、バシバシ人間を蘇よみがえらせるようなことが許されるわけがないだろう。そんなの、『天てん上じよう』の連中が放っておくわけない。俺だってわかる。


    　だけど、俺はお前がたとえ、ほかの『天上』に狙ねらわれようと、この力を使わせるからな。それが俺の中での正義だ。倫理に背くからやめときますだなんてことは絶対言わないぞ。


    　水中を進みながら考える。どうしたら勝てる？　どこかに弱点みたいなものはないのか？　何か、何か、ないのか。何だって、やってやる……。


    　ゆっくりと、できるだけ敵意も失ったような態度で、地面に手をかける。霧雨は俺を殺す意図まで持ってはいない。戦う意志が見えないなら追い打ちをかけたりはしない。


    　もう水を飲んだせいもあって、声が出せない。水がしたたって視界も悪いし、本当に最悪だ。


    「朱雀すざくさん、あなたは次の人生に向かって歩き出している。それでいいじゃないですか。別れは誰だれにだって来ます。あなただけが味わう苦難ではない。どうか受け入れてください。この世界ではあらゆる欲望がかなうわけじゃないんです！　あなたはそれを知っている大人なはずです！」


    　霧きり雨さめの言葉も多少、熱を帯びていた。そうだな、今日も数知れない人間がこの世から消えてるだろうな。その中には若い奴やつだっているだろうな。


    　ふざけんなよ。


    　そんなの一般論だろうが。ほかの誰が死のうが、俺の小こ手で毬まりとは何の関係もない。これは個別具体的なことだ。


    「はぁはぁ……霧雨さん……全然違うことを聞いていいですか……？」


    「どうぞ。今更秘密にすることもないでしょうし」


    「親おや父じは霧雨さんが『天てん上じよう』ってことまでは知ってるんですか？」


    　はっきり言って質問は何でもよかった。


    「いえ。まだ煌こう霊れい一人で頑張ってると信じてらっしゃるかと。『天上』であることは口外するべき情報ではないですからね。そもそも『天上』の半数以上はこの世界から見えないところでなかば生きていますし、残りの半数も異能力者ですらないふうに振る舞っていますよ」


    「あの、親父は霧雨さんが独り立ちする時、どんなことを言ってました？」


    「死別じゃない別れ方ができて自分は幸せだと、そんなことをおっしゃってましたよ」


    　そっか。円満な契約解消っていうこと自体が奇跡なんだよな。煌霊遣いは煌霊を失う苦しみを経験する職業ってわけだ。


    「朱雀すざくさん、あなたは次の煌霊を見つけることも、そのまま糸を使う一人の異能力者として生きていくこともできます。今ほど、あなたの人生が開けている時はないと言ってもいいんですよ。前を向きましょう」


    「わかりました。小手毬のことを諦あきらめます」


    　──と口だけでは言ってみた。


    　もちろん、油断を誘うために。


    　霧雨の周囲の地面から糸が飛び出てくる。


    「あんたにウソつくぐらい何でもないんだよっ！」


    〈針化した柔糸シルク・ニードル〉──小手毬とこれで何度も死線をくぐってきた。第一回ＫＣの準決勝、足あし利かが最さい瞬しゆんに奇襲をかけたよな。


    　池にはまった時に岸から地中を這はわせていたのだ。


    　コンクリートじゃはね返されるが、土からなら今の俺でも糸を入りこませることができる。まだ小手毬より速度は遅いから、何の興味もない話をして、時間を稼いだ。


    　クソ野郎。人生に前も後ろもねえよ。時間は前にしか流れねえんだから、どう生きようがそれがそいつの前進なんだ。勝手に変な定じよう規ぎで前進だとか後退だとか足踏みだとか決めつけんじゃねえ！　何様のつもりだ！　神様か？　神様だったらどうして俺の生き方を決められるんだ？　神様は俺じゃないだろ！


    　おそらく霧きり雨さめの気が一番ゆるんだ瞬間を狙ねらえた。糸が霧雨の体に結びつく。針のように刺すこともできなくはないが、そんな一撃で勝てるとは思えない。まずは自由を奪うほうが確実だ。


    　このまま俺の攻勢になってくれ！　起き上がりながら、糸を思いきり引く。


    　だが、戻ってきたのは切れた糸だけだ。


    「無駄です」


    　霧雨はいつのまにかナイフを取り出して、糸をすべて切断している。


    「煌こう霊れいの経験者ですから、ナイフは昔の癖くせで持ち歩いてるんです」


    「さすが親おや父じの煌霊だな。ナイフの常備は俺も親父にうるさく言われたよ」


    「ただ、今のは影えい殺さつ師しとしてはたしかにいい判断でした。敵を倒すためなら、自分の信念すらウソにしてしまう。その覚悟は買いましょう」


    　誰だれも褒ほめてもらいたくなどない。さすがにちょっと気が抜けた。どうしたらいいのか、いよいよわからなくなった。こんな化け物にどうすれば一矢報いることができるのか……。


    　地面から水があふれてきた。水道管でもぶっ壊したらしい。すでに濡ぬれまくってるからいいけど、音は邪魔だ。集中力を殺そぐ。


    「朱雀すざくさん、もう終わりにしませんか。無理なものは無理です。夜も遅くなりますし、こちらの気持ちが変わる可能性も存在しない」


    　結局、霧雨のスーツを土で汚すことすらできなかった。靴くつぐらいはあふれる水で濡らせたけど、健闘の部類にも入らない。


    　すたすたと平気で俺に背を向けて、霧雨は歩いていく。


    　俺はその場で立ち尽くす。この力の差は覆くつがえらない。覆す方法は絶対にない。尻しりを見せて歩いてようが、こちらに意識を配ってるのは明白だ。背後を狙ねらったって、指一本かすらない。


    　これで終わりなのか？


    　俺がやれることは何も残ってないのか？


    　小こ手で毬まりがいない俺なんて死んだようなものだって思ってたのに、ここで自分の意志で諦あきらめることを選ばないといけないのか？


    　心の奥底で弱い自分がタオルを投げる。やることはやりきった。もう休め。小手毬もお前のことを恨んだりはしない。そう言う。


    　ただし、心の奥底にはいろんな自分がいる。


    　楽天的な俺は舞まい花かと一緒になればいいと言い出す。お前の体は年をとるごとに衰える。時間がお前を弱くする。最強の異能力者という地位もいつか絶対に届かなくなる。家庭を持って、人生の次の目標を作れ。


    　自暴自棄な俺はもう死んじゃえよと言い出す。だって、小手毬が死ぬしかないような人生なら生きてても意味がないじゃないか。小こ手で毬まりが死んでお前も死ぬ、それがきれいな終わり方じゃないか。


    　どいつもこいつも勝手なこと言うなよ。


    　俺はどれも選ばない。まだやれる。まだ戦って、勝つ。


    　霧きり雨さめは俺を殺す意志がない。殺すだけなら、とっくにやれている。


    　それが殺す気がないんじゃなくて、殺したくないというものだとしたら？


    　試せることはすべて試せ。


    　俺は右手から糸を出して、それを自分の首に巻きつける。


    　あとは簡単だ、一思いに締め上げる。


    　息ができなくなって死ぬぐらいに。


    　つまり、自殺だ。


    　頭がぼうっとする。なぜか昔のことを思い出す。酸素が頭にいかなくなって、幻覚を見はじめてるのか。


    　その幻覚にはちゃんと小手毬もいる。


    　ああ、こうすれば小手毬にも会えるんだな。ただし、相当怒ってるみたいだけど。


    　──『マスター、何をしてるんですか！　すぐにやめてください！　死んじゃいますよ！』


    　死のうとしてるんだから当たり前だろ。


    　──『非生産的にもほどがあります！　マスターにそんな滅びの美学みたいなものはなかったでしょう！　這はいつくばっても耐え抜いてそこから逆転するのがマスターの生き方でしょう！　踏ん張ってくださいよ！　自分をくびり殺して何の意義があるんですか！』


    　でもな、俺はこうするべきだと心から信じてるんだ。


    　──『こんな結末は……あまりにも舞まい花かさんにとって残酷です……。マスターは誰だれのことも考えていません……』


    　まったくだ。俺は人間のクズだ。ぐうの音も出ない。


    　けどな、クズにならなきゃできないことも、世の中にはあるんだ。


    　風が吹いた気がした。


    　気のせいなのか、本当にある種の風が起きたのかはわからない。


    　踵きびすを返した霧雨が俺のほうに向かって走ってくる。


    「朱雀すざくさん！　死んで何になるんです！　こんなことはやめてください！」


    　だよな。ここで自殺なんてされちゃ、あんたも後味最悪だよな。親おや父じにも申し訳が立たないよな。そりゃ、止めようとするよな。


    　でも、これは止めてもらうためにしてるんじゃないぜ。パフォーマンスじゃないぜ。止めたいなら、全力で助けに来いよ。


    　走馬灯効果のせいか、霧雨が近づいてくるのがスローモーションで見える。


    　ちょうどよかった。


    　狙ねらいが正確につけやすい。


    　俺はその霧雨の顔を残ってる力で殴りつける。


    「くおらあああぁぁぁっっっ！　死ねやあああぁぁぁっっっ！」


    　拳こぶしにじんじんと反動が走った。完全に入った感触。


    　霧きり雨さめはきりもみしながら地面に筋を描いて倒れる。池の延長になったような水だらけの地面に転がって、水しぶきが飛ぶ。


    　今度こそ、決まった。決まったよな!?　俺のパンチに威力があったとは思えないが、霧雨のほうがすごい勢いでこっちに向かってたんだ。カウンターが炸さく裂れつした。


    　すぐに、首に巻きつく糸をはずす。


    「げほっ、げほっ……どうだ、俺の演技……うぇっ……。はぁはぁ……命、懸かけてやったぜ……」


    　俺を殺す気がないどころか、俺を守ろうとしてるなら、必ず自殺を止めに来る──そこを待っていた。保護者気取りなら、それなりの覚悟で保護してみろよ。


    　もっとも、下へ手たをしたら、本当に死んでたから危険な選択だったけどな。


    「ひ、非常識にもほどがあります……」


    　倒れたまま、霧雨が言う。


    「バカ野郎、『天てん上じよう』なんて非常識な存在がそんなところを責めるなよ。だいたい、影えい殺さつ師しってのは勝つためならなんだってやるんだよ。卑ひ劣れつなことだっていくらでもしてやるさ」


    　急に体に酸素が入ったせいか、頭がハイになっている。陽気になれるような状況じゃないが、なぜか笑みが浮かんだ。


    　だが、これは一いつ矢し報いただけだ。勝利とは違う。


    　静かに霧雨は立ち上がる。パンチ一発で煌こう霊れいはノビたりはしない。せいぜい虫歯でもあるように、叩たたかれて腫はれたところを押さえているぐらいだ。


    　もう、こりゃ化け物としか言いようがないな。策を弄ろうして勝てる次元じゃないんだ。勝ち負けで考えると、勝つ手段はないな。


    「仕返しにぶん殴なぐるならいくらでもやれよ。指一本動かない。全身全霊でやりきった」


    「あなたは修しゆ羅らだ。少なくとも人間の範はん疇ちゆうはとっくに超えている」


    　何が言いたいんだ？　殴ってもわからないから、再び説教に切り替えるのか？


    「人間でないものを矯きよう正せいすることはできないし、人間のルールを用いるのも空むなしい。こちら側がわもそれなりの力を使いましょう」


    　空気が俺の目の前で変化した。


    　夢の中で道に迷い、帰れなくなっている時の感覚だ。行けども行けども知らないところに向かうばかりで、不安が何層にも重なっていく。


    　その空気を作っているのは間違いなく、この男だ。


    「何かお気づきの点でも？」


    　こんなのが街を歩いてたら、誰だれだって気づく。それを普段は隠して、悟られないように生きてきたんだろう。その痕こん跡せきに滝たきヶが峰みねや今日の舞まい花かは気づいたわけだ。


    　もっとも、空気だなんて抽象的な言葉を持ち出すまでもなかった。ヴィジュアル面からして何もかも変わっているのだ。


    　霧きり雨さめの髪が伸びた。まず、肩にまで届いて、ああ、昔の津つ山やまで働いてる頃ころの風ふう貌ぼうになったなと思ったのも束の間、地面につきそうなほどになって、さらに伸びて──髪が俺の体に向かってくる。


    　とっさにナイフを出した。髪なら切り裂さけばいいと思った。だが、もちろんそんな常識が通用する敵じゃない。ナイフは簡単に刃が欠け、回転しながら遠くへ消えた。


    　その時にはもう俺の首を締め上げている。


    「くっ……くぅ……」


    　しゃべることもままならない。息をしようと髪を引っ張るのがやっとだ。今の力じゃとても動かない。鋼鉄よりも重く、硬く感じる。


    「これが煌こう霊れい時代からの僕の異能力です。先ほどまでのは『天てん上じよう』として手に入れた身体能力のようなもので、厳密には異能力でも何でもないですから」


    　髪が長いなと記憶にあったのはこれのせいか……。霧雨の本領は髪が長い状態だったってことだ。


    　さしずめ──歌か舞ぶ伎きの連れん獅じ子し。


    　獅子は神の使いと言われる動物でもあるが、こいつは神そのものに近い。


    　ずるずると霧雨のほうに引きずられる。


    　くそ……さっきは自分でやったけど、やっぱり他人に絞められるほうが百倍きついな……。


    　これで気を失ったらもう終わりだ。目が覚めた時にはこいつはいない。小こ手で毬まりは生き返らない……。


    「殺すつもりはないですからご心配なく」


    　わかってるよ、そんなこと！　だからってラストチャンスがふいになることは同じなんだよ！


    　締めつけがさらに強くなる。軽く持ち上げられて、体が浮く。足がばたばたと宙を蹴ける。ここまで力の差があるものなのか……。


    　どれだけ力を見せつけられればいいんだ……？　人生ってのは残酷だ。強い者は強いし、弱者はみっともないほどに弱者だ。


    　もう、手は尽くしたな。今度こそ諦あきらめそうになる。だって、命まで懸かけて倒せなかったんだぞ？　これ以上何を懸けるって言うんだ？


    　違うだろ、問題はそこじゃない。


    　手を尽くしたわけがない。なぜなら、まだ俺は戦っているから。戦いという場から降りてはいないから。


    　小こ手で毬まり、こんな俺に力を貸してくれないか……。お前と共に戦ってれば、この程度のピンチぐらい軽くあしらえただろよ。


    　糸を出して霧きり雨さめを狙ねらうが、すぐに髪にはじかれる。十じつ徳とくナイフみたいに髪で何でもやる奴やつだ。


    「その程度の糸とは質が違います」


    　何がその程度だよ……黙れよ……。けど、たしかに霧雨の髪は俺の糸の上位互換のようにすぐれている。束になれば綱のようになるし、壁の変わりにもなる。紐ひものように俺を縛り上げることもできる。


    　このままじゃ、ただの努力賞だ。早急に脱出しないと。


    　また頭がもうろうとしてきた。ったく、糸遣いが縛られるだなんて……。髪を死ぬ気でつかむ。離れろ、離れろ！　離れろっ！　一生のお願いだから離れろ！


    　────酸素がすうっと肺に入った。


    　呼吸困難時における酸素ってこんなに美う味まかったのか。人間は失ってから、ものの価値に気づくらしい。


    　なんで、酸素が吸えた？　そりゃ、髪がわずかにゆるんだからだろうが、霧雨の表情からしても情けをかけたようにも見えない。岩いわ城き鉄てつ石せきと戦った時みたいに火事場のバカ力でも出たか……？　心では勝っても力では勝てないだろう……。


    　あれ。


    　まさに、心で勝ったのか？


    　俺は髪をさっき以上に強く手でつかんだ。そして、念じた。念じること以外に今の俺に何ができるって言うんだ？


    　霧雨のほうに動け。あの首に絡からみつけ。それから捩ねじりあげろ。


    　願いは通じた。


    　俺を縛っている髪の一部がばねが戻るように霧雨のほうに動き──あいつの首に巻きついた。


    「なっ！　何をしたんですかっ……！」


    　俺の首のほうの糸にもゆるまれと思念を送る。ただ、二つの命令系統を同時にやるのは難しそうだ。さっきより入ってくる酸素が少ない。それでも、しゃべるぐらいの余裕はできている。


    「俺は糸遣いだ。これだけ細くて長いものなら、間違いなく糸だろ。あんたの髪の指揮を一部分、俺の精神力で奪った」


    　そんなバカなと思っただろう。俺も半信半疑だ。かといって、疑う暇ひまはない。俺はこの勝機に懸かけるしかない。


    「もし、そんなことが可能だったとしても……精神力で『天てん上じよう』が劣るはずが……ないっ！」


    　俺の首が再度きつく絞まる！　あいつが意識をしてなければこっちが動かせるみたいだが、そりゃ操縦の効率は持ち主のほうがいいだろう。たんなる綱引きでは俺のほうに勝ち目はない。


    「ゆるめられるなら、ゆるめてみればいいです。それ以上の力で縛るだけですから」


    　それでも、気持ちの問題でこの髪に干渉できるっていうなら……。


    　俺はどうなってもいいから、霧きり雨さめの首を絞めろ。


    　その命令と同時に、こっちの首もさらにきつく絞まったが──


    　俺が霧雨に伸ばしていた髪も、ぎゅっとすぼまる。これはトレードオフの関係だ。


    「くぅ……ぅ……」


    　霧雨からわずかな嗚お咽えつのような声が漏もれた。


    　気を失う前に敵の気を失わせれば俺の勝ちだ。簡単な話じゃないか。最初から自分の身を案じなければいいのさ。なおかつ、俺が倒れなければいいのさ。


    　霧雨が怯おびえたような目をした。


    　別に俺の実力なんかはたいしたことじゃないだろう。


    　俺の発想が理解できなくて怯えてるんだ。


    　そんなにおかしいか？　正々堂々と『天てん上じよう』に勝とうだなんて考えないだろ。


    　胸も肺も当然苦しい。下手をすると、首の骨ごとへし折られそうだ。なあに、その程度のことだ。恐怖はない。つらくもない。


    　あと少し耐えるだけで、霧雨をつぶせる。小こ手で毬まりに近づける。


    　霧雨の顔にも冷静さはない。泰たい然ぜん自じ若じやくとした態度じゃない。あいつだって生きてるなら、酸素は必要だろう。


    　お前が『天上』なら、俺だって人間の縁へりに立って戦ってやる。


    　さあ、チキンレースを続けようぜ。『天上』と、人間をやめかけている奴やつと、どっちがギリギリまでいける……？


    「くっ……！　すべて解除！」


    　俺を圧していた髪が縮んで──霧雨のところに戻っていった。


    　俺は勢いよく水びたしの地面に落下した。急に新鮮な酸素が入ってきて、むせた。


    　霧雨は化け物でも見るような目で俺をにらんでいた。『天上』こそ化け物みたいなものなのに。


    　あいつはもう、いつもと変わらない髪の長さだ。髪を扱う異能力者じゃなかったのかよ。自分のアイデンティティを否定しやがって！


    　これでまたイチからやりなおしだ。けど、疲労感はリセットできない。


    「ついつい、そちらに乗せられていましたよ。我慢比べで戦わないといけない理由などないのです。まともにやれば僕が負けるわけがない」


    　くそっ！　気づかれた。忍耐だけで勝利に近づけるゲームに巻きこめたと思ったのに！　これだけ知恵をしぼったらどうにかなるもんじゃないのかよ。いくらイノベーションが大事な時代でも、数分おきに画期的なアイディアは出てこないぞ。


    「お前は本当に落ち着き払ってるよな……ムカつくぐらいにな」


    　失敗はしたが、さっきのは悪くなかった。常識やら限界やらを超えるんだ。そうすれば、霧きり雨さめの意表をつける。それしかない。


    　トランプでもキングやエースに勝てるのはたいていジョーカーだ。常識は非常識に弱い。強きよう靭じんな非常識。そんな手を考えろ。


    　真ん前にいる霧雨は極論無視したっていいぐらいだ。あいつを見てると思考がかえって狭まる。ほかに何がある？　あいつの奥には平屋の管理棟、それと戦場とただの街をへだてている塀。


    　まだ、博ばく打ちはやれそうだ。


    　一か八かだ。これまでも、ずっとそうだったけどな。


    　走った。クラウチングスタートも前傾姿勢もあったもんじゃない。幼稚園児みたいに、雑に走って、霧雨から距離をとったまま塀のほうに走った。


    「うあああああああっ！」


    　変な声をあげて、外側のほうへ。


    「今になって怖おじ気けづいたんですか？」


    　後ろから殺気が来て、直後にぶん殴なぐられる。それでもすぐに立ち上がって、先を目指す。


    「負けなら負けとはっきり認めなさい。敵前逃亡とはあまり趣味のいいことではないですよ」


    　また、すぐに追いつかれて蹴けり倒される。何回濡ぬれた地面にキスすればいいんだ。俺はアメンボか。俺は何も答えずに奇声だけ発して、前進、前進。


    「うあっ！　はあぁっ！　うあああっ！」


    「戦いのせいで理性が飛びましたか？　そうなってもおかしくないほどのことはしてきたと思いますが」


    　違うよ。俺は理性的に無茶をしてるんだ。そこが俺の強さであり、ヤバさなんだよ。


    　俺を攻撃する意味もないと感じたのか、追撃がやんだ。どうにか管理棟にまではたどりつけた。もちろん、こんな時間じゃ閉まってるから、助けを求めるなんてできない。誰だれかいたらその前に犯罪者として警察に通報されるだろうがな。


    　壁を背にして、霧雨のほうを振り返る。


    「負けは認めてないぜ。俺は負けたつもりはないからな」


    「その気持ちは評価しますが、これ以上やれば本当に死にますよ」


    「言われるまでもないさ。そうしなきゃ、『天てん上じよう』を乗り越えるだなんてできるわけないんだよ」


    　俺は右手を管理棟の壁に這はわす。


    　その先に配電盤がある。


    「あ、あなた、自殺するつもりですか！」


    　霧きり雨さめが突っこんでくる。それより早く、事を終えないとな。


    「学習能力ねえな。さっきの自殺だって狂言だっただろ」


    　これは純然たる攻撃だ。


    　配電盤のフタをすぐに叩たたいてはずす。中に入ってる配線に俺の力を行使する。


    　さあ、伸びてくれよ！


    　強引に引っ張り出す。糸になった線がバチバチ火花を鳴らしながら露出する。良い子は真ま似ねしちゃダメだけど、俺は絶対に良い子ではないし、善人でもない。


    　あとはこれを地面に落とすだけだ。


    　ちなみに地面は水道管が破裂したのか、ズブズブで池のようだ。


    　つまり、水を伝って一いち蓮れん托たく生しよう。迫ってきた霧雨の表情が濁る。


    　感電ぐらいは『天てん上じよう』でも喰くらってくれよ。電気を通さない体だなんて言うなよ。


    　小こ手で毬まり、俺は必ず目覚める。心配するな。ていうか、お前を目覚めさせるために戦ってるのに、俺が眠ってどうするんだよ。


    　ありえないのはわかってるけど、俺のために祈っててほしいな。


    　この期に及んでも神頼みなんてしようとは思えないけど、お前には頼みたいんだ。


    「ご迷惑おかけしました。親の教育が悪かったんだよ」


    「ふ、ふざけるなあぁぁぁぁっ！」
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    　ふざけてなんかないさ。


    「これが俺の全力なんだ」


    　手を離す。もう線みたいに軽い物を持つのさえ疲れた。疲れ果てた。


    　配電盤から伸ばした線が足下に落ちてゆく。


    　どうせだから、残りの時間は大好きな小こ手で毬まりの顔を思い浮かべて──


    　────────────────────────────────うっすらと目が開いた気がした。あまり自信はない。夢を見てるだけなのかもしれない。


    　何かが胸のあたりに載っている。ほとんど重さは感じない。


    　ウサギだった。


    　そういえば、このウサギ、『天てん上じよう』だったな。


    「さすがに起き上がれないか。ここまでやるのはたいしたものだと思ったけど、肉体は人間だから、しょうがないね～。しょうがないから、ジンジャーに祈ろうか──なんちゃって」


    　つまんないギャグに文句を言うこともできないし、耳をふさぐこともできない。


    　ウサギが前に歩いてきたので、視界がウサギでいっぱいになる。俺のほうは動けない。噛かむなよ。俺は菜っ葉じゃないぞ。


    　そこからぴょんとウサギは跳ねて、視界から一回はずれた。あとは声しか聞こえない。


    「霧きり雨さめ君、この子の煌こう霊れいちゃんのことだけど、一応助けてあげる流れでいこうか」


    　救いの蜘く蛛もの糸が俺の目の前に垂れた気がした。


    　それって……小手毬を復活させるか検討するってことか……？


    「そ、そんな例外措置、いいんですか？」


    「普通はダメだよ。どれだけ愛してようが恋してようがダメ。三万文字、愛を語られたところで三万分の一も伝わらない」


    　そりゃ、愛だけで奇跡を自在に起こせるなら、もっとこの世の中、奇跡だらけか。


    「けど、この子はもはや人間と言っていいかも怪しいからね。あれだけ何度も命を投げ出してくる時点で、正常な異能力者の壁はぶち破ってるって感じ？」


    　何か俺にとってありがたい話が続いてる気はした。だったら、やっぱり夢じゃないのだろうか。意識がまともに戻ってないから妄想を垂れ流しているだけなんじゃないか。


    　耳の聞こえ方が変だと思ったら、どうも水につかっているらしい。水って案外とあったかいもんだな。さすが俺の体の三分の二と共通しているだけある。


    「そして、ついには君の髪にまで手を加えてきたよね。あんなの、普通じゃ絶対できないよ。君の髪が糸っぽいとかそんな理屈でやれることじゃない」


    　二人の話は一度途切れた。


    　俺はじっと待つ。待つ以外にやれることなんて何もないんだ。


    「やれるだけのことをやってみましょう。先輩の許可が出ましたので」


    　その声は俺のほうに向けられていた。やがて、視界に霧きり雨さめの姿が入った。


    　霧雨の目は完全に軽けい蔑べつする者を見るものだった。こいつには何を言っても無駄だと匙さじを投げられたのだろう。事実、そのとおりだしな。表面上の礼儀が一切の意味をなさない奴やつの前で、へらへらしても仕方がない。


    「あなたの生き方はとても評価できませんが、あなたの煌こう霊れいは幸せ者だとは思いますよ。それだけ誰だれかに想ってもらえるというのは、普通はないですから」


    　別にお前に評価されるために生きてるんじゃないから、それでいいさ。


    　また霧雨の髪が伸びた。おい、それでとどめを刺すつもりじゃないだろうな。今の俺は完全に無抵抗だぞ。


    「こんなところに置いておくのもなんですから。水の中で寝てると凍死の危険もある」


    　俺の体は髪に簀す巻まきのようにされると、そのまま水平に上昇し、今度は横に移動し、どさっとどこかに落とされた。さっきより、地面が硬い気がした。


    「朱雀すざく！　大丈夫ですの!?」


    　舞まい花かの声が俺の体を貫いた。ああ、俺は塀の外側に出されたんだな──と思ったあたりで、また意識が途切れた。


    　さっきよりは安らかに眠れそうだ。


    



    
      ★

    


    



    　夢の中で俺は五歳ほどの女の子の手を引いていた。夢だからか、俺はその子が自分の娘だとすぐにわかった。


    「藍あい灯ひ、あまり坂道を走ると危ないですわよ」


    　後ろからかかる声に振り向くと、舞花がゆっくりと追いかけてくる。舞花が藍灯の横に来て、三人が並んだ。


    　下り坂に陽光が照りつけてくる。暑すぎず寒すぎず、のんびりと歩くにはちょうどよい塩あん梅ばいだった。


    　そばの家の塀に三毛猫が丸くなって寝ていた。娘が近づくと、猫はぱっと目を見開いて塀の内側に逃げていった。


    「まだ猫に追いつけるほど素早くはないですわね」


    「異能力者に育てるつもりか？」


    「あの子次第ですわ」


    　これは異能力者にしようとしそうだな。別に止めはしないけど。


    「ママー、こっちの猫さんは逃げないよー」


    　藍灯が黒猫の前に立って叫んでいた。ああ、あの猫は撫なでさせてくれるやつだ。


    「休日をのんびり過ごすのもいいですわね。無理に海外に行ったりしないでも、これはこれで幸せですわ」


    　幸せか。


    　不幸せのトンネルを抜けたらちゃんと幸せはあるものなんだな。


    　舞まい花かも娘も今は楽しそうで何も言うことはないし──


    　だからか、俺は泣いていた。


    「どうしましたの？　目にゴミでも入りました？」


    　ああ、こういう未来もあったのかもな。


    　生きるっていうのは、必ず何か未来を捨てていくことなんだ。


    　多分、俺はこちらとは違うほうを歩いていきます。


    　しばらくは、ありがとうより、ごめんなさいを言わせてくれ。
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    エピローグ　ＲＥＢＩＲＴＨ ＤＡＹ

    


    　病室にいた。あまり驚きはなかった。塀の外に出されたことまではかすかに覚えていたからだ。そのまま倒れたとしたら、救急車を呼ばれるだろう。


    　部屋の隅の椅い子すで、舞まい花かが眠っていた。


    　俺はどれだけ舞花を苦しめたんだろうか。ベッドから乗り出せば、舞花に手も届く。舞花を抱き止めることもできるかもしれない。


    　伸ばしかけた右手のほうを左手で、ぱんっ、と叩たたいた。


    　資格が俺にはない。


    　その音で舞花が眠そうな目を開いた。


    「朱雀すざく！　大丈夫ですの!?」


    　ああ、その声、意識を失う前にも聞いたよ。


    「ずっと大丈夫じゃないかもなって思ってたけど、お前のおかげで戻ってこられたよ」


    「それで……小こ手で毬まりちゃんのことは……？」


    「もうろうとしてて、本当にあったことかわからないんだけど」


    『天てん上じよう』が小手毬を生き返らせてくれるかもしれない、そう伝えた。この期に及んでもあいまいなのが格好つかないが。


    「今年のうちに何も起こらなかったら、あらためてお前にプロポーズさせてくれ」


    「それじゃ、小手毬ちゃんも助かりそうですわね」


    「あいつが動いてるのを見ないと何とも言えないけどな」


    「いえ、きっと助かりますわよ」


    　それ以上、お互いにそのことで話はしなかった。


    　今度は夢と違って、舞花のほうが静かに泣いていた。泣きながら、笑っていた。


    



    
      ★

    


    



    　霧きり雨さめとガチで戦ったうえに、物まで破損させたので、異能力制限法に抵てい触しよくしているのは間違いないが、幸い、呼び出されることはなかった。おそらく、滝たきヶが峰みねが裏で、あまり俺を追い詰めないよう「お願い」でもしてくれたのだろう。どうやら警察はあの場から消えてしまった謎なぞの異能力者のほうを捜しているらしい。きっと霧雨は目撃者が増えないようにあの場から瞬時に移動していったのだ。それで事件は自動的に迷宮入りだ。


    　暦こよみはすぐに師走しわすに入った。といっても、十一月の間から店はクリスマス用の飾りつけをしていたから、あまり季節の変化のようなものは感じなかった。ただ、十二月になった途端、滝ヶ峰のギプスがとれて、復活をアピールしていた。ＫＣ出場辞退ということはなさそうだ。


    　霧きり雨さめにメールをするのも気恥ずかしいし、催促をして結果がよくなるものでもないから、何もせずにごく普通に生活をした。どっちみちＫＣが迫っているのは確かなのだ。


    　そして十二月六日。俺は夕方まで打ち合わせをして、混みはじめた京けい王おうの特急に乗って帰宅した。駅に着いたら、近所のスーパーで一人分の買い物だけして部屋に戻った。


    　電気がついていたから、舞まい花かが来たのだと俺は思った。カギは開いていた。異能力者が住んでいるのに無用心も何もない。掃除機の音がすぐに聞こえてきた。


    「舞花、わざわざありがと──」


    「やっぱり、マスター一人の暮らしではどうにもならないものですね。部屋が汚いから、大掃除中です。たまに徒あだ花ばなさんが来てくれた程度ではダメです」


    　スーパーの袋が手元から落ちた。


    　夢じゃないんだよな。


    　これは現実だ。現実であってくれ。


    「小こ手で毬まり……小手毬なんだな？」


    　掃除の手が止まる。掃除機も音を出すのを止める。夜の八はち王おう子じ南口は思った以上に静かだ。


    「ほかに誰だれに見えるんです？　今日、淵えん堂どうさんのところから中ちゆう央おう線をスーパーあずさで戻ってきました。今は絶賛大掃除中です」


    　靴くつを脱ぐ時間がわずらわしかった。カギをかけるのは面倒だからあとにした。


    　すぐに抱き締めた。ちゃんと小手毬の温かさを感じたかった。小手毬は俺の中にすっぽりと収まる。


    「小手毬……お前がいない間、本当につらかった……」


    「つらかった時のことは今はいいです。喜びましょう、また出会えたことを」


    　俺と比べると、とても落ち着いた声で小手毬は話す。小手毬は何も変わっていない。


    「そうだな。なにせ長い間、ためにためた喜びだもんな……」


    「あとで新しん条じよう霧雨という方にもお礼を言いにいかないといけませんね」


    　ああ、あの人、ちゃんと約束守ってくれたんだな。


    「今の私が煌こう霊れいなのか人間なのかよくわからないですが、こうして戻ってくることができました」


    　やっと俺たちはあの頃ころに帰れたんだ。ううん、さらに前に進めたんだ。ぼうっとした頭でそんなことを思った。


    「ご心配をおかけしました。苦しかったですよね」


    「苦しかったよ。苦しくて、苦しくて、何度も諦あきらめそうにもなった。それでも耐えてきてよかった……」


    　このまま、小手毬が俺の中に溶けて入りこんでしまえばいいのに。そしたら、別れだって起こることもないのに。


    「少し……新しん条じようさんから聞きました……。『天てん上じよう』に勝負を挑んで……命いのち懸がけで戦ったって……」


    「そんなの当たり前だろ……。たいしたことじゃない」


    　ちょっと得意になってしまった。直後にしっぺ返しが来た。


    　ほっぺたをつねられた。


    「当たり前ではないです。煌こう霊れい遣いが煌霊のために命を懸けてどうするんですか。マスターは何年経たっても学習しませんね」


    「バカ、お前はお前だよ。煌霊でも人間でもいい」


    　くちびるを強引にふさいだ。今の小こ手で毬まりに命が入るのかわからないけれど、こうすればとにかくつながっていられると思った。照れくささもない。小手毬にキスして何が悪いんだ。


    　ファーストキスでもないし、レモン味でも何でもない。ただ、ただ、うれしい。キスじゃなくてもいい。つねり合ったり、叩たたき合ったり、何でもいい。とにかく、小手毬と二人で同じことができることがうれしい。


    　俺たちはごく自然にくちびるを離した。自然なことなのだから、小手毬も怒ることも必要以上に恥ずかしがることもなかった。


    「命が入るのかどうか、確認したほうがいいか？」
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    「あの……それだったらあとにしませんか……？　わざわざ生き返って、すぐに倒れるだなんてことはきっとないと思いますし……」


    　俺から目をそらして、ゴスロリ服の右の袖そでを左の指で触りながら、小こ手で毬まりが言った。


    「そ、そうかもな……。数時間だけ復活しただなんてセコい話にはならないよな……」


    「まずは、ごはんのことを考えませんか？」


    　どうせ一人分の食材じゃ足りないし、俺たちはすぐに駅の北口の繁華街のほうに出て、書店の地下にある居酒屋に入った。がつがつと俺はむさぼるように食べた。小手毬もいつもより食事量が多いように思えた。酒も今日ばかりは遠慮せずに飲んでいた。


    「食べるのって、こんなに楽しいことだったんですね」


    「俺も同意見だ」


    「あっ、淵えん堂どうさんからさらっと聞いたんですが、マスターは新しい異能力を使えるようになったとか」


    「これのことだな」


    　俺はテーブルに糸を一本這はわせた。威力をセーブしてるから、一般人が糸を置いたのとあまり違いもないけど、これも立派な武器だから店の中で武器をちらつかせるのもまずいだろ。


    「お揃そろいですね」


    　小手毬もちょろっと糸を一本出した。それもテーブルの上を伝って、俺の糸と二か所で交わって止まった。


    　二本の糸の内側にできた形が、いびつだけどハートになっていた。


    　ダメだ、久しぶりに会えたお前がかわいい、かわいすぎる。


    「帰ったら、命が入るかあらためて確認してみる」


    　あくまで煌こう霊れい遣いの義務からそんなことを言ったつもりだった。


    「そうですね……。あまり恥ずかしがってばかりいてもいけませんからね……」


    　どうも、小手毬のほうはそう思ってくれているのか怪しいけど。俺も裸になった小手毬を見てたら、冷静でいられるかは怪しいところだ。


    　もっとも、一いち抹まつの不安もあるのだが。


    　命って、ちゃんと入れられるのかな。


    　小手毬が俺の前でこうして生きているといっても、そうなった仕組みがまだ俺にはわかっていないのだ。人間にしたのか、煌霊として復活させたのか、時間を小手毬だけ巻き戻したのか。霧きり雨さめの命に関する異能力も厳密には不明のままだ。


    　ただし、能力的に無理だというようなことは霧雨は一度も俺に言わなかった。不可能だというなら、戦闘になる前にそう釈明しただろう。あいつは小手毬を回復させる自信はあったわけだ。


    　野蛮に飲み食いして、俺たちは店を出た。二人で部屋に戻るだけのことがこんなに楽しいとは思わなかった。


    　一人暮らしより、絶対に二人暮らしのほうがいい。


    　八はち王おう子じの駅前は手をつないでるカップルもちらほらいる。とくに、通勤客が吐き出されるＪＲの長い改札の前はそいつらを邪魔に感じる時も多い。けど、今日のところは許してやろう。三人で横に並んでる学生どもも、大声で笑っていればいい。いずれつらいことがあった時も、今の思い出が生きる糧かてになるかもしれないから。


    「小こ手で毬まり、手をつないでいいか？」


    　了承の意を告げる前に、小手毬は俺の左手を握ってくれた。


    「お前の手、小さいな」


    「そういう名前小手毬ですからね」


    　こんな時でもお前は気の利いたことを言うんだな。


    　もっと家が遠かったら、ずっと小手毬と手をつないでいられるのに。


    　不安な要素はまだまだいくらでもあった。それでも俺は今夜ぐらいはそれをできるだけ考えずに過ごしたいと思った。小手毬と俺だけのために時間を使わせてほしい。


    　もっとも、そんな願いほどかなわないことを俺は知っている。強く希求するような願いっていうのは、それだけ難しいものなんだ。


    　小手毬がこうして俺の隣にいる──それは奇跡だ。奇跡がすでに起きているのだから、次は多少の厄やつ介かいごとが来るに決まっている。人生はそんなふうにできている。


    　せめて、一週間ぐらいは幸せに過ごさせてほしかったけど。


    　アパートの部屋の前に何かがいて、小手毬が小さな怯おびえたような声を出した。


    「やっぱり来たか。小動物に敬意は払いづらいから、タメ口で話すぞ」


    「どうぞどうぞ。そんな表面的な礼儀作法はどうでもいいからね」


    　ウサギがちょこんとドアの前にいた。


    　霧きり雨さめと戦って気を失ったあとのアレは、夢じゃなかったんだな。それが夢ならここに小手毬がいないはずだから、当たり前だけど。


    「あなた、タワーマンションで会った『天てん上じよう』の方ですね！　何の用です!?」


    　小手毬はすぐに糸の準備をする。そっか、小手毬にはウサギと霧雨の関係までは話してなかったな。


    「安心しろ。こいつは霧雨の上司みたいなもんだ」


    　小手毬の肩に手を置く。


    　その殺気がしゅんと消えた。


    「小手毬を生き返らせてくれて、ありがとうな。まずはそれだけ言っておく」


    「感謝するのはもうちょっとあとからでいいよ」


    　命いのち懸がけで戦っただけじゃ対価には足りないってことか。命を懸けただけで命が救えるなら、みんな懸けるもんな。


    「今の小こ手で毬まりって子は人間でも煌こう霊れいでもないんだよね。命を作る新しん条じよう君の異能力で無理矢理動かしてるの。端的に言うと、こういうどっちつかずのものが存在してるのは反則になるんだよね」


    　小手毬が俺の手を強く握った。


    　大丈夫だ。俺だってもうお前と離れない。


    「なので、こういうどっちつかずは早期に解消しないといけないの。あんまり選択肢になってないけど、一応言うね」


    　とっととすませろよ。俺たちは自分の部屋に入りたいんだ。


    「その子が正式に死ぬか、冬ふゆ川かわ君のほうが『天てん上じよう』という特例になって彼女を生かし続けるか」


    　本当に選択肢でもなんでもないな。


    「新条君は修しゆ羅らって表現してたけど、君の妄もう執しゆうはずば抜けてるから。もう、超人と言うしかないレベル。なにせ、新条君の髪を操ったぐらい。人の異能力にあそこまで干渉するだなんてことは、はっきり言ってこの世の正常な異能力者がやっていいことじゃないんだよ」


    　情熱が一線を越えたってことか。まさかそんなルール違反をしでかしてたとは思わなかった。俺は小手毬のために必死になっただけだ。


    「その妄執の強さを評して、『天上』ということにしてあげなくもないよ」


    　人の愛を妄執とかマイナスの熟語で表現するなよ。


    「拒んだら、小手毬は死ぬんだろ？」


    「うん」


    　俺はその場で小手毬をかき抱いた。


    　小動物の前なら羞しゆう恥ち心しんだってないさ。


    「やる」


    「声が小さくて、聞こえないよ」


    　大きい耳してるくせに。


    「『天上』だろうが、悪魔だろうが、なってやるよ！」

  


  [image: ]


  
    　あとがき


    



    　お久しぶりです、森もり田た季き節せつです！


    　なんと影殺師ヴァージン・ナイフシリーズもついに五巻！　正直、こんなに続くとは一切考えていませんでした。当初、趣味で書いた一巻に関する原稿が本になると決まった時、「それだったらラノベシリーズ用に三冊ぐらいでも終わるような展開がいるな、でもこれ、明らかに一巻でやることやってるしどうするんだろう」と考えながら、二巻と三巻の話を考えました（当初の二巻のプロットはぬるいという理由でボツになりました）。


    　それでどうにか三巻を書き終えて、ほぼ改稿も終わりだろうというところで、当時の編集さんに「まだまだ続くよ」と言われました。本当にびっくりしました。しかし、ラスボス的なものも三巻で倒してしまったぞ、よし新章突入だ、それで五巻ぐらいで終わるプロットを作ろう──と当初は考えていました（なお、当初の四巻のプロットは怪獣が襲ってくるというものでしたが、方向性違いすぎということでボツになりました）。


    　あとがきだからネタバレしてもいいと思うので書きますが、六巻以降も続きます。


    　さすがにこんなところで完結という訳にもできませんし、まだまだ朱雀すざくと小こ手で毬まりの苦しみも表現できるかと思いますので。だいたい、五巻では小手毬が活躍できませんでしたし。


    　ヒロインがいないまま、主人公の生活を書くというのがこの巻のコンセプトのようなものでしたが、ひとまず自分の書きたいことは全部書けたかなと思います。朱雀はかなりクズいことをやるかもしれませんが、それも含めて人生だと個人的には考えております。


    　今後、ちょっとずつ刊行ペースはゆっくりになっていくかと思いますが（僕だけじゃなくて巻数出ると、間はちょっとずつ空いていくもののようです）どうか忘れずに追いかけていただけると幸いです。その合間合間に何かほかのこともガガガ文庫でできないかと考えております。なにとぞよろしくお願いいたします。


    



    　今回、一巻から出ていたのに諸事情でほぼイラストのなかった仔こ犬いぬ丸まるの絵がつきました。にぃとさんありがとうございます！　イケメンすぎるぐらいイケメンです。霧きり雨さめも男なので、なぜか男キャラのヴィジュアルが増える巻になりましたが、これからもよろしくお願いいたします。


    　編集さん、営業さん、応援してくださっている書店の方々、読者の皆様、毎度ながらありがとうございます。シリーズ当初は不安もあったのですが、もうこうなったら行くところまで行くしかないというつもりで書いていきたいと思います。どこにたどりつくのか本当に誰もわからないとは思いますが、やれるだけやってみようと思います。


    　それでは次の六巻および新作が先に出たらそちらでお会いしましょう！

  


  
    森田季節


    Kisetsu Morita


    



    もはや物語の落としどころ、作者も編集さんも誰もわかってないぐらい話のほうが勝手に動いてます。これからも全力で行きます。よろしくお願いします。
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